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この事業は,日 本 自転車振興会 の機械工 業振興資金 による「昭和45

年度 情報処理 に関 す る調査 ・研 究補 助事業 」の うち 「経営情報 システ

ムの研 究 」の一部 として実施 した ものであ ります。
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序 に 代 え て

当財 団 で は ・企 業 に お け る経 営 情 報 システ ムの あ り方 につ い て研 究 す るた め,

.・ 企 業 の 実態 を分 析 し,指 向 す べ き経 営 情報 シス テム の構 造 と コ ン ピ ュー タ ・シス

、 テ ム につ い て検 討 して お ります が,経 営 活動 を行 な う上 で最 も重 要 な こと は,経

営 者 自身 が革 新 的,戦 略 的 な意 思決 定 を しな けれ ば な らな い とい う ことで す。 経

営 情報 シス テ ム は経 営者 が 意 思 決 定の 手 段 と して活用 す べ き もの で あ り,如 何 な

.,る 経 営 情報 シス テ ム を造 りあげ るか は経 営 者 の理 念 に依 存 す る とい え ます。 この

報 告 書 では,企 業 に お け る経 営 活動 を,計 画 決 定 過程 を含 むPlanningMIS

と して,体 系 的 に と らえ・ 複 雑 な経 営 活 動 の 部 分 的 な相互 関係 を解 明 しております
、

この 研 究 の 中 心課 題 は,機 械工 業 の 生 産 計画 機 能 に関 す る意 思 決 定 の過 程 を モ

.一 デ ル化 して ・生 産 活動 の 主体 で あ るPlanningMISが その 基 本 とな るOpera-

tionalMISと どの よ うな関 係 にあ るか を考 察 す る ことで あ り,か っ ま た,生

産 計 画 が単 純 に生 産 活 動 の 一 機 能 と して 循環 して い るの で はな く,利 益 計 画 は も

と よ り・資 金 計 画,販 売 計 画,需 要計 画,新 製 品 開発 計 画,設 備 投 資計 画,要 員

"計 画
・原 材 料 計 画 等 の サ ブ シス テ ム と機 能 的 に関連 性 を も って 複雑 な シ ステ ム体

系 を作 りあげ て い るとい う観 点 か ら,こ れ らの 連 繋 を明 らか に す ることであ ります、

今年 度 の 研 究 で は,経 営 情 報 シス テ ムの うち,機 械 工 業 に お け る意 思決 定機構

を と りあげ 計 画 機 能 の 解 析 を行 な って ま い りま した が こ こ に,こ の研 究 実施 に ご

フ 尽 力 な らび に ご支 援 を賜 わ
った大 須 賀政 夫(電 気 通信大 学),島 野滋 雄(ト ピニ

工 業)・ 丸 田 正 樹(い す ゴ自動 車)・ 工 藤 寧(日 本 ユ ニパ ッ ク),松 行 康 夫(東

京 農工 大 学)・ 神 品光 弘(電 気 通信 大学)の 各氏 お よび 関係 各位 に心 よ り感 謝 の

意 を表 しま す と と もに,こ の 報 告書 が各 方 面 に活 用 され,わ が 国 情報 処 理 の発 展

の一 助 と して 寄 与 で きれ ば幸 い に存 じます。

昭 和46年5月

財団法人 日本情報処理開発セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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1 総 論

1.1研 究課 題 の意 義

企業 の経 営活 動 を シ ステ ム と して把 握 す るこ とは,そ の 目的 が何 で あ るか によ って異 って く る。 な

ん となれ ば経営 の諸活 動 を,よ り合 目的 に達成 す る手 段 として,シ ステム ・ア プ ロー チが導 入 されて

い るか らであ る。 複雑 な経 営活 動 を シ ス テム体 系 として把 握 す る こ とに よ って,部 分相互 の 諸関 係 を

解 明す る ことが容 易 に な る。 と くに経営 活 動 に お け る最 も重 要 な 計画 機能 を,計 画決 定(意 思決 定)

過程 を含 むPlanningM工S(ManagementInformationSystem)と して把 握 す る

効果 は,多 くの 困難 さを内 包 し な が ら も,非 常 に大 きい とい わな け れば な らな い。

経営 の 目的達 成 は,計 画 の良 否 如 何 に あ る。 こ の合 目 的計 画の設 定,す な わ ち意 思決 定 の重 要 性 が

指 摘 され るわ け であ る。 合 目的 に意 思決 定 をす るた めに は,合 理 的 な意思 決 定過 程(こ れ をMISと

呼 ぶ こ とにす る)を 必 要 とす る。 と ころ が企 業 は技 術革 新 の導 入 に よ る固定 資本 の 拡大 化の 反 面 社

会 的責 任 を含 む対 外 的諸 条 件 の変 化 によ って,意 思 決定 過程 の シ ステ ム も,よ り複 雑 化 す るに至 って

い る。 と りわ け利 潤極 大 化 を目的 とした過 去 の傘 業 経営 の単 一 目的 糖 現 在 にお い て は社 会制 度 の複

雑 な関係 へ の発 展 に よ って,社 会 的 責 任 を含 む多 元 目的 に変わ って きた。 この現 象 は,意 思 決 定過 程

をよ り複雑 困難 な もの にな らし めて い る。 そ れ だけ に意 思決 定過 程 を,シ ス テム体 系 に よ って 把握 し,

解 明す るこ との重 要性 妨 よ り一層 大 きな課題 と して取 上 げ られ るの で あ る。

経 営 にお け る計 画(Planning)は,統 制(Contro1)と 共 に,管 理 機能(management

function)の 在 た る内容 を構 成 す る もの であ る。 した が って,す べ ての 経営活 動 〔財 務→ 調達

(人 的,物 的)→ 生 産→ 販 売 〕に対 し,計 画,統 制 とい う管 理 機能 が存 在 す るわ けで あ る。 そ してま

た計 画は,大 き く分 けて戦 略 的 計 画(StrategicPIanning)と 戦術 的計 画(tactical

planning)と に 区別 さ れ る。 この 区別 は,例 外 的 計画 と経 常 的 計 画 との 区別 で あ る と同時 に,例

外 的計 画 の意 思決 定 と,そ の 計 画 の実 施 との 区別で もあ る。 すな わ ち新 経 営政 策 の立 案,新 工場 の設

立 ・拡 充,新 製 品 の開 発 新技 術 や新 設 備機 械 の導 入 新 市 場の 開 拓 な どは戦 略 的計 画 で あ る。 従来

の生産 活動 の 反復 にお け る計 画 の変 更修 正 は,戦 術 的 計画 で あ り,ま た上記 の戦略 的 計 画 の実施 計 画

も戦術 的計 画 で あ る。 経常 的 に反 復 され て い る生 産 活動 も,そ の始 期 におい て は戦 略 的計 画 に もとつ

く具体 化 され た活 動 で あ るか ら,こ れ を計画 の 階層 と して理解 す る こ とがで き る。 さ ら に計 画 は,期

間 の長短 に よ って 長期 計 画 と短 期 計 画 とに区 分 さ れ る妨 戦略 的計 画 は,相 対 的に 長期 計画 で あ る。

これ に対 し戦術 的 計画 は実 践 的,具 体 的で あ る意 味 で短 期 計画 で あ る。

戦 略 的計 画 の意思 決 定 は,最 高 経営 者 の トッ プ レベル の 問題 で あ り,そ の 意思 決定 過 程 は,最 も複

雑 困難 な シ ステム体 系 で あ る。 本 研 究 にお い て は,問 題 を限定 して 生産 過程 を中 心 とす る計 画機 能 と

す るこ とによ って,そ の意 思 決定 過 程 の モデ ル化 を容 易 な らしめよ うと した。 そ の ことは同 時 に販 売,

その他 の 諸活動 に対 す る生 産 管理 活 動 の,シ ステ ム的 特質 を明 らか に す る とこ ろ と もな るわ けで あ る。

一1一
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図1-1-1生 産 管 理 の マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ ク ル

生 産 活動 を管理 す る計 画 機 能 は 図]-1-1に 示 す よ うに,生 産 を中 核 とす るマ ネ ジ メ ン ト・サ イ

クル(シ ス テム)の 一環 として 把 握す る こ とがで き る。 こ の マ ネ ジメ ン ト・サ イ クル の特質 は,ま ず

生産 管 理 が直 接 的管 理 で あ る とい う こ とで あ る。則 ち,計 画 機能 の 具 体 的 計画 活 動 に よ って,生 産 活

動 を 直接 的 に コ ン トロー ル す るとい うこ とで あ る。 その こ とは図1-1-1に お け る4の ル ー プで結

ばれ た コン トロ ール の生 産(operetions)に 対す る矢印 に よ って 示 さ.れてい る。 計画 は生 産 を可

能 にす る もので あ る ことは 当然 で あ るカ～ 生産 活 動 の主 体 が人 間労 働 者 で あ る限 り,人 間 労 働者 を主

体的 に把 えた計 画 で なけ れ ば,生 産 計 画 の成 果 は達成 す る こと が困難 で あ る。 そ の限 りにお い て,計

画 一 生産 一 評 価 一 コン トロー ルの システ ム的体 系 がよ り一層 重 要 性 を もつ ので あ る。生 産活

動 の結果 的 評 価 は,コ ン トロ ール に フ ィー ド・バ ック され るこ とは もち ろん,計 画 の再 修正 の情 報 と

な り,戦 術 的 計 画の 計測 的情 報 とな る。 さ らに戦 略的 計画 の 意思 決 定 過 程の情 報 とな る。

生 産計 画 にお け る意思 決 定 過 程 の他 の特質 は,ProductionOrientedか らSalesOr-

ientedへ の変貌 であ る。ProductionOrientedは,研 究 開 発 →生 産→ 販売 とい う生産 本

位 の指 向性 を もつ の に対 し,SalesOrientedは 市場(有 効 需 要)→ 研究 開発 →生 産 → 販 売 と

い う市場 性 を指 向す る もの で あ る。 この 変貌 は需 要 サ イ ドの強 力 な 変 化 に もとつ く もの に外 な らな い。

従来 大 量生 産 は 見込生 産 ・在 庫生 産 として,需 要 の画一 化 ・製 品の 標 準 化 を前 提 と した生 産 計画 がな

され て きた。 と ころカ～ 経 済 社 会 の 発展 と所 得 水準 の 向 上 は,需 要 の多 様化 を促進 して きて い る。 他

方 技 術 革新 によ る製 品 の ラ イフ ・サ ー クル の短 縮化 は,従 来 の生 産 計 画 の意 思決 定 過程 を,基 本 的

に変 動せ しめず には置 か な い。 そ して需 要 の 多様 化 は商 品 を単体 商 品か ら複 合 商 品 に移 行す る傾 向 を

ひろ めてい る。 これ ら、の 外 部 的 条件 を無 視 して,生 産 計画 の意 思決 定過 程 を理 解 す る こ とは で きな い

、一
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こ とを注 意 しな け れば な らない 。

企 業 にお け る 目的の 多元 化 と,経 営外 的 条件 の変 化 お よび経 営 内 的条 件 の 変動 は,対 象 を生 産 計 画

に限 定 して も,そ の意 思決 定 過 程 を一 般 化 す るこ とは困 難 で あ る といわ な けれ ばな らな い。 も ちろん

一 般 化 す る こ とは
,よ り理 論的 とな るけれ ど も,経 営 の実 践 行 動 を前提 とす る限 り,そ の モ デ ル が実

際役 立 っ もの で な け れ ばな らない。 と ころが 業種 が異 な り,規 模 や市場 性 が 相違 す ると,経 営 活 動 の

内容 が 多様 化 せ ざ るを得 な い。 これ は,企 業経 営 目的の 多 元 的 目 的化 と,経 営 者 の 主体 的 行 動 に よ る

か らに 外 な らな い。 し たが って計 画 の意 思 決定 のモ デ ル は,業 種別 に類 型 化 す る と と もに,規 模 や市

場 性 ・生 産 方 式(注 文 生 産 か 見込 生 産 か の区別)に も騒 つ く類型 に よ って分 類 す るこ とが必 要 で あ る

と考 え る。 そ こで本 研 究 は,次 の点 を前 提 条件 と した企 業 の 計 画 ・意思 決 定 の モ デル を内容 とす る こ

と とした。

先 ず 第1に,こ の生 産 に関す る意思 決 定 の モ デル は,中 堅企 業(中 規 模 企 業)を 対 象 と して い ると

い うこ とで あ る。 そ の 理 由 は,大 企 業 は,そ れ ぞれ の企 業 にお い て独 自 の研 究が 進 め られ て い るの に

対 し,中 堅 企 業 は まだ そ の段 階 に到 ってい な い と考 え られ るか らであ る。

第2は 生 産 の 内容 力～ 見込生 産 と注文生 産 との双方 か ら構 成 さ れてい るとい う,一 般 的機 械 工 業 の

業 種 を前 提 と した。 これは しば しば生 産 に関 す るプ ランニ ングの 意志 決 定 が行 なわ れ る とい うこ と と

同時 に,機 械 の部 品加]ら 組立 工 業 にお い て 見 られ る一 つ の パ ター ンと考 え られ るか らであ る。

第3に 生 産 に 関 す る計 画 の意 志決 定は,企 業 の主 体 的 自主 的意 思 決 定 で あ る こ とが必 要 で あ る。

例 えば 下請 企 業 に見 られ る よ うな親 企業 の意 思決 定 に全 く拘 束 され る もの で は ない。意 思 決 定の モデ

ルの本 来 の 姿 とは な らない。 もちろ ん中 堅 企業 とい って も,注 文 生産 を内容 とす る機 械部 品 の 加 工 や

組 立生 産 にお い て は,・発 注 側企 業 の意 思 決 定 に影 響 され るこ とは避 け られ ない 妨 少 な く と もそ れ を

包 含 しての 企 業全 体 の 生 産 に関 す る プ ランニ ングは設 備 機械 の 有 効 な活 用 や,新 需 要 の 開発 を含 め て,

企 業独 自の 主 体 的意 思 決 定 が な され る もの であ る。 その意 味 にお い て中 堅企 業 を取 り上 げ る こ とに し

た。一 方 にお い て特 定 の 企 業 よ りの受 注生 産 を しな が ら,他 方 に お いて企 業 の 自 主 的計 画 に よ って 見

込 生産 をす る,独 特 の 技 術 を もつ 企業 を対 象 と してい るので あ る。

研究 課題 の 中 心 妨 機械 工業(中 堅 企 業 として の)の 生 産 に関 す るプ ラ ンニ ングの 意思決 定 であ り,

それ は生 産 の オ ペ レー シ ョンの基 本 であ り,前 提 とな る もの で あ る。 しか も生産 計画 は,単 純 に生 産

活 動 の生 産 計 画 として 循 環 して い る もの で は な く,利 益 計 画 は もとよ り,資 金計 画,販 売 計 画,需 要

計 画,新 製 品 開発 計 画(研 究 開 発計 画),設 備 計画,要 員 計 画,原 材料 計画 な どの,サ ブ ・シ ステム

と,有 機 的 関連 性 を もっ もので あ る ことに 注意 しな け れ ばな らない 。 い わ ば相互 に静 態的 な らび に動

態 的 に交 互作 用 を もつ もので あ る。 その 意 味 にお い て,そ れ ぞ れの サ ブ ・シ ステム の解析 に まで お よ

ん だ次 第 で あ る。

1.2経 営 シス テ ム の 理論 的 背景

PlanningMISを 論 じ るに は,あ らか じめ経 営 シ ステ ム とい う もの につい て の知識 が必要 に
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な る。 しか し一般 シ ステ ム論 を含 めて 経 営 シ ス テム論 に つい て
,一 元 的 に論 ず るこ とは現 在 の とこ ろ

大 変 困難 で あ るか ら,そ の基 本 的な考 え方 を こ こで は論 ず る こ とにす る。

シ ステム論 の立 場 か ら経 営 を論 じた教 科 書 と して は
,有 名 な ジ ョン ソ ン(R・A・JohnSOn),カ

ー ス ト(F ・E・Kast)お よび ロー ゼ ン ツ ワイ グ(E・J・Ro8enzweig)に よ る 「経 営 シ ステ ムの

理 論 と マネ ジメ ン ト」(翻 訳)が あ り,経 営 にお け る4つ の基 本 的 機能 につい て 説 明 して い る。 すな

わ ち,

(D組 織 目的 の選 択 とその達 成 の た め の方 策,計 画,手 続 き,お よ び方 法 の選 択等 を行 ない,総 合的

意 思決 定 の た めの枠 組 み を提 供 す る 「計 画化(Planning)」

② 人間 と資源 を シ ステム に整 合 させ,そ の結 果実 施 され る活 動 が シ ステムの 目標の 達成 に つな が る

よ うな活 動 の決定,部 門 化 実 施 の た め の権 限 と責 任 の 委譲 を含 む 「組織 化(Organizing)」

(3)組 織 サ ブシ ステ ム が計画 に適 合 し た仕 事 を して い るか ど うか を確 か め,そ の た めに サ ブ シ ステ ム

の活 動 の 測定 と修 正 を行 な う 「統 制(Controlling)」

(4)組 織 内 の種 々のサ ブ シ ステ ム にお け る決 定 セ ン ターの間 の情 報移 送 を行 な い,か つ環 境 との情 報

交換 を含 む 「通 信(Communication)」

の4つ を経営 の基 本 機能 と してい る。

しか し,こ の説 に対 してR.N.ア ンソ ニー(R.N・Anthony)は 著 者 「経 営 管理 シ ステム の基

礎 」(翻 訳)の 中で,統 制 機能 に含 まれ る修正 行 為 は,い くっ か の修正 案 申か らの 選択 と も解 せ るか

ら,一 種 の計 画機 能 と見な せ る。 従 って計 画 と統制 機能 との区 分 には意 味 が ない と してい る。 す なわ

ち,彼 は,計 画機 能 と統 制機 能 の 両方 を総 合 的 に と りあ っか う考 え方 として,次 の3つ の 水 準 に分 け

る ことを提 称 して い る。 す な わ ち,

(1)戦 略 的計 画(Strategicplanning)

組織 の 目的,そ の変 更,目.的 達成 に用 い られ る資 源,そ の取 得 使用,処 分 をつ か さど る方 針 を

決 定 す る過程 。

(2)マ ネジ メ ン ト・コン トロール(managementcontrol)、

組織 の 目的達成 に際 し て効 果 的 ・能率 的 な資 源 の入 手 ・使用 を経 営者 が確 保 す る過 程 。 すな わ ち

計 画 と統制 の両 者 を組 合 わせ た概 念 で,本 来 マ ネ ジメ ン トとい わ れ る判 断の 行使 を必 要 とす る活 動 。

(3)オ ペ レー ショ ナル ・コ ン トロール(Operationalcontlo1)

特定 作業 の効果 的 か つ能 率 的遂 行 を確 保 す る過程。 す な わ ち実 施 に重 点 を置 き,ル ール や 数学 的,

論理 的 機能 に よ る手 順 が客 観 的 に決 ま ってい る活 動 。

また,ア ンソニ ーは,(lX2×3)に 関連 す る過 程 と して,情 報 を収 集 して処 理 し,伝 達す る情 報処 理

お よび組 織 に 関す る財務 情 報 を外部 に報 告す る財務 会 計 を あげ てい る。 この考 え方 は経 営 シ ステ ムの

階 層 分割 を考 え る際 に重 要 に な って く る。 要 は,目 標 達 成 に際 して,戦 略的 な計 画 をたて,そ れ を実

施 す るた めに,㌧ 、物,設 備,資 金 な どの諸 資 源 を最 適 配 分 して 効果 的 な実施 が行 な われ るこ とを監 視

し てい くこ とが経営 シ ステム と して大 切で あ る。

こ こで 「シ ステム」 とい う言葉 が使用 さ れて い るカ㍉ シ ステム と はあ る環境 の 下 で あ る 目概 また
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は機 能 を指 向 す る互 い に有機 的 な関 連 を有 す る識 別可 能 な(Identifiable)い くつか の要 素 の

集 ま りをい ってい る。 すな わ ち,シ ステ ム は,基 本 的 に次 の4つ の属 性 か ら成 立 って い る。

(1)集 合 性:シ ステム はい くつ か の識 別 可能 なサ ブシ ステム(要 素,成 分,エ レメ ン ト,コ ン ポー ネ

ン ト)が 構成 され る。 サ ブ シ ステ ムは,実 体 的 に も概念 的 に も,ま た 自然 的 に も人工 的に も把 握 さ

れ る妨 シ ステ ムの最 適 化 を行 な うた めに は定 量的 な把握 が必要 で あ る。

(2)相 互 関連:要 素 がい くつ か 集 ま っただ けで は単 な る集 団 にす ぎな い。 シ ス テム として認 容 され る

た めに は,要 素 が相 互 に関 係 し合 い,あ るい は 依存 す るこ とが必 要 であ る。

(3)目 標追 求 性:現 実の シ ステム は全 体 と して何 らか の機 能 を果 し,単 一 な い し多数 の 目標 を指 向 す

る。 そ の 目標 に よ って特 定 の シ ステ ム と しての 認識 がな され る。

(4)環 境 適応 性:現 実 の 特 定 の シ ステ ムは,そ れ ぞれ の 目標,機 龍 成 因 に従 って,そ れ を取 り囲 む

外 部環 境 か ら影 響 を うけ る。

こ こでは,生 産 管理 を シ ステ ム として把 え るシ ステム ・ア プ ロー チの立 場 を と って お り,そ の メ リ

ッ トは シ ステ ム分析 あ るい は シ ステム設 計 に 関す る手 法 を用 い て,着 目し た生 産 管 理 に 関す る問題 を

全 般 的 な立 場 か ら認識 し,そ れ に含 まれ る重 要 な事 象 やそ れ を支配 す る条 件,制 約 事 象 の 間 の種 々

の 関連,問 題 の 外 に あ る もの と,内 な る もの との関連 を明 らか に し,目 標 達 成 の た め の意 思決 定,そ

れ に基 づ く生 産 活動,不 都 合 な場 合 の修 正行 為 にお け る効果 的 な手続 きを明 確 に 設定 す る こ とで あ る。

こ こで い うシステム は,複 数 の 経 営 問題 に っい て生 産
,販 売 とい うよ うに各 部 門 別に 問題 点 を検討 し,

そ れ ぞれ の特 殊事情 に応 じて 解決 を図 る とい ケ 「部 門最適 化 」 の立場 よ り も
,む しろ これ らの 職能 部

門 に よ って 構成 され る経 営 全体 を]っ の シ ステム と見な して検 討 す る 「総合 的最 適 化 」 の立 場 を強調

して い る。 とい うの も,部 門最 適 化 は常 に総 合 的最 適 性 を意味 しない か らで あ る。

商 品 としての 財 を生 み,サ ー ビスを行 な う企業 活 動 は,そ の構成 としては 機 能 的 に は生 産 職能 と販

売 職能 とに2大 別 で きる。 なお,財 を生 み サ ー ビスす る こ とは,生 産 の広 義 概 念 で あ る。

生 産 職能 は生 産 要 素 とい う投 入物 か ら工 程 とい う変換 過程 を経 て,商 品 と して の生 産 物 を供給 す る。

また・ 販売 職 能 は顧 客 に直 接接 して その 需要 に対 して,産 出 物 の販 売 を行 な う もので
,商 取 引 や販 売

過 程 が 中心 で あ り,そ れ を広 告,宣 伝,販 売 促 進活 動等 が援 助 してい る。

これ らの2大 職 能 を 円滑 に運 用 す るた め に,資 金 の調 達 と使 用 に 関与 す る財務 職 能 な らび に労働

力 と人 間 頭 脳技 術 の 調達 と利用 にあ ず か る人 事職 能 があ り,企 業活 動 は基 本 的 に は この4本 の柱 で支

え られ てい る。

これ らの4つ の基本 職 能 を基 礎 に して
,企 業 活 動 を職 能別 サ ブシ ステ ムに 分割 す るこ とが で き る。

す な わ ち,

(1)生 産 職能(Productionfunction)

生産 計 画 サ ブシ ステ ム

新製 品開 発サ ブシ ステ ム

設備 計 画 サ ブ シ ステ ム

原 材 料 サ ブシ ステム
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(2)販 売 職能(marketingfunction)'

販 売 計 画サ ブ シ ステ ム

需 要 予測 サ ブ シ ステ ム

(3)人 事職 能(personnelfunction)

要員 計 画 サ ブ シ ステ ム

(4}財 務 職 能(financefunction)

利益 計 画 サ ブ シ ステ ム

資金 計 画 サ ブシ ステ ム

この よ うな サ ブ シ ステ ムの 分 割 は企 業 形態 によ って 適 切 に選 ば れ るべ きであ る。

サ ブ シ ステ ム分 割 は一 般 的 に は 次の よ うな条 件 でな さ れ るべ きで あ ろ う。

(1)経 営 シ ステ ムは サ ブ シ ステ ム に よってす きま な く覆 われ て い る。

(2)経 営 シ ステ ムの サ ブシ ステム は互 い に素 で あ る。

(3)経 営 シ ステ ムの サ ブシ ステ ム相 互 の 関連 は他 の分 割 の場 合 よ り少 な い。

企 業 の経 営 シ ス テム は,上 述 した 職能 別 分割(functionaldivision)の 外 に,次 の よ う

な3つ の 階層 別 分 割(hierarchicaldivi8ion)を 考 えるべ きで あ る。 この た め には,前

述 した アン ソニ ーの 経 営分 類 の 考 え方 が有効 で あ る。 す な わ ち,

(1)戦 略 的 計 画 水準(strategicplanninglevel)

(2)経 営 管理 水準(managementcontrollevel)

(3)生 産 実 施 水 準(operationallevel)

であ る。

(3)につい て は,報 告 書 「中堅 機 械工 業 にお け る生 産 管理 シ ステ ム ・モ デ ル 」 にて,ほ ぼ意 をつ くし

た と思 わ れ るの で,こ この サ ブ モデ ルで は 考慮 の対 象 か ら外 して い る。 従 って,こ こで は(1)お よび②

が主 とした 関心 事で あ る。 す な わ ち,

(1)戦 略 的計 画 水準

・ 経営 哲 理 の確 立

・ 企 業環 境 の 認識 と評 価

・ 経営 方 針 と 目標 の設 定

・ 経 営戦 略の 明 確 化

'組 織 の確 立

・ 新 製 品 の決 定

・ 長 期 利益 計 画 と予 算編 成

・ 設 備 の 計画 と投 資

・ 目標達成 の た めの 広範 な プ ログ ラム作 成

・ 総 合的 資 源配 分 計 画

・ 生 産 実 績 の評 価
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(2)経 営 管 理 水準

・ 目標 達成 の た め の機 能 別 管理 目標設 定

・ 業 務 実 施率 の立 案 と選択

・.資 源 の 確 保 と部 門 的 配 分

・ 部 門間 利 害 調整

・ 職能 別 の 課 業 実施 詳 細 プロ グ ラムの作 成

・ 生 産 実 績 の評価 と目標 か ら逸脱 した 活動 行 為 の 修正案 設 定

従 って,後 述 する サ ブ シ ステ ムは その構 成の 仕 方 に よ って,上 記2つ の 階層 を含 む も こ とを原 則 と

してい る。

b

、∂

1.3モ デ ル の設 計 法

1.3.1モ デル の 評価 基準 と解 の意 味

planningMISが 具 体 的 に利 用 され るに 際 して は,シ ステ ム設 計 に お い て対 象 シ ス テム を数

学 的 に規 定 した モデ ル を使 用 す るの が普通 で あ る。 モ デ ルで そ の解 を求 め る過 程 にお い て大 切な の は,

シ ステ ム の価値 を決定 付 け る評価 規 準(evaluatingcriteria)で あ る。

評 価規 準 の 第1は 最 適化 規 準(optimizingcriteria)で あ る。 これ は対象 の 目的 や機 能

を最 も価 値 あ る もの に す る規 準 で あ り,こ れに基 づ い た シ ステ ム最 適 化(systemoptimiza-

tion)は,理 論 上は シ ステ ム 自体 で コ ン トロー ルで き る操作 可 能 変数 と,そ れ が不 可能 な外 部 環境

か らきめ られ る。 シ ステム 自体 で は コ ン トロール で きな い 操作 不可 能 変数 に よ って定 め られ る,シ ス・

テ ムの有 効 度(目 的 関 数)が,シ ステ ム諸 変 数 間 の制約 条件(要 素 間相 互 関 連,環 境 適応)の 下で最

適(最 大 また は最 小)に な るよ うに モ デル 化す る こ とで あ る。 これ が決 定 規 則(decisionrule)

とな る。

現 実 に モデ ル化 の作 業 を行な う場 合 シ ステム構 成 要素 の数 が多 い と きには 多変 数 にな り,目 的 関

数 や制 約 条 件 が線 型 よ り も非 線型 で表 わ され る こ とが多 し二。 また,外 生 変数(操 作 不 可能 変 数)が 既

知 で ない 場 合 が あ った り,動 的 な タ イム ・ラグ(timelag)を 考 慮す る必要 が生 じるの で,シ ス

テ ム最適 化 の作 業 には 相 当 の 困難 性 が あ る こ とをあ らか じめ覚 悟 しなけ れ ばな らな い。 また,シ ス テ

ム全 体 の最 適 化 が理論 的,時 間 的,経 済 的 に不 可能 であ った り,難 か しい ときは,サ ブ シス テ ムの局

所 最 適 化(suboptimization)に 止 ま らざ るを えな くな る。 評価 規 準 と して は,現 実 の 経営 管

理 に おい て,時 間 的,経 済 的観 点 か ら,シ ステム最 適 化 が必 ず し も最 も有 効 で は な く,見 方 を変 えて

システ ム の有効 度 があ る満足 す べ き水準 以 上に あ れ ば よい とす る満足 化規 準(satisfyingcr-

iteria)を 評 価 規 準 に用 い るこ と もあ る。 この場 合 には シ ステム行 動 は最 適状 態 に はな いか ら,機

会 損 失(oppOrtunitylos8)が 生 じ るけ れ ど も,そ れで も現実 妥 当 性 を有 す る もの であ る。

理 想 的 と もい え る最 適 化 水準 と,こ の満足 化 水準 との 差 が組 織余 裕(organizational)と 呼

ば れて い る もの で,こ の余 裕 を もた せ る こ とカ～ 個人 また は集 団 として の行動 執 行 層 の動 機 付 け に役
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立 って 努力 目標 を達成 す る意 欲 を向 上 させ る こ とに な る。 なお 満 足 化水準 は,同 一状 況 下 にお いて も

一定 に してお く必要 はな く
,時 間 の経 過 につ れ て最 適 水準 との 差 を縮 め て,最 終 的 には 最 適 水 準に近

づ け る努 力 が期 待 されて い る。

MISの 目標 は,シ ステ ムの 一般 が そ うで あ るよ うに,単 一 目的(mono-goa1)の 場 合 と多 目的

(multi-goal)の 場 合 とがあ る。MISが 単 一 目的,例 えば利 益 とか市 場 古有 率 を追 求 す る場 合

には,ORや マ ネ ジメ ン ト ・サ イエ ン スの 手法 が適応 しや す く,最 適 解 を出 しや す い。 しか し一般問

題 と して,MISは 多 目的で しか も互 い に矛 盾 す る多数 の 目 的を追 求 す るこ とが多 い。 また,場 合 に

よ って各 サ ブシス テ ムが別 々の 目標 を 指 向 す る こと もあ る。 この よ うな多 目的指 向MISの 場 合 は
,

シ ステ ム設計 に際 して,次 の 手続 き を行 な ってお く こ とが必 要 で あ る。 す な わ ち
,

(1)各 目的 に ウエ イ トづ け を して,仮 想 的な 単 一 目的 に統 合 す る。

(2)経 営 の必要 性に応 じて 優先 順 位付 け を行 な った 目的 に つい て,順 番 に最適 化 あ るい は 満足 化 をは

か る。

(3)最 重 要 目的 に着 目して,そ の 他 の 目的 を満足 化水 準 以 上に保 ちな が ら,最 適 化 を試 み る。

(4)す べ ての 目標 を,で きるか ぎ り目的 値 に 近 似 させ る。

シ ステ ムが複 雑 化,巨 大 化 す る と シ ステ ム全体 を最 初 か ら完全 に洞 察 して,サ ブ シ ステ ム に分解 し,

全体 的最 適 化 を求 め るこ とが で きれ ば,最 も望 ま しい。 しか し,一 般 に大 規 模 シ ステ ム(large-

scalesystem)を 設 計 す る場 合 には,む し ろ全体 的 目標 に適 合 す るよ うに,小 さい シス テム を

組 み 合せ て い き,階 層 的 に次 第に大 き くして い くシ ステ ム合成(systemsynthesi8)を 行 な

って 目的 が達成 で き るよ うにす るの が よ い。 この 場合 に は,組 み立 て る個 々の シ ス テムは大 規 模 シ ス

テム のサ ブ シ ステム にな るの であ るが,あ た か も独立 の作 動 をす るかの ご と く
,部 分的 最適 化 あ るい

は満足 化 規 準 を達成 す る よ うに構 成 して,論 理 的 に連 結 され た連 合体 方式 を とる。 サ ブ シ ステ ム相 互

間 は 交渉 過程 を通 じて 適 切 な妥 協 に よ って,シ ス テム 的統 合化 を行な う。

1.3.2planningMlSの 評 価

適 当な 評価 規 準 に従 って,最 適 なモ デ ル が作成 され る と,経 営実 行 デ ー タに もとつ い て モ デ ルに含

まれ てい る各 種 のパ ラメ ー タ を決 めて,こ の モデ ル に実 行可 能 性(feasibility)が あ るか ど う

かを検 定 しなけ れば な らない。 イン プ ッ ト,変 換処 理 ア ウ トプ ッ トな どの シ ステ ム特 性 を 調べ て無

矛盾 性(Gonsistency)を 確 認 す る。 これ だけ の手 続 きを終 えた シ ステム ・モ デ ル が,は じめて

実際 の 運用 に供 し うるの で あ る。 この 段 階 にお け るモ デル は,も はや対 象 シ ステ ムの写 体 で は な くて,

経営 シ ステ ムの実 体 に変 容 した もの と見 な され る。 経 営対 象 の モ デル 化(modelling)が 適 切に行

なわれ て,最 適 シ ステ ム が決 定 され れ ば1こ の 経 営 シ ステ ムの実 用 化 に よ って,将 来 の経 営行 動 に対

す る予 測(forecasting)が は じめて 可 能 にな り,こ れ に応 じて適 切な経 営 行動 を 選定 す る基盤

を与 え うる。

実 施 に移 され た経 営 シ ステム の行 動 は,所 定 の機 能 や 目的 が果 され てい な い か ど うか,ど ん な効 果

を生 み出 してい るか の成 果 測 定 を行 な って評 価 す る。 この成 果評 価 規 準,あ るい は管理 規 準(con-

trolcriteria)は 対 象の経 営 システ ム一般 の観 点 か らは,次 の 点 に留意 す る こ とが 必要 で あ る。
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(1)信 頼 性(reliability)

計画MISが 規 定通 りの 目標 や機 能 を果 す 運用 の正 確 性 で あ り,そ の状態 の 持 続性 が大 切 で あ る。

(2)応 答 性(responsibility)

計 画MISに 入 って くる イ ンプ ッ トの 変 化 に対 して,ア ヴ トプ ッ トが 直 ちに近 似 で き る即 応 能 力

をい う。 た とえ ば,受 注量 が急 に増 大 し た場合 に増 産 体制 が 直 ちに とれ るよ うに な って い る ことで

あ る。 もし,そ の応 答 が遅 けれ ば 計画MISは 機 会 利益 を失 うこ とに な る。

(3)安 定 性(stability)

少 々の外 部環 境 変動 に動 じ る安 定 性の 度 合 い を あ らわす。 経営 シス テムの 外部 環境 は刻 々変化 し

てい く携 そ の状 況 を よ く判断 して必 要 が ない 限 り動揺 させ る こ とな く
,目 的指 向を 行 な う能 力 を

もっ こ とが必 要 で あ る。

(4)適 応 性(adaptabi、lity)

安 定 性 とは 逆 の立場 であ る妨 外 部環 境 の変動 に応 じて
,経 営 シ ステ ムが,そ の行 動 の管 理 規準

に照 らして 最 適 性 を常 に維持 で きる性質 をい う。 た とえ ば,外 部 環境 にお いて 経済 成 長 を遂 げ つつ

あ る時代 は,そ れに即 応 して適 切な企 業 規 模 の拡 大 を試 み る とい った態 度を さす
。 適 応 性の な い企

業 は・ 機 会利 益 を生 む妨 場 合 に よ って は 外界 変 動 の激 し さに追 従 で きずに
,自 己矛盾 を起 して崩

壊 して し ま うこ とに もな る。 経 営 シ ステム に期 待 され る能力 は,一 度体験 した環 境 変動 に対 して,

最 初 に 遭 遇 し た際 にはお そ らくは,試 行錯 誤 的 に と った最 適 方 策 を
,次 に 同 じ状 況 に出 合 った と き

直 ちに と り うる学 習機 能 で あ る。

(5)経 済性(ec・n・my)

い か に良好 な成 果 を示 す理 想 シ ステ ムで あ って も
,そ の 実施 に際 して経 済 的 に成立 し えない シ ス

テ ムは,実 用 的価 値 がな い。

さて・ 測定 成 果 が管 理規 準 か らあ る限界 以 上 離 して 経 営 シ ステ ムの行 動 が不 適 切で あ るこ とが 判

断 され た場 合 に は,修 正(modification)が 必 要 に な る。

計 画機 能 を重 点 にお い た経 営 シ ステム は,そ の 構 造 や 手順 に 含 まれ る各種 パ ラメ ー タ等 が 十 分吟 味

され てい るの で,行 動 成 果 が 管理規 準 か ら著 し く 離 す るこ とはな い 帖 統制 機 能 に重 点 を 置 いた 経

営 シ ステ ムはプ 実 施 の段 階 でか な りの改良 を必 要 と し
,そ れ を何 回 か行 な って適 切な 経営 シ ステ ムに

な る。

さて・ 改良 して もな お不 満足 な場 合 は,シ ステ ムの 再 設計(rede8ign)を 必 要 と しよ う。 まず評

価規 準 や解 法 手順 の検 討 を行 な い,ま だ不 適 切な 場 合 に はモ デル化 の変更 を行 な い
,更 に は 問題 意識

まで立 ち返 って考 究 し直す。 お そ ら く,は じめの設 計段 階に比 べ て新 しい資 料 を入 手 して い るの で あ

るか ら,以 前 に行 な った もの よ り適 切な 設 計 モ デ ル化 が可 能 にな るで あ ろ う。 さ らに,上 の過 程 を

経 て 適 当 な管 理水 準 に照 ら して 行動 の妥 当性 が検 討 され た シ ステム で も
,あ る時 間 を経 過 し た場 合 に

は,そ の矛盾 性 を追求 し,改 め て修 正 あ るい は再 設 計 が必 要 で あ る。
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1.4報 告 書 の 要 旨

MISと 意 思決 定 に関 す る研 究 につ い て は,昭 和43,44両 年 度 に わ た って,機 械 工業 の生 産 計

画 機能 を中 心 とした 意思 決 定 の 過程 を解 析 し検 討 して きたが,今 年度 は と くに,生 産 活動 の主体 で あ

るPlanningMISが,そ の基 本 とな るOperationalMISと どの よ うな関 係 に あ るか を

明確化 す る こ とに重 点 を置 い て 考 察 を進 めた。 す なわ ち生 産 計 画 は,本 来,単 純 に 生 産活 動 の一 機能

として 閉塞 して い るので は な く,利 益計 画 は もとよ り,資 金 計 画,販 売 計 画 需 要 計 画・ 新製 品 開 発

計 画,設 備投 資 計 画,要 員計 画,原 材料 計 画等 の サ ブ シス テ ム と機 能 的 に 関連 性 を も って複 雑 な シス

テム体 系 を作 りあ げて い る とい う観 点 か らこれ らの連 繋 を明 らか に す るこ とを研 究 の 主 要 目 標 と して

い る。

第1章 「総 論」 で は,複 雑 な経 営 活動 を シス テム体 系 化 して把 握 す るこ との重 要性 を述べ,こ の研

究課題 を と りあ げ た理 由 を説 明 してい る。 また,経 営 情 報 シス テ ムの理 論 的 背景 と題 してPlanning

MISに 対 す る考 え方 を機 能,属 性,職 能 の うえか ら解 説 して い る。 さ らに,モ デ ルの設 計 に あ た っ

て重 要 な 点 「評 価規 準 と解 の意 味」,「PlanningMISの 評 価」 の2つ の問題 に つ い て論 じてい
《

る。

第2章 「機械 工業 の特 質」 で は モ デル企 業 に対 す る イ メー ジを 明確 に し,そ の背景 とな る機 械 工業

を理 解 す るた めに,① 我 国産 業 に お け る機 械 工業 の位 置 づ け,② 我 国に お け る機械 工 業 の構造,③ 中

堅機 械 工業 の現 状,④ 中 堅 機械 工業 の展 望 と問題 点,等 の 諸項 目に つい て解 説 してい る。

第3章 「モ デ ルの概 要 」 で は,第1節 「モ デル 化 の狙 い」 でPlanningMISの モ デ ル化 の 目的

を説 明 してい る。 ま た,第2節 「モ デ ル化 の 特徴 」 で意 思 決 定 プ ロセ ス の図式 化 と,Planning

MISの タイ プに重 点 を お いて 計 画 シ ステ ム を構築 した こと を述べ,第3節 「環 境 と前提 条件 」 で は,

想 定 した 企業 の組 織,生 産 シス テ ム,特 徴 な どを 具体 的に 説 明 して い る。 第4節 「モデ ル の構造 」 で

は,意 思 決 定過 程 の構 造 を抽 象的 な観 点 か ら考 察 し,全 体 シス テ ム とサ ブ シス テム の関 連 をい くつ か

の タ イ プに分 け て説 明 して い る。 最 後 にサ ブシ ス テム の モ デル化 に対 す るポ イン トを各 サ ブシ ステ ム

毎 に解 説 して い る。

第4章 「サ ブ シ ステ ムの解 析」 で は,利 益 計 画,資 金 計 画,販 売計 画 需 要 計 画,新 製 品開発 計 画,

生 産計 画,設 備 計画,要 員計 画,原 材 料 計 画 の各 サブシステム を,計 画 の 必 要性・計画 の対 象 ・計 画 の構

造,他 の シス テム の関連,考 察 すべ き要 因 な どの面 か ら解 析 し,意 思決 定 の プロセ ス を究 明 して い る。

第5章rDYNAMO}こ よ る ・ン ピ.一 夕 ・シ ミ・レー シ ・ン」 で は・ 新 製品 開 発 モデ ル と設 備投

資 モ デ ルの2つ の シ ミュ レ ー ショ ン ・モ デ ル を と りあげ て考 察 を展 開 してい る。 新 製 品開 発 のモ デル

で は,新 製 品 開発 の成果 によ りシ ュ アの拡 大 と売上 高 の 向上 を図 るこ とを 目的 と して,研 究成果 が 速

く反映 す る場 合 と比 較 的遅 い場 合 の2つ の タ イプ につ い て実験 して お り,設 備投 資 モ デル で は投 資額

と生 産量 の 関係 か ら遊 休損 失 と機会 損 失 の両 方 を最 少 にす るよ うな投 資 方法 を 見出 す こ と と もに・そ

の と きの設 備 の状態 や,売 上 高 を把 握 して い る。

こ の研 究 で は,意 思 決 定 プ ロセ ス の い くつ か のパ タ ー ンを提案 す るに とどま り決 定 的 な意 志決 定

一10－

S

4



モデ ル を作 りあ げ る ことが で きなか った。 それ は意思 決 定機 構 が企 業 の 最高 位(ト ップ ・マネ ー ジメ

ン ト)に 近 づ くに したが っ て 把 え に く くな るのが定 説で あ るに もか か わ らず,こ の 研 究で は,計 画 シ

ス テム で も比較 的 レベ ル の高 い,い わゆ る工 場 長 レベ ル に ポ イ ン トを置 いた た め と思 わ れ る。

PlanningMISを,計 画段 階 にお け る意思 決定 の た め の シス テ ム と考 え る よ り,比 較 的 レベ

ル の高 い ところ で行 なわ れ た意 思 決 定 の結果 を で き る だ け実 行 に 移 しや す くし たプ ロ セス を シ ス テム

化 した もの で あ ると理 解 した方 が モ デ ル を構築 しや すい よ うで あ る。 す なわ ち 「この 目標 を達 成 す る

ため に は どの よ うに しな け れ ば な らな い か」 とい う,計 画機 能 の 中に お け る意思 決 定 を取扱 った 方 が,

至 極 く日常 的 な方 法で あ り,具 体 的 なモ デル と して も常識 的 に理 解 され やす いよ うに思 わ れ る。
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2. 機 械 工 業 の 特 質

●

も

2.1わ が 国産 業 にお け る機 械工 業 の位 置 づ け

日本経 済 は 第4次 資本 の 自由化 を控 え,ま す ます激 化 す る世界 市場 の荒 波の 上で 優位 な 地 位 を確保

す る ため の 試練 に耐 えて い る。 戦 後25年,そ の機 能 の ほ とん どを失 った経 済 力 を今 日の状 態 まで復

興 し・ さ らに よ り向上 しえた のは 海 外,と くに アメ リカの援助 に よる とこ ろが大 きい が,国 民 の創意

と工 夫 に よ る技術 力 の進 歩 の 目覚 しか った こ とが
,第1の 理 由 であ る とい えよ う。今 や,わ が国経 済

は 高度 成 長 か ら質 的 向 上 を目指 す 安定 成 長へ の過 渡 期 にあ り,戦 後西 ドイツに次 ぎ急成 長 を遂 げ な が ら

さ らに発 展 を続 け る 日本 経済 に
,世 界 の 諸 国 は驚 異 の 眼 を向 け てい る。 しか し,国 際 化 に よ る海外 か

らの圧 力 も大 き く,技 術 提携,販 売 提 携,外 資 に よ る経 営 参加 傍 系会社 設 立 等 に よ りわ が 国の市 場

も国外 企 業の 進 出 を許 してお り,国 内企 業 力 が これ を どこまで 食止 め るか に よ って
,わ が 国の 国際 的

な力 が証 明 され よ う。

最 近 の わ が国 のGNP年 平均 成 長 率 は1]%を 上回 っておb,昭 和43年 の 国民 総 生 産 は 実質45

兆 円 で10年 前 の3倍 に拡 大 してい る。 この うち,機 械工 業 の生 産 が昭和43年 には14兆 円 で総 生

産 の30%以 上 を占 めてい る こ とは,わ が国 の経 済 成 長 に果 す機 械工 業の 役 割 の大 き さ を物 語 って い

る。 ま た,そ の伸 び も10年 前 の6 .5倍 で あ る こ とは機械 工 業 が高度 成 長の 支 え とな って い る こ とを

証 明 して い る。 輸出 面か ら見 て もその 伸長 は 目覚 し く,昭 和43年 度 は57億 ドルで10年 前 の8倍

の伸 び を示 して い る。 そ して,最 近 で は機械 出荷 は ア メ リカに次 ぎ世界2位 の 座 を占 めるに至っている
。

●

2.2わ が 国 に お け る機 械工 業 の構 造

機械 工業 は 電気 機械,輸 出機 械 精 密 機械,一 般 機械 等 か ら構成 され る工 業 で あ り
,ラ ジオ,テ レ

ビ,ミ シ ン,カ メ ラ
,自 動 車等 の軽 機械 類 と,産 業 機械,航 空 機,船 舶,農 業 機 械等 の重 機 械 類 に大

別 され る。

昭和43年 度 にお け る わが 国機械 工 業 の生 産 構成 比 は 図2-2-1に 示 す よ うに 輸送 機 械38%

電 気機械32%,一 般 機械26%,精 密 機 械4%と な って い る。 こClO年 間 の 伸び は 電 気機 械 が9

倍 で最 も高 く,輸 送 機械 の6倍,一 般機 械 の6倍,精 密 機械 の4倍 とな ってい る。 この 中 で特 に テ レ

ビ,ス テ レオ,乗 用車 等 の 耐 久 消費材 の 伸 び が著 し く高 く
,消 費 水準 の向 上 とメ ーカ の巧 み な購買 意

欲 の 喚起 に よ り耐 久消 費材 の消 耗 回 転率 を非 常 に速 く してい る。 最近 で は一 つの 製 品 を10年 も持 た

せ よ うと考 え る消 費者 は ほ とん どな くな り
,靴 や 雨傘 と同様 に耐久 消費 財 を消 耗品 と同 じ感 覚 で取 扱

ってい る。

一方 輸出 面 で は
,こ の10年 間 に 電 気機 械18倍,一 般 機械9倍,輸 送 用機 械6倍,精 密 機 械6倍

の 伸 び とな って い る。
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従 来 か らわが 国の 機 械 工業 の特 質 として労 働 集約 型 の 軽機 械 掘 と船 舶 が強 く,重 機械 類 に 弱 い面 を

もって い た。 しか し,今 日の よ うに わ が 国の機械 工 業 枯 目 覚 し い発 展 を遂 げ た わ けは,軽 機械 類等

の工 業 で は高度 の技 術 を要 さない と され て いた,こ れ らの 分野 で 工業 化 が著 し く進 ん だ とい う事実 に

よ り証 明 され よ う。 則 ち,そ れは 軽 機械 類等 の 工 業 の シ ス テム 化,自 動 化 省 力 化 に対 す る技術進 歩

に よ る もの であ る。 重 化 学 工 業は,比 較 的早 くか ら この 方面 で高 い技 術 水準 に達 してい る。 ア メ リカ,

イギ リス,西 ドイ ツ等 の 先 進 国 には い まだ大 きな差 があ る と して も,わ が国機 械 工 業 全体 の工 業 化率

は年 々速 い テ ンポ で 向 上 して い る。

また,わ が国 の工 業 の 特質 と して 素材 部 門 の出 荷率 が高 く,加 工 部 門 や組 立 部 門の 出荷 率 が 比較 的

低 い傾 向 に あ るが,こ の 傾 向 も工 業 化 の進 展 に と もな って 改善 されて こよ う。 労 働 生産 性で は,ア メ

リカ に比べ て素 材,加 工 組 立各 部 門 と も,い まだ か な り劣 ってお り,特 に 加 工 部門 の生産 性 は アメ

リカの3分 の]程 度 であ る。
%40
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圏 昭和33年 度生産

口 昭和・3鞭 生産

電 輸 精 一
気 送 密 般
機 機 機 機
械 械 械 械

図2-2-1わ が国機械工業の生産構成比

2.3中 堅機 械工 業 の現 状

中堅企業とはダ大企業 と中小企業の中間に存在する企業で,総 合的な力の面で中位にある企業を指

す。一般に大企業や中小企業の定義は法律でなされてお り,従 業員数や資本金 とい う尺度を用いて表

現しているので,そ の定義が明確でない中堅企業をここでは同じ尺度を用いて,資 本金5千 万円～5

億円,従 業員500人 ～1.000人 程度の企業と想定する。

また,機 械工業は広義には製造工業全般 という把え方をなされている妨 狭義では工作機械工業を

指す場合 もある。ここでは広義に解釈して電気機械 輸送機械,精 密機械等の工業 も含めて取上げる

が,こ れ らのうち省力化,自 動化が期待 される分野の一つを選んで,3章 では意思決定機構のモデル

化を行なう。

ここで中堅機械工業をとりあげた理由は,

① 標準化がある程度達せ られていること。
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② 自動 化 に対 す る姿勢 を打 出す 環 境 があ るこ と。

③ 今 後 と も高 度 の 発 展 が予 想 さ れ る こと。

④ 需 要 の 変化 に即 応 して シ ステ ムを速 く変 え られ る こと。

⑤ 加 工,組 立 な どの一 連 の サ ブシ ステ ムが 揃 って い るこ と。

な どの 条 件 を そな え てい るた めで あ る。

中 堅 機械 工 業 を と らえ る場 合 に は,そ の前 提 条 件で あ る環 境 を分 析 ・評 価 す るこ とか ら始 めな け れ

ば な らな い。 特 に 日本 が置 か れ た環 境か ら考 えた 場 合 その必 要 性 は高 い。 中 堅 企業 に は,大 企業 や

関連 企 業 との関 係 か ら2つ の タ イプが あ る。1っ は,独 自の専 門 分野 を独 自 の体 質 に合せ て生 産 販売

活動 す る タイ プで,自 力 に よ り資 本 調達 が可 能 な規模 なの で,個 人同族 会社 と して の性格 が強 い。 も

う一 つ は,大 企 業 に 直結 す る分野 で 大企 業 の生 産販 売 に従 属的 に適 応 させ な けれ ばな らな い タ イ プで,

大 企業 の 別 会社 また は系 列 会 社 的傾 向 が強 い。前 者 の タ イ プはあ る面 で大 企業 と非 競合 的な 量 的補充

関係 に立 つ が,別 の面 で は製 品 の多 様 化 と技 術 水 準の 向 上に よ って 競争 関係 に あ る。 また,後 者の タ

イ プは中 堅企 業 の2重 構 造 を背負 った典 型 的 な例 で,大 企 業 の ク ッ シ ョン的 な役割 を負 わ され てい る。

この ため,複 数 の大 企 業 の 下請 とな ってい る場 合 は,資 本金 生 産,販 売,技 術等 の あ らゆ る面で 企

業 系列 下 での 締 めつ け が きび しい。

ここで 中堅 機 械工 業 の 特質 を と りあ げて み よ う。

① 従 属 性 の問題

前 記 後者 の タイ プで 特 定 の系 列 親企 業 と と もに栄 え発展 して きた こ とに起因 す る。 具 体 的 には 設

備投 資,製 品 企画 生 産 販 売 生 産活 動 技術 開 発,資 金 会 計 の各 面 での 従属 性 があ る。

② 後進 性 の 問題

人間 組 織,生 産 設 備 管 理 等 の面 で の後 進 性 が あ る。

③ 現 実 指 向 性 の問 題

コ ス ト,時 間 を 無視 して量 を 確 保 し よ うとし た り,現 実 に即 応 す るの が精一 杯 で資 金繰 りや 協業

化 な どで未 来 指 向 の立 場 が と りに くい とい った現 象 が あ る。

最近 の工 業統 計 に よれ ばi中 堅 企業 は従 業 員鈎 出 荷 額 付 加 価 値 額 で10年 前 よ り機 械 工 業 での'

比 率 を高 めてい る。 しか し,大 企業 との労 働生 産 性の比 較 で は,そ の7割 程度 に しか達 し てい な い。

ここで機械 工 業 の各 分野 で 中 堅 企 業 が どの よ うな役 割 を果 して い るか とい う問 題 を考 察 し てみ よ う。

電気 機 械 で は,商 品 の ライ フ ・サ イ クルが 短 かい た め需 要の 変 動 が はげ しい。 このた め製 品 の取 扱

いに つい て は,変 化 に迅 速 に対応 で きる中堅 企業 が 部 分的 あ るい は全 部の生 産 を相 当 し,そ れ を大 企

業 が自社 の ブラ ン ドで販 売 す る とい うケ ー スが多 い。 この よ うな 分 野 で中 堅企 業 は高 い生 産 性 をあ げ

てい る。 特 に音 響機 械 は 中 堅 企業 が3割 とい う高 い シ ェアを 占め てい る。 こ れは 消費者 の嗜 好 に重 点

が置 かち 商 品 が 多様 化 して い る もの の高 度 な技 術 が必 要 なた め で,大 企業 中小企 業 を寄 せ つ けな

い 存在 とな って い る。

輸送 機 械 では,生 産 規 模 と生 産 量 の面 で大型 化 が必 要で あ り,自 動 化 量 産 化 を行 な え る大 企 業 が

シ ェ アの70%を 独 占 して い る。 しか し 自動 車 部 品 にっい ては多 様化 を反 映 して多 種 の ユニ ッ トを生
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産 す る必要 があ るこ とか ら,こ の面 で は中 堅 企 業 が大 企業 に追随 して い る。

精 密機 械 で は,中 小 企 業 の出 荷 シ ェア が高 く,今 日まで この傾 向 が続 い て い る。 しか し,計 測機 は

企 業 規模 に ょ り生産 性の格 差 を ほ とん ど認 め な い。

一般 機 械 は
,客 注 の用 途 に応 じ多種,多 様 な設 備 を生 産す る典 型 的 な多品 種小 量 の 受 注生 産 であ る。

化 学機 械,工 作 機 械 をは じめ,食 料 品 加 工 機械,木 工機 械,印 刷機械,プ ラ スチ ック機 械 等 で は 中堅

企 業 が大 企業 並み カ㍉ そ れ 以 上の生 産 性 を あ げて い る。 労 働生 産 性 で は機械 工 業 の うち で一 際 高い。

2.4中 堅機械工業の展望 と問題 点

国際 的 な経 営 能力,需 要 の高 度 化,多 様 化 に即 応 で き る管理 体 制 をつ くりあ げ る こ と,労 働 不 足 を

技 術 開発 力 で補 うた め省 力 化,省 脳 化 をす す め る こ と等 が緊急 に要 請 され る ことか ら,機 械工 業 にお

け る企 業 は,総 合 的な組 織 力 と業 界 の 協 調体 制 の 強 化 に迫 られ てい る。 中 堅機 械 工 業 にあ って も,独

自の技 術 開発 力 で企 業 の運 営管 理 の 効率 化 を図 らな け れ ばな らない し,国 家の 関係 機関 お よび 業界 と

の連 繋 も密 に して活 動 しや す い環 境 づ く りを 行な わな けれ ば な らない 。 そ こで これ らの問 題 を次 の 観

点 か ら考 察 して み よ う。

・ 総 合 的 な企業 力 の強 化

・ 資 金 調達 力 の強 化

・ 技 術 開発 の必 要性

・ 需要 の変 化 に対 す る即 応 性

・ シ ステ ム的管 理体 制 の 確 立

・ 省 力 化 首脳 化機 械 の 普 及

① 総 合 的企 業力 の強 化

国際 化の進 展 に と もない,今 後 国 際 競争 力 は ます ます 激 し くな って行 く もの と思 われ る。 これ ら

の問 題 は,販 売価格 や生 産 コス トだ けで な く,技 術 力,市 場 開発 力,資 金 力,経 営 管 理 力等 の総合

的な企 業 能 力 が必 要 とされ る。 そ して今 後 は,外 国 企 業の 流 入 を受 止 め るだ け で な く,新 規 市 場 の

獲 得 に,労 働 力の 確保 に海 外へ の 積極 的 な進 出 が期 待 され る。 また,国 の 機 関あ るい は業 界 に協力

し て環境 の整 備 を行 な うこ と も要 求 さ れ る。 業 界 の体 質 を強 化す るに は協 業 化,協 同 化,新 しい産

業 へ の再 編 成等 が 必要 で あ り,販 売 シ ステ ム,流 通 シ ステ ムの総 合 化 が必要 で あ る。

一方 社 会 的 な要 請 として は
,都 市 過密 の 問 題 そ の他 公 害 の 問題 が あ り,早 期 解決 が必要 で あ る。

② 資金 調 達 力 の強 化'

中 堅企 業 は大 企業 の よ うに 巨大 な資本 力 は ない し,中 小 企業 の よ うに 国家 か らの 援助 費 金 もな く,

金 融 市場 で の 信用 もそれ 程 厚 くない 等 苦 しい立 場 に置 か れて い る。

この よ うな状 況 の中 で,生 産 は設 備 や労 働 力 中心 の シ ステム か ら情 報 中 心 の シ ステ ム に 移 り変 っ

て行 く傾 向に あ り,設 備投 資の 資 金 需要 はふ え る もの の,そ れ らは情 報 管理 の た めの 資金 に置 き換

え られ て行 くであ ろ う。 しか し,最 近 の要 請 事 項 で あ る省 力化,省 脳 低 公害 防止,安 全 関連 等の

ゆ
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面 か らは 設備 投 資 が大 巾 に増 大 す るで あ ろ う。 また,運 転資 金 は単体 管理 シ ステム か ら,総 合 管理

シ ステ ム に移 行 して行 くため,固 定 資産 の比率 が低 くな り
,こ の ため技 術開 発費 や管 理費 の 比率 が

高 くな るであ ろ う。

③ 技 術 開発 の必 要 性

わ が国 の機械 工 業 は,汎 用 機 で は 高 い技 術 水 準を あ げて い るカS専 用機 では ま だ十 分 な技 術 水 準

に達 してい ない。 ま た,改 良 技 術 で は か な りの水 準 に達 し てい るが 新製 品 開発 の 技術 で は立 遅 れ

て い る。 この よ うな状 況 か らみ て 今 後 は,模 倣 技 術 か ら 自主 開発技 術へ と移 行 して い く必 要 が あ る。

大企 業 は多 額 の 研究 開発 資金 を投 じて,多 くの研 究者 と研 究設 備 によ り技 術 開発 を進 めて い る 妨

中堅 以 下の企業 では,こ のよ うな大 きな プ ロジ ェ ク トの研 究 開発 は,不 可 能 に近 い。 そ の よ うな意

味か ら,中 堅企 業 で は関 連技 術 を有 す るい くつ か の 企業 が 共 同 して研究 を行 な うか,中 堅 企業 の も

つ 機 動性 を有利 に活用 で き る技 術 開 発 を行 な うべ きで あ る。 中 堅企 業で も今 後は
,総 合 的 な企 業 力

が要請 され るこ とか ら需 要 の多 様 化,産 業 の システム化 に対処 で き る技術 開 発 も
,当 然 大 きな問 題 と

して取 上げ る必 要 が あ ろ う。

④ 需要 の 変化 に対 す る即応 性

経 済 社 会 の進 展 に と もない,需 要 構造 は高 度 化 複 雑 化 し て行 く。 今 後 は商品 の 多様 化 は ます ま

す進 み,し か も大量生 産 の要請 も満 た す方 向 に進 まな ければ な らない。 そ こで 「物 を造 」 って それ

を売 る こ とか ら 「売 れ る物 」 を造 る方 向 に進 む た めに情 報 管理 の 確立 が重 要 にな って い る。 則 ち,

重 要 サ イ ドの細 かい要 請 に応 え る商 品 を早期 に造 る必 要性 に 迫 られてい る。 もち ろん,ア フ タ ・サ

ー ビス も顧 客 を持 続 させ るた め に ます ま す必 要 に な
って くる。 この よ うな オ ーダ ・エ ン トリー の シ

ステム を確 立 す るた め には,頭 脳 集 約 と もい うべ き産 業 の情 報化 ,シ ステム化 に総 力 を結 集 しての ぞ

むべ きであ る。

⑤ シ ステム 的管 理体 制 の 確立

効果 的 な経 営 管理 を行 な うた め に シ ステ ム的 な 「物 の 見方 」,「 シ ステム 的 な物 の 管 理 の仕 方 」

が重 要 視 され るよ うに な った。 則 ち,ユ ー ザに密 着 した情 報 を集 約 化 し
,高 加工度 化 す るた めに は

多 くの技術 や,設 備 を機能 的 に組 合 せ て組 織力 を フルに発 揮 しな ければ な らな い。 この 体 制 を作 り

あ げ るの が シ ステ ム技 術力 で あ る。 シス テ ム的 管 理 体制 を確立 す るには,次 の よ うな問 題 を解決 し

てお か な け れば な らな い。

1)情 報 と行 動のInputOutputを 明 確 に す る こ と 。

2)目 標 を 明確 にす るこ と。

3)フ ィー ドバ ック機 能 を明 確 に す る こ と。

4)「 物 の 流れ 」 と 「情 報 の流れ 」 を秘 接 に 関連 させ る こ と。

5)管 理 基準 の一 元 化 と多 様 化に 対処 で き る こ と。

⑥ 省 力 化 省 脳 化機械 の普 及

労 働 力 の不足,特 に若 年 労働 者 お よび技 能労 働 者 の不足 は,最 近 ます ます深 刻化 して お り,わ

が 国機 械 工業 の成 長 に悪影 響 を及 ぼ し てい る。 また,別 の面 で企 業 の総 合力 強 化 とい う観点 か ら,
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シ ステ ム化 が さけ ばれ て い る坑 シ ステム 化 を助 け,こ れ らの問 題 に対 処 す る手段 として省 力 化,

省脳 化 が大 き く取 上 げ られ るよ うに な った。 この よ うに省 力化 省 脳化 は 自動 化 高 速化 と と もに

技術 革 新 お よ び シ ステ ム化 を助 け る大 きな要 素 とな ってい る。省 力 化 省 脳化 を進 め る前 段 階 と し

て行 な うべ きこ とに シ ス テム の標準 化 レベル 化 ブ ロ ッ ク化 の 問 題が あ る。 標準 化は大 別 して,

① 製 品ρ 部品 ユ ニ ッ トの標 準化

② 作 業 機械 操作,品 質,原 価 お よ び統 計,研 究開 発,事 務,経 営 等の 管理 の 標準 化

③ 企 業 環境 の標 準 化.

な ど が考 え られ る。 また,レ ベル化 は 標準 化 の段 階に応 じて 自動 化 省力 化 を進 め る もの と して意

味 があ る。 さ らに,ブ ロ ック化は シ ステ ムの機 能 を選 択 して,シ ステムの 汎用 性,有 用 性 を高 める

うえ で省 力 化 機械,省 脳化 機械 の 分 担 を は っ き りさせ るの に重 要 で あ る。

これ まで,専 用 大 量生 産 ライ ンは大 企 業 の もので あ り,汎 用 少量 生 産 ライ ンは 中堅企 業 以下 の もの

と され て い たカ～ 最 近 で は,量 産 は専用 機 ラ イン,非 量産 はNC等 に よ る汎用 機 ライ ンとい うよ うlg

は っ・き りと区 分 がで きな くな って きて い るの で,今 後 は これ らの 区 別は され ず に それ らの 仕事 の性質

に よ り多 種 多 様 な生 産 ライ ンが 生 まれ て くるで あ ろ う。 その 中 で汎 用 中量生 産 の省 力 化 ライ ンカ～ か

な り普及 して こよ う。

φ

頃
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3. モ デ ル の 概 要

3.1モ デ ル 化 の 狙 い

本 研 究 は生 産会 社 のPlanningMISを モ デ ル 化 す る もので あ る。Planningは 前 年度

研 究 テ ーマ ζ して取上 げ た 「中 堅 機 械工 業 にお け る生 産管 理 シス テ ム ・モ デル」 がoperatingな

シ ステ ムを 目指 し たの に対 応 す る。 他 の言 葉 でい えば,生 産 を中心 とした関連 あ る,多 くの経 営 問題

に 対 して意 思 決 定 を行 な うMISを 解 析 す る もので あ る とい って もよい。 申 す まで もな く,生 産会 社

で は 物 を生 産 し販売 す る こ とか らい ろい ろ な面 で の意 思決 定 が 必 要で あ る。則 ち,経 営 の ため に多 く

の 意 思 決定 が 必 要 とな る。 モ デル化 の狙い は この メ カニ ズ ム と働 き とを 明 らか に し,そ れ を操 作で き

るよ うにす る こ とで あ る と考 え る。

その た め に理 解 してお く必要 のあ る事項 として は 次 のい くっか の項 目が 考 え られ る。

第1に,生 産 会 社で の意思 決 定 の 構造 は ど うな ってい るか,

第2に,生 産会 社 の意 思 決 定 に どんな 特 徴が あ るの か,

第3に,何 の ため に意 思 決 定 を行 な うのか,

第4に,意 志 決 定 に よ って ど うい うこ とが 起 こ るの か,

第5に,意 志決 定 に よ って何 を期 待 す るのか

な どが あ げ られ よ う。 これ らを 明 らか にす るこ とが,モ デ ル化 の狙い で あ る とい って も よい 。 その

各 々に っい て 以 降簡 単 に 論 じて み よ う。

3.1.1生 産会 社 で の 意 思 決 定の 構造

生 産 会社 の特 徴 は 物 を集 め,生 産 す る と ころに あ る。 しか も,そ の間 に適 正 な利益 を得 る こ とにあ

る。 従 って,生 産会 社のPlanningMISの 特 徴 に は利 益 計 画 と広い 意 味 の生 産 計画 とが 中枢 的

な 意義 を もっ。 この詳 細 は モ デ ルの特 徴 で触 れ る こ とにす る。

さて,生 産会 社 の 意 思 決定 の 構造 で あ るが,こ れ には 大 きく1分け て,3つ の局 面 とい くつ か の サ ブ

シス デ ム(こ こで は9つ)を 考 え る こ とがで きる。 そ れは 図3-1-1に 示 す よ うに 問題 発見 的 な局

面 と目 的設 定的 局 面 そ れ に問 題解 決 的 局面 で あ る。 これ らを行 とす れ ば,列 の系統 で あ る。 サ ブ シス

テム には9つ の 計画 機 能 が あ る。 す なわ ち,利 益 計 画,資 金 計 画,販 売計 画,需 要計 画,新 製 品 開発

計 画,生 産 計 画,設 備 計 画,要 員 計 画,原 材 料計 画,な どで あ る。 もち ろん,こ れは 一例 で あ って実

際 の シス テ ムは これ に限 定 され ない 。 この中 には 各 々 機能 の連繋 作用 にお い て ウエ イ トが ちが う もの

がい くつ か あ る。 と くに,利 益 計画 お よび 資金 計画 は すべ ての サ ブ ・システ ムに 直接 また は間 接 的 に ・

関連 す る。 い つ れ に して も,こ の 行 の局 面 と列 の サ ブ シス テ ム とが な す マ トリッ クスの 中 に経 営 シス

テ ムは 一 応 収め る こ とが で き る。 中 には 問題 発 見 的 な局 面で,と くに 重要 な意 味を もつ もの もあ り,

中 には,す べ て の面 で型 をか えて 意 思決 定 を求 め てい る もの もあ る。

も う一 つ の意 思 定 の 構造 の 中で 時 間 ま たは 内容 と関 連 して,系 統 的に把 えた考 え方 に 図3-1-2
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の よ うな見方 もあ る。 これ は 意思 決 定 廻 程 にお け る各

サ ブ機能 が どの よ うな関連 を もっ てい るか を示 す フロ

ーで あ る
。 この 意思 決 定 構造 の例 は 生 産 で のパ ター ン

で あ るが 販売 に つい て も フロ ーの うち,生 産 の ところ

を販 売 と置 き換 えれ ば,販 売 の パ ター ンに な る。 この

各 々 の段 階,例 えば,戦 略 とか,戦 術 の段 階で い ろい

ろな意 思決 定 が な され る。

従 って,商 事 会社 な どに較 べ て生 産 会 社 は 物 をつ く

って 売 るとい う面で よ り多 くの ちが っ た次元 で の意思

決 定 が な され るこ とに な ろ う。

3.1.2生 産会 社で の意 思 決 定 の特 徴

前 に も述べ'たとお り,生 産会 社で のPlanning図3-1-2意 思 決 定 構造 の例2

MISの 特徴 に は利 益 計画 と広い 意味 で の生 産計 画 とが中 枢 的で あ るとい っ て き たが,こ れ を算 式 を

中心 に述べ てみ よ う。

売 上 高=総 費用 十計 画利 益

の中で,計 画 利益 か ら売 上 高 目標 が 追 及 され る。

一 方
,生 産計 画は

生 産 高 一売 上高+期 末 在 庫 一期 首 在 庫

の 中で 決 め られ る。 これ は 在庫 計 画 の在 り方(在 庫方 針)と 絡 み 合せ て,売 上 高 目 標 か ら生 産計 画が

た て られ る とい う考 え方 であ る。

これ に 対 して,利 益 計 画 で は ＼

利 益 一売 上 高 一総費 用

か ら売上 の増大 とと もに 費用 の削 減 が追 及 され よ う。

売 上高 をいか に 決 め るか とい う問 題 は,利 益 計 画 と生産 計画 とを関 連 させ なが ら決定 され て 行 く。

ま た,利 益 目標 を決 め て 販売 計 画,生 産 計画 を たて る逆 の ロジ ック もあ る。 そ の他 の 計画 は付 随 的 に,

また は,派 生 的 に意思 決 定 され て行 く。

利益 計 画 と生 産 計 画 とは中 枢 的 な 意義 を もつ とのべ たが,そ の 前提 として需 要 計画 があ る。 本 来,

需 要 計 画が あ って,売 上 高が 決 め られ るのが 本筋 で あ る。 この見 方 の相 違 はマ クロ と若 干 ミク ロ的 な

ア プ ロー チの見 方 の差 であ る と思 わ れ る。

いつ れに せ よ,生 産 会社 で の 意思 決 定 の特 徴は 利益 計 画 と生 産計 画 とを中心 に 展 開 され て 行 くと こ

ろに あ る。

意思 決 定 の中 心は この2つ で あ り,そ の重 要 性 は一 際高 い。

3.1.3意 思 決 定の 目的

何 のた め に意思 決 定 を行 な うのか,こ れが 次 の 課題 で あ る。 ここで は具 体 的 に 新製 品の 開発 を 採 り

下げ てみ よ う。 新製 品は 何 の た めに 開 発 す るか とい えば,お そ ら くい くっ か の目 的が 考 え られ る。 例
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えば,需 要予測 の 結 果,売 れ そ うだ か ら とい うの もあ ろ う。 あ る原 理 を発 見 したの で,応 用 した の だ

とい う考 え方 もあ ろ う。 これ だ け の開 発 を しなけれ ば,会 社 は 自然 淘 汰 され て しま う とい うこ と もあ

ろ う。 もっと単 純 に儲 か るか らだ とい うの もあろ う。 この よ うに,い ろ い ろ な 目的 が考 え られ るが し

か し,よ り根 源的 に は抽 象 的 な表 現で あ るが,収 益 性,利 益 最大 化,安 定性,市 場 占拠 率 を確 保 す る

ことが 究極 の 目 的で あ る と考 えて よい 。 そ し て,さ らに,何 故,収 益 性 を求 め るの か と追及 して行 け

ば,恐 らく,2つ か,3つ の 目的 に集 約 され よ う。 例 えば,企 業 の存 続 と発展 とか,働 く人 の幸 福 とか,

社会 の発展へ の貢献 とかい う よ うに。

何 の た めに意 思決 定 を行 な うか とい えば,こ の よ うな企 業 目的 に 合 う内容 を 求 め て意思 決 定 を行 な

うこ とに 最終 的 には 帰 して し ま う。 もう一 つ意思 決 定 にっ い て 内 容を 考 え ない で,抽 出 してみ る と,

意思 決 定 を行 な うこ とに よ って,目 的 を 達成 で きるか,目 的 の達成 に 近づ け るか,い つ れ かが可 能 に

な る と もい え よ う。 別 の表 現 を借 りれ ば,意 思 決定 は 目 的 を達成 す る ため にあ る とい って もよい 。

PlanningMISと は 正 し くこの こ とで あ り,シ ス テム の 目的 とは この よ うな こ とを明 らかに

す る ことにあ る。 ・

3.1.4意 思決 定 の 結 果

意思 決 定 をす る こ とに よ り ど うい うこ とが 起 るのか,モ デル か 化 に 当 って こ の点 を 明 らか に し よ う。

一 つの 意思 決 定は 情 報 とな
って,別 の意思 決 定 を呼 び起 こす か,あ るい は 目 的を達 成 す る ための 行

動 に繋 って行 く。

こ うした連続 がい わ ゆ るMISで あ ると考 え られ る。 行 動 の結 果 が フィー ド ・バ ック され る と,そ

れが また次 の意 思決 定 の 情報 とな って行 く。 この意 思 決 定 の連続 の中 で,ど の よ うな手順 で どの よ う

な関 係に な って い るのか,そ して,ど の程度 大 きな影 響 を与 えて い るのか,そ の結 果,最 終 的 には 全

体 と して シス テムが ど の よ うに動 くの か,そ の過 程で 発 見 され る制約 条 件 に どん な ものが あ るの か,

こ うした メカニ ズ ム を判 然 させ る こ とが モデ ル化 の狙 い の 一つ とい え る。

3.1.5意 思 決 定へ の 期 待

意思 決定 に よ って何 を期 待す る のか が この 節 の論点 であ る。 意 思決 定 は3.1.3.節 で 述べ た よ うに,

企 業 目的 の達成 の た めに行 な うもの で あ る。 その た め には意 思 決 定 の た め の情 報 を どの よ うに収 集 し,

どの よ うに計画 とし てま とめ,目 的達 成 のた め に どの よ うな手段 を選 ぶか,意 思 決 定 の結 果 をい か に

評 価 す るか とい う一 連 の シス テム 手順 を踏 む こ とが必 要 であ る。 そ れ は別 の言 葉 で い えば,企 業 シ ス

テ ムを いか に 目的 に 適 合す る よ うに コン トロール す るか とい うこ とであ る。

意 思決 定機 構へ の期 待 は 企 業 システ ム の コ ン トロー ル をい かに っ く りあげ るか とい うこ とで あ ろ う。

全 体の コ ン トロー ル の メ カ ニズ ムをモデ ル化 するこ とが シス テ ム の 目的で あ る と考 え る。

以上 の諸点 を この研 究で は 追及 して 行 く。 この よ うな意 思決 定過 程 が 明 らか に なれ ば,経 営者 を始

め 管理者 は企 業 シス テ ム を よ り合理 的 に操 縦 す るこ とが で きよ う。

概 して生 産会 社 は 生 産物 や それ をつ くり上 げ る設備 な ど有 限 的物 理 的 な 物 を基礎 に してお り,実 体

が具 現 す るが,そ れ と情 報 ま たは 人間 との結 び つ きは きわ めて複 雑 で む つ か しい。 つま り,そ れ だ け

企 業 シス テ ムの操 縦 は 困難 だ ともい え る。 この よ うな問題 が一 歩で も解 決 に 近づ け ば,こ の研 究は 一
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つ の成 果 をあ げ た と もい って よいで あ ろ う。

3.2モ デ ル の特 徴

こ の意 思 決 定 モ デ ルは,生 産 の システ ム,な い しは生 産 管理 の シス テム にお け るPlanning

MISを,意 思 決定 過 程 を含 む情 報処 理体 系 とし て と らえよ うと試み た もので あ る。

意 思決 定 とは,本 来 個 人が 行 な う もので あ り,そ の 限 りにお い て モデ ル化 す るこ とはで きない もの

で あ る。 「決 定 と責 任 は 常に 個 人 に あ る」 とス ロー ン氏(1)はい ってい る。 スP－ シ氏 は,「 組 織 は 決

定 を行 な わな い。 そ の機 能は,設 定 され た基準 に もとつ い て一 つの枠 を与 え る こ とで あ り,そ の枠 内

で 秩 序正 しい 方 法で 決 定 が下 され るよ うにす るこ とで あ る。 決 定 を行 ない,そ れ に対 す る責 任 を負 う

のは 各 個人 で あ る。」 と,そ の著書(2)の なか で述べ てい るが,こ の言 葉 には 重 みが あ り説 得力 が あ る。

ス ロー ン氏 は 偉大 な成 功 者 で あ るが,成 功 の 要因 は な にか,に っ い て次 の よ うに述べ てい る。 「なぜ

あ る経 営は成 効 し,あ る経 営 は成 功 しない か を述べ るこ とは む ず か しい。成 功 や失 敗 の原 因は,根 深

い と ころに あ り,ま た 複雑 で あ る。 そ して チ ャン スが 一 つ の役 割 を演 ず る。 しか し,私 は 経験 に よっ

て次 の よ うに確 信 す るに至 った。 事 業 の責 任者 に と って2つ の 重 要な 要因 は,モ チベ ー シ ョン と機会

で あ る とい う こ とだ。 」 「各種 の責 任 を分 類 し,最 善 の方法 で これ らの責 任 を課す の に,は っ き り し

た手 っ と り早 い 規 則 は ない。 会 社 の責任 と事 業 部 の責 任 との間 の バ ラ ンスは,決 定 され る事 項,当 時

の環 境,過 去 の経 験,関 係 す る経 営 者 の気質 や手腕 に よ って変化 す るのだ 。 」 この言 葉は,意 思 決定

に ついて の,少 くと も経 営 を 行 な う上で の意 思 決 定 に つい ての 基本 的 な特 質 に つい て触 れ てい る もの

で あ る。 ・

わ れわ れ の モ デルは,こ の よ うに 高度 で 複雑 な 問題 を取 り扱 か う もので は ない 。 一般 に よ く知 られ

た概 念 として,意 思 決 定 を,

(1>Progra㎜edDecision

(2}Non-programmedDecision

の2つ の タイ プに分 けて 考 え よ う とい う説が あ る。 実 際 には この2つ の タ イプの 間 には厳 密 な境 界が

あ るので は な く,こ れ らを両 端 に もっ スペ ク トル ・バ ン ドを形成 す るのだ と理 解 され てい る。 われ わ

れ にで き るこ とが少 しで もあ るとす れば,そ れ は,ω の局 面 か らアプ ロー チ を して問 題 の 構造 を可 能

な 限 り明確 化 し,暖 味 な 問題 意 識 の世 界 に秩 序 を与 え,構 造 化に よ っ てそ の解 決 の プ ロセ ス を模索 す

るこ とで あ る。

しか し人間 の英 知 は この20世 紀 後半 にお い て ひ とっの 新 しい 次元 を開拓 しつ つ あ る。( ,れについ

て ・ 。 レス ター氏(3)は,「 雛 は,離 陸 え られ 棚 人的技術 か らその根 底を なす 原理 髄 や科学 ・

に 基づ く専 問 的知 識へ と移 りっっ あ る。 」(4)とい ってい る。 そ して,「 将 来 の経 営 者 に とって の難 問

注{DALFREDP・SLOAN,Jr.1918年GMに 入社,1956年 引退,1966年 亡

(2}文 献1,「GMと と もに」A.P・ ス ロー ンJr・ 著 田 中 他共 訳,ダ イ ア モ ン ド社

(4)JAYW・FORRESTER:MIT教 授,イ ン ダ ス トリアル ・ダ イ ナ ミク ス提 唱者

㈲ 文献2「 イ ンダ ス トリアル ・ダ イナ ミクス」J.W.フ ォ レス タ 一著j石 田他 共 訳 紀 伊 国

屋 書 店
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は,改 善 され た企 業 を設計 す る こ とで あ る。 これ を 実行 す るた めに,経 営 者 は,き ま りき った意思 決

定 や短 期 的 戦術 よ り も,戦 略に 関 す る重大 な意思 決 定 に よ り専 念 すべ きで あ る。 彼 は,重 要度 の 低い

定 型 的 な意思 決 定 を政 策 の支 配 下 にお くこ とに よ って,そ れ か ら手 を引 くべ きで あ り,そ うす る こ と

に よっ て こそ,マ ネ ジ メ ン トの 未 開拓分 野 を探 求 す る余 裕 が生 まれ るので あ る。 」 と主 張 してい る。

現代 は 変 化 し っっ あ る時代 とい うよ りは激 し く揺 れ動 い てい る時代 で あ る とい っ た方 が よい で あろ

う。 そ の為 で あ る とす れ ば経 営 者 の関 心 は現 在 の変 動 にの み 向け られ勝 ちで あ る。 と くに 中 堅企 業 に

とって この 変動 は よ り身 近 な もの に感 じ られ るで あ ろ う。 た ∫幸 い な こ とに は,中 堅 企 業 こそ現 在 の

地 位 がい か に して 達成 しえた もの で あ るか とい うこ とを十 分 よ く認識 で き る立場 に あ る とい うこ とで

あ る。 中 堅 企業 の経 営者,管 理 者 に とって 必要 とされ るこ とは,急 激 に成 長 しふ くれ あが った現 在 の

経 営 を,い か に効率 よ く維持 し,更 に 明 日へ の展 開 をい かに 考 え るか,と い うこ とで は ない か と思 う。

ドラ。カ ー氏⑦ は,こ の こ とに つい て,「 お よ そ,企 業 にお け る締 的 な 課題 に は,っ ぎの相 異 な 。

た3っ の次 元 が あ る。

ω 現 在時 の経 営の効 率 を大 き くしな けれ ば な らない。

(2}現 在時 の企 業内 の潜 在 機 会 を発 見 し,実 現 させ なけれ ば な らない 。

(3)現 在 時の企 業 を,事 情 の異 な っ た将 来 に備 え て,つ く りか え なけれ ば な らない 。

この3つ の課題 に は,そ れ ぞれ 相 異 な っ た問い 方 を しなけ れ ば な らない し,そ れ ぞ れ に相 異 な った

ア プロー チ を しな けれ ば な らない 。 また,こ の3っ の課題 か らは,そ れ ぞ れ相 異 な った 結論 が生 まれ

て くる。 それ に もかか わ らず,こ の3っ の課題 は,互 い に切 り離 しえない もの な ので あ る。」(8)と 述
,

べ てい るが,こ れ ら全 体か らい かに 行 動 すべ きか の結 論 を 見出 す必 要が あ る。

このモ デ ルは,こ うした こ と のあ る局 面 にお け る試 み で あ る と解 され たい。 い ろ い ろな面 で,い ろ

い ろ な意 味で 未成 熟 な もので あ る。 本 質 的 には モデ ル化 しえ ない ものを モデ ル とし た とい うよ りは,

は じめに 述べ た よ うに,意 思 決 定過 程 を含 む 情 報処 理 の シス テムで あ る とい うこ とで あ る。 この よう

なモ デ ルは,万 人 向 きの一 般 的 な もの とは な りえない の で あ るが,そ の理 由 はい ま まで の ス ロー ン氏

その他 の引用 で お わ か りい ただ け る と思 うが,だ か ら とい って 特 定な もの とい うこ とで は な く,で き

る限 りの一 般化 は 試み たっ も りで あ る。 まえが きが長 くなっ たが,以 下 この モ デル の特 徴 に つい て説

明 を したい。

3.2.1意 思 決 定 プ ロセ ス の固 定化

意 思決 定 の過 程 には,3つ の フェ イズ を考 え るこ とが で き る,と い う意見 が あ る。 それ は,

ω 目的 を明確 にす るこ と

(2)多 くの可能 な行 動 の しか たを見 出 す こ と

(3)そ れ らの 中 か ら特 定 の行動 を選 び だ す こ と

の 一連 の過 程で あ る。 そ して問題 に よっ ては,こ の中 のll),(2}に ウエ イ トが かsる こ と もあ る し,(2)

PETERFDRUCKERニ ュー ヨ ー ク大 学 教 授1909年 生

文献3「 創造 す る経 営 者」PFド ラ ッカー著,野 田,村 上共 訳 ダ イ アモ ン ド社
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(3)が 検 討 の 中 心 と な る と考 え る こ と も あ る。

こ れ らは,

"Whatistheproblem?" ・ ・

ttWhatisthealternative8?1,

ltWhichalternative8isbest?Tv

とい う言 葉 を対 応 さ せ る こ とが で き る。

わ れ わ れ は こ の3っ の フ エ ィ ズ をは っ き り と プ ロ セ ス で あ る と し て っ か ま え る こ と に し た 。 そ し て,

そ れ ぞ れ に,

(1)問 題 発 見 的 プ ロ セ ス

(2)目 標 設 定 的 プ ロ セ ス

(3)問 題 解 決 的 プ ロ セ ス

とい う名 称 を 与 え る こ とに し た 。 こ れ ら の 相 互 関 係 を 図 示 す る と次 の よ う、に な る。

問 題 発 見 的

プ ロ セ ス

目 標 設 定 的

プ ロ セ ス「

問 題 解 決 的

プ ロ セ ス

図3-2-1意 思 決 定 プ ロセ ス

これ らの プ ロセ スに 前述 の 言葉 を当 ては めて み る と次 の よ うな図 式が で き る
。

output

theproblem?

Go

input

図3--2-2問 題 発 見 プ ロ セ ス

Problem

、and

Object
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last

process.

Problen

Withobject

Setof

alternatives

andmethods.

P「ocess.

●

図3-2-3目 標 設定 的 プ ロセ ス ふ
、

1ast

Process

alternatives

best.

Setof

alte「natives

andmcthods.

of

solution.

GO.

4

図3-2-4問 題 解決 的 プ ロセ ス

これ らの プ ロセ ス をつ な ぐ ものが 意思 決 定で あ る。 そ れ を図 の上 で は デ シ ジ ョン ・ボ ッ クス で示 し

てあ る。 これ らは全 体 と して ひ とっ の意 思 決 定 を あ らわ してい るが,同 時 に それ ぞ れ の プ ロセ スの 内

部で も意思 決定 が行 なわ れて い るこ とを忘 れ ぬ よ うに したい 。 た ぶし それ らは あ らか じめ 定 め られ た

手続 きに よ る限 られ た範 囲で の もので あ る。 あ るひ とっ の方 針が うちだ され て行 動 の しか たが 定 ま る

まで に は,そ れ らWhat?やWhich?を 吟味 して ア ウ トプ ッ トをだ す作 業が 必要 で あ る。 この 作

業は,お そ ら くプ ロジ ェ ク ト・スタッフが 行 な う こ とに な るで あろ う。 そ して そ らの 作 業の 結 果提 案 さ

れ た ア ウ トプ ッ トを検討 して決 定 を下 す のが,ト ップの 仕事 で あ るだ ろ う。

この図 式 に よ って 明 らか に したい こ とは,意 思 決 定 を行 な うのは モデ ルで は な く,あ くまで も個 性

(人 格)で あ る とい うこ とで あ る。 この モ デル は単 に その 構造 を えが きだ してい るに す ぎない。 モ デ
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ルが で きる こ とは,決 定 や判 断 の助 け とな る情報 を提供 す ると と迄 で あ って,決 定 を行 な う方法 や,

ま してそ の結 論 まで を求 め よ う としてい るのでは ない ので あ る。

この モ デル の第1の 特 徴は,こ の 意思決 定 の プ ロセ ス を3っ の段 階 に 分 け て表現 しよ う と試 み た こ

とで あ る。

3.2、2PlanningMIS

－ 経営 の サ イ クル とMlSの タイ プ につ い て一

冒 頭 に,こ の モデ ルはPlanningMISを 取上 げ た もので あ る と述 べ た。 こsで,こ の モ デル

の第2の 特 徴 で あ るPlanningMIS.の 概 念 形成 を してお きたい。

一 般 に経 営活 動 は 図3-2-5の よ うな サ イクル を えが く として理解 されてい る
。

●

,
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rPlan/
SeeDo
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図3-2-5経 営 のサ イ クル

■

この 図 の(A)va示 され る3つ の要 素 は,TQCの 思想 で は⑱ に示 す4つ の 要 素 に拡 張 され て い る。 しか

しこの⑱ の図 はnSee"を 強 調 す る とい うよ り も全 体 の バ ラ ンス を崩 し混乱 させ てい る よ うに思 え る。

それ は,こ の図 に示 され る経 営 の サ イ クルは,あ る動態 の表 現で あっ て,行 動 そ の ものを示 す もので

は ない か らで あ る。 そ こで,こ の 経 営の サ イクル を,情 報 シス テ ム(InformationS'ystem)

としての見 方 か ら,次 の よ うに 表 現 し直 してみ よ う。

(1)Planか らDoへ 至 るプ ロ セ ス

ー 組 織 を通 して フ ォー マル な 情報 の伝 達 を行 な うプ ロセ ス ・

(2)Doか らSeeへ 至 る プロ セ ス`

一 経 営 の不 備 を 補 うノこめ の 臨 機応 変 の情 報 を収集 す るプ ロセ ス

(3)Seeか らPIanへ 至 る プ ロセ ス

ー 経 営 の方 向 を定 め る ため に必 要 と され る情 報 を加 工 し蓄積 す る プロ セ ス

これ らの情報 伝達 プロ セ スは,経 営 を行 うた めに 必要 と され るので あ るか ら,い ず れ もManage-

mentInformationSystemの あ る局 面 を形成 してい る。 そ こで これ らの プロセ スを次 の

よ うに呼ん で み よ う。

ω の プ ロセス:

OperationalInformationSystemま たは,OperationalMIS

(行 動 的情 報 シ ス テ ム)

(2)のプ ロセ ス:＼
、

＼
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ReactiveInformationSystemま た は,ReactiveMIS

(反 応 的 情 報 シ ス テ ム)

{3)の プ ロ セ ス:

PlanningInformationSystemま た は,PlanningMIS

(計 画 的 情 報 シ ス テ ム)

この 個 々 の 名 称 は い か様 に で も考 え られ る と こ ろ で あ る。 と もあ れ こ の モ デ ル は,こ の う ち の(3}の

プ ロ セ ス,予 測 的 で ダ イナ ミック な プ ロ セ ス を 表 現 し よ う と試 み て い る。 そ れ は,Planを お こす た め

の もの とい う よ りは,Plannmgそ の もの と し て 考 え た い プ ロ セ ス で あ る。 そ こでPlanに つ い て

の 情 報 の フ ィ ー ドバ ァ ク経 路 を 考 え て み よ う。 こsで 再 び 図3-
Plan_

2-5を 眺 め,そ の表 現を 借 りて み ると図3-2-6の よ うな 形

が考 え られ る。 っ ま りPlanningSystemに 要求 され るの

は,図3-2-5の よ うな固 定 的 な形 で は な くダ イナ ミックな も

ので あ る。

同 じ よ うな 考 え方は,他 の2つ のPhaseに も適用 され よ う。

しか し他 の2っ のPhaseで は この フ ィー ドバ ック ・ルー プは か

な り固 定 的で あ るし,使 わ れ る情 報(行 動 をお こす ため の情報)

も限定 され て い る。 これ に たい し,Planの た め の情報 は;あ

らゆ る可 能 な限 りの方法 をっ くして 求 め られ る。 か な らず し も企

〃'、 ・、
!lNx __ノ ＼

/、 ＼ ＼
1＼ 、____一,-Do
ll

See∫

＼/
＼/

＼/
＼/

＼!＼ 〉

図3-2-6Planning

Phaseに 至 る3っ の フ ィ

ー ドバ ッ ク経 路

.,

Do

図3-2-7他 の2っ のPhaseに み られ る3っ の フ ィ ー ドバ ッ ク経 路

業 内 部 の情 報だ けには 限 定 され ない 。 む しろ企

業 外 か らえ られ る情 報 に依 存 す る度 合 の 方が 高

い か もしれ ない。Planningシ ス テ ムが ダ

イナ ミックで あ るのは,こ の よ うに 外 部 か らの

情報 を求 め,そ れ に依 存す る度 合 が 高い か らで

あ る。

このPlanningシ ステ ムが 企 業 モデ ル の

よ うな企 業 全体 システ ム の場 合 に は,外 部 か ら

⑯k-一 ー－r/,7'an・)
か

ら

の
情
報

ル
ー
小

の
シ

ス
テ
ム

か
ら
え

ら
れ
る
も

の
)

　

/1、
一_一 ノ ＼＼ノ

/1＼l
l＼

、_._,Do
、
sミミ

///、_1

内 部 の情 報 ル ー ・(そ の システ ム自身 か ら え ら)

れ る もの

図3-2-8Planningシ ステ ムの

た めの 情 報 ルー ト

●
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●

～

●

■

の情 報 ル ー トとは 企 業 外 か らえ られ る情 報 の ルー トの こ とで あ る。 しか しこ 〉で は生 産 管理 の シ ステ

ムに範 囲 を限 定 してい るので,・この ル ー トは他 の システ ム か らの情 報 ル ー トが 主体 に な る。 他 の シス

テ ム とは,販 売 の シ ステ ム とか需 要予 測 の シス テム とかい った,生 産管 理 の シ ステ ム に密 接 に関連 し

てい る シス テム の ことで あ る。

一 般 に
,シ ステ ム の図式 は図3-2-'9の よ うな フィー ドバ ン ク ・ル ープ を含 む 系 として表 現 され

てい る。 これ は よ く知 られ た図式 で あ るが,こ の図で 入 力 と表 記 した ものは こ の シ ステ ムが制 御 し う

るイ ン プ ッ トの こ とで あ り,外 乱 と

表 記 した ものは 制御 不 能 の イ ン プ ッ

トの こ とで あ る。 これ らの 要素 を情

報 シス テ ムでは 外生 変数 とい う。 シ

ステ ムの 範 囲 を外 へ 外へ と広 げ て そ

の 制御 範 囲 を大 き くすれ ば,以 前 に

は(シ ステ ムが 小 さか っ た ときには)

外乱 とみな され て い た もの の因 果 関

入力

外乱
,

フ ィ ー ドバ ッ ク

図3-2-9シ ス テ ム の 図 式

係 が 明確 に な って,は っ き りし た入力 と して定義 で き るよ うに な る。 しか しその 反面,管 理 対象 が 増

え るこ とに よって 新 しい 外乱 を生 み,全 体 として み るとその数 は か え って増 え るこ とに な るか もしれ

ない。 ボ ール デ ィン グ氏が 分類 した よ うに 企業 モデル は最 も複 雑 な 社会 シス テム の ひ とつで あ る。 し

たが って あ ま りその範 囲 を大 き くして制御 系 を複雑 にす るこ とは,モ デル化 す る とい う意 味を な くし

て しま うこ とに な りか ね ない。 外乱 は外乱 として,モ デル の 制御 系 か らは っ き り除い て お く方が,・か

え って モデ ル の効 用 を 高 め る もので あ る。

こ う した 観 点か ら,こ のPlanningMISで は システ ム を9個 の サブ シ ステ ムに 分割 して ま と!

め る こ とに した。 それ らは,,

ω 利益 計 画 サ ブ シ ステ ム

(2)資 金 計 画 サブ シ ステ ム
1

(3)販 売計 画 サブ シ ステ ム

(4)需 要計 画 サブ シ ステ ム

(5)新 製 品開 発 計画 サブ システ ム

(6)生 産計 画 サ ブ シ ステ ム"

(7)設 備 計画 サブ シ ステ ム

(8)要 員 計画 サブ シ ステ ム

⑨ 原材 料 計 画 サ ブ シス テム

で あ る。 これ らの サ ブ シス テムは,そ の名 前だ け か らみ れば,そ の ひ とっ ひ とっが もっ と大 きな シス'

テ ムに 関係 してい るそ の部分 にす ぎない 。 一般 に,こ れ らの サ ブ シス テムは,PlanningMIS

の サブ システ ム とい うよ り,た とえ ば 生 産 の シス テ ム とか販 売 の システ ム とい った観 点で 分類 され

る もので あ る。 しか しこsで は,こ れ らをP1.anningMISの'サ ブ シス テム と考 え るこ とにす る。,
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その 相 互 関係 を図 示 す れ ば,図3-2-10の よ うに な る。

/⌒
SeeD

o

ペ ノ(蹄 ブシステム)
Plan

//製 品計 画 ＼

/＼ 、

そ の 他,計 画

販 売 計 画Plan

、 生産計画 ノ
、!
＼Plan〆!

(c:ゴご
Seeノ

(生 産 サ ブシ ステ ム)

/㍉
＼_See

(販 売サ ブ シス テ ム)

図3-2-10企 業 内 の サ ブ シス テ ム とPlanningMISと の 関係

この モデ ルは,経 営 活 動 をい くっか の活 動 要 素 に分 け,そ れ ぞ れ の活動 要素 を サ ブ シス テ ム として

ま とめ た とき の経 営 の サ イク ル を,PlanningPhaseで 結 合 した もの で あ る。 しか し この図 式

は あ くまで も便 宜 的 な考 え方 で あ って,理 論 とい うよ りは ま とめ の方が 問 題で あ る とい っ て よい。 こ

の よ うにPlanningMISと い うと らえ ど ころの ない 漠 然 と した システ ム を少 しで も実 態 を認 識

しや すい具 体 的 な経 営 活動 に なぞ らえて お けば,か た ち と して ま とめやす い し,ま たモ デル の 理解 も

え られ よ う と考 えたか らで あ る。

詳 しくは シ ステ ム の構造 の 章 にゆ ず るヒ とに す るが,こ のモ デ ルはPlanningMISの 考 え方

の例 を示 した もので あ って,計 画 とは か くあ るべ き もの,こ の よ うな手続 きで すべ き もの,と 主 張 し

てい る訳 では ない。 む しろい』まあ る企 業 の活 動 を突 き つめ てみ て,一 旦 抽 象化 した 上 で形 を考 えてみ

る と,こ んな ものが 画 け そ うだが ど うだ ろ うか,と い う程 度 の もので あ るd

3.2.3制 約条 件の 発見

シ ステ ム の 目的 には,意 思 決 定の 帰結 として 制約 条 件 の発 見,意 思 決定 を シ ステ ムヘ フ ィ ー ド ・バ

ッ クす るた め の決定,制 約 条 件 の処 理 の決 定 な どが あ る。 こう した意思 決 定 の連 続 した体 系(例 えば,

一 つの 意思 決 定 が他 の 意思 決 定 や行 動 に 波及 す る過 程)の 中 で
,制 約 条件 の選 択 とい う問題 に ぶ つか

る こ とが きわ め て多 い。

例 えば,販 売 計画 を上 げ よ うとす る と,生 産 設備 に 制約 が で て きた り,要 員 に ネ ックが で た りす る。

要員 の 採用 計 画 を立 て る と,資 金 が逼 迫 して 採用 で きな くな る。
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こ のよ うに,い くつか の シ ステ ム の要 素 を動 か す と,他 の要素 に も問 題が 波及 して,始 めの 意思 決

定 で す す もう とす る と,す ぐ行 き詰 って しま う。 そ こで 始 めの意 思 決定 を変 え るの か ど うか,制 約 条

件 を解 消す る こ とがで き るのか ど うかの 意 思決 定 が 必要 とな る。

場 合 に よ っては 制約 条 件 に よ って失 敗 す る リス クを覚悟 して も実 行の意 思 決 定 を す るこ と もあ ろ う。

こ うい う制約 条件 の もっ 意味 を吟 味 す る こ とは この シス テムの1っ の特 徴 とい え る。'

図3-2-11は 制約 条件 を発 見す るた め の1っ の 抽 象的 なモ デル であ る。

パ ラ メ ー タ

■

● 戦 略 段 階

(需 要予測環 境利益計画)

新 規

設

備

計

画

新

製

品

開

発

.計

画

現 存

販

売

計

画

生

産

計

画

原

材

料

計

画

要

員

計

画

制約
符 号

≦

≦

≦

≧

制 約 条 件

資 金 計 画

要 員 計 画

原 材 料 計 画

利 益 計 画

制 約 発 見

とその処 理

●

白
・

制 約

有'無

No

Yes

戦 、略 目 標

図3-2-11制 約 条 件 を 発 見す るた めの モ ジ ュール
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3.3環 境 と 前 提 条 件

こ の システ ムは1.1節 「研 究 の 課題」 に もあ る とお り,中 堅 機械 工 業 にお け る意 思 機 構 を解 析 しモ

デ ル化 しよ う とす る もの で あ る。

ここで2つ の前 提 が あ る。 一 つは2.3節 に示 し た中堅 機 械 工 業 を と りあげ る とい うこ とで あ る。 こ

れは具 体 的特 定の 企 業 を指 す もので は ない 。昭 和44年 度 日本 情 報 処 理 開発 セ ン ターで 行 った研 究

「中 堅機 械 工業 の生 産 管理 シ ステ ム」 の継 続事 業 と して,こ こに描 か れ てい る企 業 イメ ー ジ を受継 ぐ

もの とす る。 具 体 的 な企 業 の イ メー ジを描 くた めに,モ デル 工場 の レ イア ウ トを図3-3-1に 示 す。

ま た,モ デル企 業 に お け る工 場 組織 を 図3-3-2に 示 す。 さ らに,生 産 管 理 システ ム の全体 フ ロー

チ ャ ー トを図3-3-3に 示 す。

もう一 つは経 営 管 理 シス テ ムの意 思 決定 機 構 を モデ ル化 す るこ とで あ る。 どの企 業 にお い て も意 思

決定 は あ らゆ る面 で 必要 で あ る。 意思 決 定 は大 き く分 けて 戦 略的 な意 思決 定 と戦術 的 な意 思決 定が あ

る。 そ のいつ れ に せ よ,中 堅 機 械工 業 の意 思 決定 で あ るか ぎ り,生 産 に 関連 した事項 の意 思 決定 で あ

る。 この意 味 か ら も昭 和44年 度 と りあげ た 「中 堅 機械 工 業 の生 産 管 理 シ ステ ム」 に連 結 す る。 しか

し,前 回 のそ れがOperationalな 管 理 を 目指 し てい るの に対 し今 回 はPlanningな 面 を指 向

して い る漁 に違 い が あ る。

最 近 まで は経 営 管 理活 動 をPlan-Do--Seeの3っ の 要素 と して と らえ,こ れ らを サ イ クル とし

て連 繋 させ た静 態 的 な 情 報 シ ステ ム と して取 扱 かわ れ て き たが 現在 は,機 能 面 か ら,動 態 的 な制 御 機

能 を重視 して,経 営 管 理活 動 を維持 発 展 させ るダ イ ナ ミックな シス テム 的観 点 で把 え るべ きで あ る と

考 え る。

この よ うな 見方 で 意思 決定 をみ た場 合,意 思決 定過 程 の構造 が 大 き く変 って きた とい うこ とが で き

よ う。 それ は 極端 に い えば,企 業 の存立 目的 に遡 って解 決 す る必要 が あ る と もい え よ う。

企 業が 維持 発展 す るた め に,最 近 で は,ProductionOr・ientedの 考 えでは 十 分 で な く,

Sales'Orientedへ 指 向を 変 えな けれ ば,急 激 な環 境 の 変化 に っい て行 くこ とがで きな い とこ

ろ に きてい る。 それ に伴 い,生 産計 画 の 変容,製 品 の ラ イフ ・サイ クル の短 縮化 な ど従 来 の生 産計 画、

の意 思 決 定過 程 を根 本 的 に変 動 せ ざ るを え ない状 況 にあ る こ とは,前 に も触 れ た とお りで あ る。

こ の よ うな状況 下 で,中 堅 機 械 工業 一般 の もっ意 思 決定 過 程 を考 察 す るこ とは大 い に参 考 に な る と

思わ れ る。 この中 堅 機 械 工業 は い うまで もな く,こ れ か ら もっ と も大 き く変 動 して 行 く要因 を含 ん で

い る。 再編成 の嵐 や企 業 体質 の変 革が ご く身 近 に迫 って きて い る とい え よ う。 それ で い て,中 堅 機 械

工業 の ほ とん どは よ うや く,近 代 化に脱 皮 しよ う とす る段 階に あ り,そ の準 備 に悩 ん でい るのが 実 情で

では なか ろ うか。

そ こで シ ステ ム に対 し技術 的 メス を入れ てそ の 構造 お よび機 能 を 明 らか に し よ う とい うの が,'こ の

研 究の 目 的で もあ る。

前述 した よ うに,こ の研 究 報告 「機 械工 業 に お け る意思 決 定 機 構 の解 析」 は 前年 度 の研 究 報告 「中

堅機 械 工 業に おけ る生 産 管 理 システ ム ・モ デル」 の衣鉢 を継 ぐ もので あ る。PlanningMISと
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OperatingMISと が 密接 な関連 を もち,両 者 の 機能 が相 侯 って,企 業 のMISが 形成 され て

い くこ とを考 えれ ば,前 回 の 「中堅 機 械工 業 に お け る生 産 管 理 シス テ ム ・モ デル」 を省 み る こ とは 必

要不 可 欠で あ る。

この よ うな経 緯 か ら本研 究 の 企業環 境 は 前年 度 の研 究 の企 業環 境 を継承 し て次 の よ うに 想 定 す る。

対 象 とす る中堅 機 械 工 業 とは,資 本金5～50千 万 円位,従 業員 数500～1,000人 程 度 の,割 合

広 義 の機 械 工業 を指 してい る。

外 部環 境 と しては,日 本 特有 の二 重 構造 の中 で,各 種 の制約 条 件 お よび大 企業 群 で の従 属 下 に あ り

な が ら,あ る程 度,基 本 的 な 自主 性 あ る経 営 管理 が で き,あ るい は,そ れに 向 っ て努 力す る企 業 を想

定 す る。

その ため,物 的 シス テム の 構造 として は,場 所 ・輸送 な どの環 境,労 働 力,さ らに,材 料 や設 備 な

どの 物 の面 で,企 業 の シ ス テム活 動 を と くに阻 害 す る こ との ない,標 準 的な 企業 で あ る こ とを前 提 と

してい る。 情報 シ ステ ムの 面で は,予 測,生 産 計 画,要 員 計 画な ど通 常 の 形 で立 案 で き,そ の中 に 基

準 値 や デー タ も支 障 の ない ほ どに整 備 され てい る。Operationa1な 面 で,こ の程 度 の確 定 的 基

盤 が なけ れ ば,シ ステ ム ・モ デ ルを 考 え る資格 は ない 。

Planningは そ の上 に立 って のMISで あ り,若 干次 元 は ちが っ てい るの で,別 の ア プ ロー チ

は 考 え られ るに して も,基 本的 にはOperationa1なMIS体 制 の整 備 を基 盤 とす る。 この よ う

な状 況 か ら,今 回 のPlanningMISは 概 ね,前 回 と同 じ よ うな 前提条 件 の上 に立 ってい る とい

え る。

前 回 の シ ステ ム ・モ デル は こ う'した基礎 の上 で,

第1に,業 務 中 心 の 管理 体制 か ら機能 中心 の管理 体 制 を指 向 した。

第2に,現 場 を指示 して生 産管理 を行 な う指 示型 生 産 管理 か ら,現 場 中心 の生 産管 理 を 目指 した。

第3に,製 品 段 階で 在 庫 を もっ製 品中心 主 義 か ら,共 通 部品 の 在庫 を 自由 に駆 使す る部 品中心 主義

に 移行 した。

第4に,「 原 価 を 管理 す る」 体 制で は な く,コ ス ト ・ダ ウ ンに 結 び つけ る 「原価 で 管 理 す る」 体 制

の確 立 を 目指 した。

第5に,物 と金 との 流 か らで る莫 大 な 情 報の処 理 と綜 合化 とを 目指 し た。

以上,5っ の点 に特 徴 を 出 そ うとして,シ ステ ム ・モデ ル を考 えて きた。

中心 で あ る生 産 管理 にお け る情 報処 理 シス テ ムは 以上 のべ た環 境 も含 めて の企 業 シ ステ ムの 中で,

作成 され たわ けで あ るが,そ れ には4つ の 前提 条件 が あ った。

第1に,生 産方 式で あ るが,そ れは 大量 生 産,繰 返 性 の あ る もの とい うこ とを想 定 した。 この 場合

の繰 返 性 とは 必ず し も最 終 製 品 まで の レベ ルで は な く,部 品 レベ ル にお い て も考 え られ る。 工程 とし

ては 加 工お よび組 立 の 工程 を もち,し か も,見 込生 産で あ る こ とを想定 してい る。 見込生 産 にお け る

受 注確 定 時 期 とサ ブ シス テ ム との関連 にお い て製 品在 庫お よび部 品在 庫 の意 味 を深 く考究 した。

図3-3-4は サ ブ シ ステ ム との 関係 で 以上 の こ とを表 現 した もので あ る。

第2に,製 品系 列 の 問題 として,部 品中 心 主義 に 触れ てい る。 これ には想 定企 業 の 基本 的体 質 と し
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て,製 品開 発 力 のあ るこ とが あげ られ た。 その 基本 的 な考 え方 は ノ ウハ ウを もっこ とで あ り,こ の 上

に立 って,'部 品 構成 と製 品系 列 を 再編成 す る,自 主 性 の あ る企 業 を想 定 してい る。 それ に は 部 品の共

通 性 が求 め られ るが,個 有 部 品お よび特 殊 部品 の グ ルー プ も別 に考 えてい る。 これ を この シ ステ ムの

大 きな 目玉商 品的 な 取扱 い の 部 品 構成 表 の処 理 に繋 げ てい る。

第3に,管 理 方 式 で あ るが,こ れ に は 「部品 中心 主義 に よって多 種類 の製 品 を取 扱 い なが ら尚 多量

生 産 に よ る コス ト効 果 を期待 す る」 とい う企 業 の シ ステ ム ・モデル で の 管理 の 重 要性 を指 摘 して い る

が,そ こで と られ る管理 は指 示 型 管 理 方式 か らの脱皮 を し,「 計画 と実績 とを突 き合 わ せ るこ とで,

よ り高い レベ ルへ 引 き上 げ るため の 行動 を起 す」 実 施 型生 産管理 を指 向 してい る。

この 後,第4に,コ ン ピ ュー タの 規模 の 問題 を取 扱 ってい るが,こ こで は省 略す る。

さて,第1の 生 産方 式 お よび第2の 製 品 系列 の 問題 は今 回のPlanningMISに 大 きな影 響 を

与 え る前 提問題 で あ る。
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第3の 管理 方式 の基本 的 な考 え方は 今 回 の それ に活 かせ る部分 も多 いが,全 般 的 にOperationa1

な レベル で の問題 で あ る。

この よ うな生 産方 式 に 新鮮 さを 見出 した 他,シ ス テ ム ・モデ ル の形 態 の特 徴 と して

「① シス テム を ブ ロ ック化 した こ と

② シス テム の レベ ル を考 え た こ と

③ コス トを 管理 の 物 差 し とした こ と」

が あげ られ る。

この よ うに して,前 回 っ く られ た生 産管 理 システ ム ・モ デル の 全容 は 図3-3-3と 図3-3-5

とで示 され る。 この よ うな観 点 に立 って,今 回のPlanningMISを み て み よ う。
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図3-3-5生 産 管理 システ ム の構成
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3.4モ デル の構造

3.4.1意 思 決 定過 程 の 構造

OperationalなMISで は想 定 し た企業 の もっ諸 条 件 に 強 く制約 され る。 則 ち,生 産 工 程 や

受注 状 況 な どに よ って大 き く影 響 され る こ とが しば しば あ る。 これ は物 の もっ 構造,物 の 流れ が 情 報

シス テム に及 ぼす 力 が相 当大 きい た めで あ る。

PlanningMISは そ の点,OperationalなMISに 較べ,制 約 自体 の設 定 を経 営者 が

自由に描 くこ とが で き る。 これはPlanningMISが 情 報 シス テムの 占 め る部分 が 大 きい た め に・

この よ うな こ とが い え る と思 われ る。例 えば,OperationalなMISで は生 産設 備 な どの物 理

的構 造 に よ って,生 産 の 日程 計 画の 大枠 が 決 め られ,自 由 に変 え る範 囲は それ ほ ど広 くない 。 しか し,

同 じ生 産 計 画 で もPlanningMISで は場合 に よ っては,能 力 が 足 りない と,そ れ も含 めて大 巾

な計 画 変 更が な され る。則 ち,1)lanningMISの 自由 度は 大 きい とい え る。 それ だ け に,Plan-

ningMISは 企業 の特 性 に よ って動 か され な い,よ り一 般 的 な パ ター ンを描 くこ とが で き る。

しか し,PlanningMISも 企 業 の特 性 に よ って差 が で て くる。例 え ば,発 展力 の あ る企 業 な

らば,新 製 品 開発 計画 を重 視 す るで あ ろ うし,資 材 の供 給 が 重要 で あ れば,資 材 計画 が 中心 とな ろ う。

この よ うに,PIanningMISは その 企業 の 特 性 が で て くる。 それ は その企 業 の もっ企 業 目的

お よび経 営 態 度に 基 づい て い る。

例 えば,原 材 料 を海 外 に全 面 的 に 依 存 し てい る石油 精 製 業 や鉄 鋼 業 の よ うに原 材料 の供 給 予測 が重

要 な価 値 を 占 め る場 合 もあ るで あ ろ う。 こ の場合,企 業 環境 が 中 心 的制約 要 因 を占 め よ う。

_口},Planni。gMISと い 。て も,こ の よ う}・,企 業 に よ・ て さま ざま な特徴 はあ る と考 え

られ るが,こ の中堅 機 械 工業 のPlanningMISに お い て の一 般 的 な意 思決 定 の 前提 条 件 は 次 の

よ うな もの とす る。

第1に,担 当者 が 自主 的 に経 営 戦 略 を立 案 し,実 施 す る こ とが で き る。

第2に,計 画 ・実施 した もの を直 ちに フ ィー ド ・バ ック し,そ れ に よ って修 正 行動 が 迅速 に とれ る。

第3に,活 発 に 新製 品開 発 を行 な い,在 来 の企 業 に っい て も標 準 化 を強 くすす め てい るか な り能 動

的 な企 業 で あ る。

第4に,計 画お よ び 命令 に従い,各 経営 の部 門が所 期す る線 で動 き,相 当 自由 に コン トロー ルが 効

くこ と。

第5に,Pl・anningMISとOperationalMISと が,例 えば,利 益 計 画 に よ って一 貫

した連結 を もっ よ うに,い くっか の面 で 関連 を も ってい る。

この よ うな前 提 の上 に 立 って,意 思 決 定 過程 の 構造 を明 らかに してみ よ う。

普 通,シ ステ ム理 論 また はORに おい て,意 思決 定 過程 と して 問題 とされ るのは,次 の諸 点 で あ る。

・意思 決 定 者は 誰 か

・意思 決 定 の対 象 は 何 か

・コ ン トロー ルで き る部分 と範 囲 は どの程 度 か

一39一



・コ ン トロール で きない 制約 条件 は 何 か

意 思 決 定過 程 の 構造 を明 らか に す る とは,こ れ らを明 らかに す るこ とで あろ う。

この うち,コ ン トロー ルで き る部 分 と 範 囲,コ ン トロール で き ない制 約 条件 な どは意 思 決 定 の対

象のより広い概念の中に含まれよう。これ らを一括して意思決定の内容の中に含めて検討することに

しよ う。

意 思 決 定 は 大 き く分 け て,戦 略 計画 と戦術 計 画 の 各 々に対 す る ものが 考 え られ る。 しか し,詳 細

に 考 察 す る と,そ の各 々の 間 に明 確 な境界 が 引 かれ てい るわ けで は ない 。相 対 的 な概 念 想定 の仕 方 で

区別 され る連 続 的な 関係 に あ る。

そ の中 で少 く と も3っ の方 面 か ら,意 思決 定 の 内 容 をみ る こ とが で き よ う。 そ の一 つ は,意 思 決 定

者層 ま たは そ の グル ー プ層で 意 思決 定 の 重要 度 が 違 う とい うこ とで あ る。 重 要 な決 定 は上 層 部 の もの

が 行 ない,下 位 レベ ル の 決定 は その決 定 の下 に 行 な われ る決 定で あ っ てそ の重要 度 が 低 くな る。

他 の一 つは 時 間 の間 隔 の と らえ方 に よ り意 思決 定が 大 き く違 うとい うこ とであ る。 長 期 の決 定は 経

営者 の高 い層 に任 せ られ る し,そ こで の決 定 は 重大 な 内容 を含 む。 それ に較べ 短 期 の決 定 は,す で に

決 ま って い る枠 内で 下 され る細 かい 決 定 で あ る。意思 決 定 の内 容 は時 間 の とらえ方 に よ って い ち じる

し く異 っ た もの に な る。

残 りの一 つは 対 象の 価値 に よ って,意 思 決 定 が 違 って くる とい う問題で あ る。 対 象物 の価 値観 に よ

っ て 意思 決 定が 行 なわ れ る とい うこ とで あ る。 これ ら対 象 の価 値 と意思 決 定層 と時 間 との間 に は深 い

関 係 があ る。

以 上,意 思 決 定 の内 容 に関 連す る考 え方 を意思 決定層,時 間,価 値 の3つ の次 元 か らみ て きた。 こ

の他 に も意思 決 定 に対 す る見 方が い くっか あ るか もしれ ない が 一 応 こ こで は この3つ の 関 連 性 につ い

てみ て行 く。 この3つ の要 素 か らす る空間 を考 え てみ る と,各 意思 決 定は 連続 して 存在 す る もの と思

われ る。 意思 決定 を した もの に また 違 っ た意 思決 定 を下す とい うよ うに,常 に,如 何 な る意思 決 定 層

で も,ど ん な 内容 に対 して もさ まざ まな決 定 が な され る。 それ を意 思 決定 の連 続 性 と称す るが,実 際

のPlanningMISで は,こ れ らを戦 略 と戦術 の2つ の グル ー プに分 け る程度 で十 分 で あ る。 そ

れ を モデ ル的 に図 示 す れ ば図3-4-1の とお りで あ る。

こ の一般 的抽 象 モデ ル を もとに して,各 企 業 の シ ステ ムや サ ブシ ステ ム を,そ れ ぞれ の特 徴 を生 か

し た モデ ルに っ く りか え る こ とが で きよ う。

経 営 に おけ る意 思 決 定過 程 を理 解 す るこ とは,ど の よ うな こ とに意 思決 定 をす るのか とい うこ とか

らは じま る。 それ は何 に対 して何 故意 思 決 定 す るのか とい う問 題 にっ なが る。

それ は 目的 に よ って も,シ ステ ムに よ って もちが う。 この 何 の ため に,何 故 意思 決 定 をす るのか と

い うこ とを意思 決 定 の各 過 程 に織 り込 む こ とに よっ て,各 サ ブ システ ム の モデ ルが で き上 る。

こ の報告 書 では この よ うな意思 決 定 の過 程 を主 として問 題 に してい る。

こ こで経 営 シス テム にお け る意 思 決 定過 程 の一 例 を示せ ば図3-4-2の とお りで あ る。 則 ち

{1)目 標 を設 定 す る

(2}目 的 を 明確化 し,問 題 解 決 に あた っての 方 法 論 を環 境,制 約条 件,技 術,手 法等 を考 慮 して決 定
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竃

tレ 意思凍㎏
のレ

ペ ノレ

図3-4-1意 思 決 定 モデ ル の写 像

`

'亀
⊇

環境と制約条件

●

処理システムの設計
一

`

目標 の 設 定 チェック機構 方 法 論 の 決 定

一

●

＼
NO デ ー'タ の 整 理 と

情 報 の 収 集

NO
NO!

科 学 技 術 ・手 法

一

層
一

一 　

◇
NO

●

行 動一 情 報 処 理 ⇔
NO

継 ・分析・評価◇
NO

意 思 決 定

(結 果の選択)
◇

NO

一
.

.

図3-4-2経 営 システ ムに お け る意思 決 定 過程
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す る。

(3)処 理 シス テムを 設計 す る。

(4)既 存 の デ ー タを整 理 し,必 要 な情 報 を収 集 す る。

㈲ 処 理 シス テム を用 い て情 報 を処 理 す る。

(6)い くっ かの 結果 を分 析,評 価 し比較 検討 す る。

(7)い くっ かの結 果 の うち採用 すべ き もの を撰 択 す る。(意 思 決定)

(8)決 定 された 方針 に従 って 行動 す る。'

もちろん,こ れ らの個 々の 過程 には'「これで よい か」 とい う監視 機 構が 用 意 され てい な けれ ば な ら

ない。 その プ ロセ スが 目標 に 対 して十分 な機能 を果 してい ない 場合 は,必 要 な プロセ スに フィ ー ドバ

ック をか けな けれ ば な らない 。

Planningシ ステ ムに お け る意 思決 定機 構 の1例 を:図3-4-3に 示 す。この図 は,目 標達 成

に 必要 な デ ー タが 方法 論 を打 ち たて る機 能,処 理 す る機 能,分 析 ・評 価 す る機能,意 思決 定す る機 能

等 を もつ プ ラ ンニ ン グ 機 構 に デ ー タを入 力 す る と,内 外 の環 境 と制 約条 件 の もとに この 機 構 内で処

理 や加 工が な され 意思 決 定 の た めの 情 報が 出 力 され る様 子 を描 写 してい る。

レ

ぷ.

入 力 辰 ・;条件・
時間,予 算

＼㌫ 。§

プ ラ ン ニ ン グ 機 構

騰麟
行 動 理 論

噸議 藷

方法論 ・手 法

外 部 環 境
一

一

`

一

一 内 部 環 境
処 理

1人 手に よる処 理

1機 酷 ζよる処 理●

社会的要因

政治 ・法律規則

経 済 動 向

科 学 技術

市 場 構造

1

/仮 説の設定
仮説の検討と予測

隠㌶ 翼
1経 験

顧1

分 析'評 価
/:2

代 替 案

資 源
`

＼企業。特色

選 択 ・決 定

{

出 力
/

資源配分

将来 デ ータの獲得

感度分析

全体枠組の設定1

」

Z
.

要員教育

図3-4-3プ ラ ンニ ング ・シ ステ ムの意 思 決定 機 構
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さて,こ こで抽 象 システ ム を ひ と まず 置 い て生 産 シス テム を中心 と した業 務 中心 の具 体 的 な シス テ

ムに議 論 を 向 け よ う。

3.4.2全 体 シ ステム と サブ シス テ ムの 関 連

この報 告書 の全 体 的 な シス テ ムは9つ の サ ブシ ス テム か ら構成 され てい る。 す な わ ち,利 益 計画,
,

資金 計 画,販 売 計 画,需 要計 画,新 製 品 開 発 計 画,生 産 計画,設 備計 画,要 員 計画,原 材 料 計画,の

サブ シ ステ ムで あ る。

これ らの サ ブ シス テ ムは すべ てが現 実 の 企業 のPlanningMISの 中 で 同 じ位 置 を占 めて い る

もので は ない 。

中 堅 機 械 工業 とい う限 定 を設 けれ ば,利 益 計画,生 産計 画が 中心 的 な地 位 を 占 め るこ とが 多い 。 他

の計 画 は そ の さい 従 属的 な 関係 に立 つ もの と思 われ る。

同 じ中堅 機 械 工 業で も発展 力 が著 るし く大 きい ところで は,新 製 品 開発 または 設 備 計 画 な どが 最 も

重要 視 され るに ちがい ない 。 そ こで は 通常 の生 産 計 画 自体 は それ ほ ど重 要 な 意思 決 定 と して の場 には

な らない 。

製造 業 で は,こ れ ら諸 サブシステ ムの 中 で利 益 計 画,生 産 計画,販 売計 画が 中心 を占 め る ことが多 い 。

PlanningMISを 考 え る場 合,ど の サ ブ シ ステ ム を中心 に把 える かに よって 個 々 の特 色 を もっ

た企 業 シス テ ムの 構成 が確 定 す る。

企 業 モ デ ルは,そ れ らサ ブ シス テ ムを ど う組 み合 わせ るかに よ って,色 々な形 のモ デ ルに 展 開 され

る。 その各 々の 全 体 シ ステ ムは それ 相 応 に特 性 や 機能 を もち,さ らに,遡 っ て 目的 を もっ(い る。 し

か も,目 的 は 単 一 とは 限 らない 。 む しろ一 般 的 に は矛 盾 す る多 数の 目的 を追 求 す る こ とが 多 い。 そ の

さい考 え てお く手続 に,多 目的 な もの をい か に整 理 し統 合 して ゆ くか とい う問題 で あ る。 それ らは ウ

エ イ トづ け な り,優 先順 位 な り,重 点着 目な りに よ っ て整理 して お くこ とが 多 い。

さ らに,そ の 目 的の 達成 度合 を評 価 す るの に,最 適化 規準 や満 足 化規 準 を用 い るこ と もあ る。

この よ うに して 構築 され た どの 全 体 シス テ ム は シ ステ ムで あ る以 上,そ の動 きは シ ス テム 的に 作動

す る もので な け れ ばな らない。 それ が経 営 行動 に影 響 を 与 え る場 合 には その経 営 シス テ ムの 行動 の特

性 として,シ ス テ ム成 果 が測 定 ・評価 され なけ れ ばな らない。

どの よ うな成 果 測 定 基準 や管 理 規 準 の ときに,信 頼 性,応 答性,安 定性,適 応 性,経 済 性 な どがあ

り,そ れ を ど う処理 す るか によ って,経 営 シス テ ム の行 動 が修 正 され て行 こ う。場 合 に よ って は,シ

ス テ ム 自体 の 改良 も必 要 とな る。

以上 の よ うに,こ の 報告書 で 考 え た シ ステ ム モ デルは 具 体 的な特 定的 な姿 を描 くこ とよ り,む しろ,

汎 用 度 が高 く,ど の中 堅 機 械工 業 にで も通用 す る シ ステ ムモ デル としての 考 え方 に 留 意点 をおい た。

さて,こ こで経 営 モ デル の一例 を ご く一 般 的 な 考 え方 で と らえて行 こ う。

この モ デル に お け るPlanningシ ステ ムの 動 作 機構 を図3-4-4に 示 す。 また,経 営 計画 とそ

の各 サ ブ シ ス テム の静 態 的 構造 を図3-4-5に 示 す。

さ らに,経 営 計 画の 機能 的 構造 を図3-4-6に 示 す。 この図 か らわ れ われ が こ こて 想 定 す る経 営

シス テム とそ の サ ブ シス テム の 入出 力 機 構に おい て果 され る相 互 作用 の メカニ ズ ム と従 属性 お よび独
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立性 とい う面 で の位 置 づ けが 理 解 で き よ う。

一 方
,経 営 モ デル に お け る長 期経 営計画 の 決定 プ ロセ ス を問題 発 見的,目 標 設定 的,問 題解 決 的 な

断面 か ら とら えた チ ャー トを図3-4-7に 示す 。

新製品開発計画

ト

定

クエジロ

設

プ術戦

の

漸

へ直

図3-4-4経 営 計画 とPlanningシ ス テム の動 作 機構

.

経営計画 長 期 経 営 計 画
3年 ～5年

短 期 経 営 計 画
1年

サブ シス テム (長 期目標の設定) (短 期目標の設定)

利 益 計 画 長期利益計画 短期利益計画

資 金 計 画 〃 資金 〃 〃 資金 〃

販 売 計 画 〃 販 売 〃 〃 販売 〃

需 要 計 画 〃 需要 〃 !プ 需 要 〃

新製品開発計画 〃 新製 品開 発 〃 〃 新 製 品開 発 〃

生 産 計 画 〃 生 産 〃 〃 製 品 〃

設 備 計 画 〃 設備 〃 〃 設備 〃

要 員 計 画 〃 要員 〃 〃 要 員 〃

原 材 料 計 画 〃 原材 料 〃 〃 原 材料 〃

4
4

〆

図3-4-5経 営 計画 と各 サ ブ シ ステ ムの静 態 的構造
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図3-4-6 経営計画の機能的構造
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3.4.3設 計 の過 程 と 問 題 点

この報 告書 を作成 す る まで,数 々 の試 行 錯誤 が繰 返 えされ た。 そ の一番 大 きな 問題 は この モ デル の

特徴 を ど う把 え るかに あ った。 モデ ル 自体 が特 定 の もの では な く,一 般 的 な もので あ り,数 多 くの事

例 にあ て は ま る こ とを 目的 と した もの なの で,モ デ ル化 は むつ か しい。 モ デル は,一 般 の 中堅 機 械 工

業 に参 考 にな るよ うに,9つ のサ ブ システ ム に分 けて考察 した。 この他 に も数 多 くのサ ブシ ステ ム が

考 え られ たが,一 応,こ の9つ に絞 って みて きた。

この サ ブシ ス テム の各 々の位 置 づ け に よ って,全 体 シス テ ムの特 徴 が構成 され る。

例 えば;前 に も触 れ た よ うに,発 展 力旺盛 な企業 な ら,新 製 品 開発 計画 が すべ て の メ イ ンに な るで

あろ うし,ま たは,例 え ば,他 の要 素 の影 響 力は少 な くて,労 働 力不足 に よ る要員 の 確保 や,人 件 費

の高騰 化 が重 要 で あ れば, .要員 計 画 中心 のPlanningMISを つ く らな け れ ば な らない。

原 材料 計 画で も同 じことで 例 えば あ る主 要 原材 料が 不確 実 性 の 高い 輸入 に 依存 し てい る とか,資 源

供 給 が不 確 定で あ れ ば,原 材 料 計 画 が全 体 の システ ムの 中心 軸 に な らなけ れ ば な らない。

また,時 間的 な 面 か らみ て も,例 えば,'新 規 開 発 を行 な つと きは,新 製 品開 発 計画,需 要 予 測,設

備 計 画 を主軸 として 展開 され よ う。 それ に伴 い資金 計画 が重 要 に な るか も知 れ ない 。

同 じ企 業 で も,安 定期 にあ れ ぱ1生 産 計 画 販 売 計 画 がス ム ー ス にすす む こ とが 重 要 な問題 に な ろ

'う
。 この よ うに,企 業 もその 時 々に よ って,中 軸 とな るサブ シス テ ム,引 い て は全 体 の システ ムの 性

格 が変化 す る こと もあ る。

妙 な論 理 か も知 れ ない が,有 りあ ま る資金 余裕 の あ る企業 では 資金 計画 をたて直して 設 備計 画 を促 進

す るか もしれ ない。 金 が あ るか ら何 か す るか とい う考 えで あ る。 逆 に,資 金 の逼 迫 してい る企 業は 何

は と もあれ,資 金 計画 がPlanningMISの すべ てに 映 るか も知 れ ない 。

こ のよ うに,企 業 の環 境,企 業 め体質,時 期,企 業 方針 を どの よ うに把 握 す るかに よっ て,Plan-

・i・9MISの 構造 は 変 って くる・ この報告 書 で は,中 堅 機 械 工 業 のPlanni。gMISは

「こ うだ」 と特 定 な もの に規 定 しな い で,そ の考 え方 を示 す こ とに よ り,よ り多 くの範 囲 に適 用 す る

よ う試 み た。従 って,全 般 的 に各種 の パ タ ー ンをい くつか示 すに と どめてい る。

3.4.4サ ブ シス テ ムに お け る モデ ル化 の ポ イン ト'

さて,こ こで 各 サ ブ シ ステ ム を と りあげ るに あ たって,そ の モ デル 化 の急所 を指 適 して み る。 な お,

サ ブ シス テム の詳 細 にっ い ては4章 で述 べ る こ と'にす る。

Cl)利 益 計 画 サ ブ シス テ ム'

利益 計 画はPlanningMISの 中 で,通 常 の場 合,中 心 的 位 置 を占 め る。 この サ ブ ・シス テ

ムに よ って,全 体 の シ ステ ムが 体 系化 され てい る場 合 が多 い。 しか し,利 益 計 画 は 間接 管 理 フ ァ ク

タ で あ り,企 業 シス テム を動 か す の には 限度 が あ る。利益 計 画 も設備 計 画 と同様 に,環 境 の適 応,

企 業体 質 の 自己 変 革,企 業活 動 の 拡大,縮 少 な どに よ って,意 思 決 定 の必 要性 が 生 ず る。 これ に よ

って,意 思 決 定 の 内容 と レベル とが 想定 され る。

利益 計 画は2つ の 面 か ら利 用 され る。 一 面は 業 務計 画へ の利 用 で あ り,他 面 は 貨 弊尺 度 に評 価 し

直す こ とに よ り予 算面 へ利 用 す る こ とで あ る。

o
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利 益 計画 は この 中 の サブ シス テ ム と して よ り,金 諾 計画 を包 含 す る中 核 体 とみ る こ とが で き る。

諸 計 画 とは この報告 書 で 取 り'まとめた他 の8つ の サ ブ シス テム を指 す。

事 業年 度 が終 り,計 画 目標 が 達 成 され る と,各 サ ブシ ス テム との 間で相 互 作用 が 起 こ り,そ の う

ちの あ る ものは 変 革 を迫 られ るし,ま た あ る ものは,制 約 条件 とな って,逆 に,計 画 利益 の変 更 を

追 る こ と もあ る。 この よ うな構造 の 中 で,利 益 の 適 正 を求 めて シ ステ ムの操 作 が 行 な われ る。

(2)資 金 計 画 サ ブ シス テム

資金 計画 はPlanningMISの 中で 利益 計画 と裏腹 をなす。 し か し,意 思 決 定 の もっ特 徴,

例 えば,タ イ ミング,重 要性,企 業体 質,資 金 環 境 に よ って,そ の企 業 毎 の特 徴 が で て くる。 日本

の金 融事 情 か ら一般 的 に 企業 活 動 を制約 す る面 が 強 い。 モ デ ル と しては す で に 定型 化 され 形 が決 ま

っ てい る。生 産 会社 として特 有 な 点 は景 気 変動 や在 庫変 動,新 規事 業 の 開 発 な どに よっ て動 くこ と

が 考 え られ る。

この よ うな環 境 の中 で,企 業 に お け る意 思 決 定は 資金 面 で裏 付 け られ る こ とが 多 い。 すな わ ち,

販 売 計 画,生 産 計画 を中心 とす る諸 計 画の 意 思決 定 は,収 益 と費用 とい う金 銭 的 な 尺度 で 資金 計 画

の中 に吸 収 され 実 行 され る。

(3}販 売計 画 サ ブ シス テ ム

販 売 シ ステ ムは,生 産 シス テ ム と共 にPIanningに お い て も重 要な 意 思 決 定の 場 で あ る。 特 に

外 部情 報 と内部 情 報の 結 合 点 と して販 売 計画 に お け る意思 決定 は他 の シ ス テム に与 え る影 響 力が 大

で あ る。 元 来 の企 業 シ ステ ム が生 産指 向型 で あ った の に対 し,最 近 の企 業 シ ステム は市 場指 向型 に

変 りつ つ あ り,需 要の 多 様 化 と即 応 性 に答 え た販 売 システムの 要請 が高 ま って きて い る。その た め販

売 計画 に とって需 要予 測 や 新製 品開 発 は不可 欠 な もの とな っており,これ らは経 営 計画 全 体 の重 要 な

部分 を 占 めてい る。 この よ うに市 場 指 向型 の企 業 シ ステ ムでは,販 売 シ ステ ム と生 産 シス テ ム との

間 で もこれ らの シ ステ ムの 間 を直 結 した オ ーダ ・エ ン トリー ・シス テ ムの 構築 に迫 られ てい る。 も

ちろん販 売 計 画は,資 金 計 画(予 算)の 影 響 を大 き く受け るが,一 方,販 売計 画 達成,利 益 計画 達

成 のた め 資金 計 画 に与 え る影 響 も大 きい。

この よ うな状 況 の 中で 販 売 計画 にお け る意 思 決定 と して,極 くOperationa1に 近い レベル

で は,販 売数 量 の決 定,販 売 価格 の決 定,売 掛 期 日 と限度 額 の決 定 な どが あ り,戦 略 的 な レベ ルで

は販 売 網 の拡 充,新 製 品 の 開 発,販 売 技 術 の発 見 な どが あ る。 また,そ の他 の 意思 決 定 としては,

吸 収 と系 列 化,市 場 の 拡大 ま たは縮 小,製 品の 種類 の増減,販 売員 の増 減,適 正 在 庫量,市 場 占有

率,販 売 限度,受 注 限度,出 荷 限度 な どが あ る。

(4}需 要 計 画 サブ シ ステ ム

需要 予 測は 本来,長 期 のPlanningMISに 属 す る もので あ り,最 高経 営層 が 行 な う重大 な

意 思決 定 の場 で あ る。 それ は その 企 業 の命 運 を決 め る もの で もあ る。 しか し,手 法 の活 用 は い まだ

不 確実 性 が強 く,む つ か しい。 それ にOperationa1な システ ム に直 接影 響 を 与 え るこ とが少

な く,内 外 の調査 資料 を もとに したい わ ゆ る カン に任 せ られ てい る こ とが 多 い。

、
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この報告 書 のP .1anningMISで は販 売 ・生 産 計 画 の系 と経済 予 測 と,技 術予 測 の系 とを結

び つ け る位置 に需 要計 画 を お いて い る。

体 系 的 に みて,商 品の グル ープ化 を まず 行 な い,そ の 需要 予測 を次 に 行 ない,さ らに,市 場 占拠

率 か ら自社 需 要 を見 出す 。 この後 で 販売 割 当 の コ ン トロール も行 な う。

イ
●

h

-、

己

予 測 の 手法 と して は大体 どの場 合 で も決 ま っ てお り,こ こで も時 系列 分 析 を 主 と して,横 断 面 分

析 を補足 的 に用 い てい る。 それ を用 い るさ い に は,季 節 変動 修 正 やモ デ ルの安 定 性,予 測 力 な どの

検 討 も重 要 で あ る。

モ デ ルに は単 一 方 程式 モ デ ル と連 立 方 程式 モ デル とが あ り,中 堅 機械 工業 のPlanningMIS

として必 要 な事 項,主 体 的情 報の 創造,予 測精 度 の高 さ,政 策 外挿,非 線 型 な ど を 見究 め,予 測 の

・サ ブ シ ステ ム には これ らの手法 を十 分 に織 り込 む必 要 があ る
。

⑤ 新 製 品開 発 計 画 サ ブ システ ム

発 展 す る中堅 機械 工業 に と って 新製 品開 発 計画 の サ ブシ ステ ムは重要 な位 置 を 占 め る。

新製 品 開 発 計画 には不確 実 情 報 が その背 後 に あ る。 そ こで,長 期 と短 期 とに分 けて,目 標設 定 す

る こ とが 望 ま しい が,確 実 性 が 高 い か らとい っ て生 産,販 売 な どの他 の シス テムへ 直 ち に結 びつ け

る こ とは む つ か しい。 この よ うな位 置 に新 製 品 開 発 が あ る とす る と,長 期 製 品開 発 計画 に お け る意

思 決 定 で の中 心 的要 素 と して考 え られ るの は,製 品 の ライフ ・サ イクルで あ る とい うこ とが で きる。

製 品 の ライ フ ・サ イ クルに 関連 して,例 えば 利益 率 下 向化に 対 し と るべ き方策 として,次 期 新 製

品 と現 製 品 の マ イ ナー ・チ ェン ジに よ る利益 率 曲 線 の 回復 が あ る。

製 品の ライ フサ イクル を 見越 した新 製 品 開発 は 新規 の設 備投 資 な どが 必要 で あ る もの の将 来 の有

望製 品 と して の確 実 性は 必 らず し も高 くな い。ま た,応 用 技術 に よ るマイナー チェンジでは 応 急措 置 的

開 発 にす ぎない 。 この よ うな状 況 か ら規 模 な どに よ って も違 うが この2つ は 並行 的 に 実 行 され るべ

きで あ る。 短 期 の製 品計 画 システ ムは,製 品研 究一 製 品開 発一製 品 設計 か らな る。 その 意思 決定 過

程 を システ ム 的観 点 か らみ る と,フ ィー ド ・バ ッ ク構造 を通 して,相 互 に最 適化 が す す め られ てい

る。 中堅 機械 工業 で は この 機 構の 中で,基 礎 研 究 よ り,技 術情 報 管理 が 重要 視 され る。 もちろ ん,

新 製 品開 発 計 画は 他 の サ ブ シス テム ま たは 関連 要 素 との間 の 関連 を密 に してい な け れば な らない 。

⑥ 生 産計 画 サ ブ シ ステ ム
し

中堅 機 械 工 業 にお け る・PlanningMISの 中 で生 産 計画 は主体 的 な もの で あ り'生 産 の対

象物 の 変革 は 他 の あ らゆ る面 に影 響 を及 ぼ し てい る。

生 産計 画 で の 意思 決 定の 必 要 を要請 す るの は顧 客 市 場 の質 ま たは量 的 変化,製 品 の陳 腐 化 お よび

多 様化 な どの項 目の 変化 に よ る。 これ に もとつい て,新 製 品 の 開発 お よび 製造,製 品 の変 更 お よ び

改 良,生 産 規 模の 拡 大お よび縮少 な どの意 思決 定 が行 な わ れ る。

そ の具体 的 な対 象 に は 生 産 を中心 に,環 境,生 産 予測,生 産 関連 諸計 画,他 の サポ ー テ ィン グ

・シス テ ムな どが あ る。

生 産 計 画 の 意思 決 定 の 構造 として は,生 産 計画 が 中 枢 的なPlanningで あ るこ とか ら,利 益
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計 画 を始 め他 の各 種 シ ステ ム と深 く関連 す る。 各 シス テム との 関 連 とモデ ルを つ く るさい の発 想 と

手順 とに よ り,色 々 なモ デ ルが 考 え られ る。 モ デ ルで は と くに 制 約変 数 と政 策 変数 とに どん な もの

を投 入す るか 重 要 な点 で あ る。

モ デル は また,企 業 イメージ と も深 い関係 があ るが,こ の 報告書 では 一 口でい えば 組 立業 を想 定 し

て い る。

(7)設 備 計 画 サ ブ シ ステ ム

設備 計画 は需 要 予測 や新 製 品開 発 計画 な ど のよ うに手法 的 に どれ を用 い るか は重 要 で は な い。 設

備 計画 の必 要 性 は,利 益 計 算 や生 産 計画 に 基 づ い て この段 階 で設 備 を拡 充 し取替 え る必要 があ るか

ど うか とい う問 題 で あ る。 す な わ ち,設 備投 資 計画 で大 事 なの は,何 故設 備投 資計 画 をす るの か と

い う問題 に つい て あ らゆ る方 面 の資料 か ら総 合的 に決定 す る こ とであ る。

ここで は 設 備投 資 計 画 をつ ぎの,5つ の面 か ら問題 に して い る。 ・

(1)設 備 計画 の 必要

(2}設 備計 画 の 対象

(3)設 備合 理化 の方 法

(4}設 備計 画 の 展開,要 因

(5)設 備 計 画実 現 の 過程

この5点 につ い て は相 互 に 関連 が あ り,そ の中 で 中心 とな るのは 設 備計 画 の必 要性 で あ る。 その

意 思 決 定 の 必要 は企 業 内 外 の 情 勢 変 化 に起 因す る。 それ に は,新 製 品開 発,モ デ ル チ ェ ン ジ,製

品 の 改良,生 産 規模 の拡大,老 朽 設備 の取 替,新 しい 生 産技 術の 導 入 な どが 考 え られ る。 これ らを

要請 す る もの と して は,顧 客 市場 の 質 の変 化 製 品 の 陳腐 化 販 売 競 争 か ら生 じる要請
,収 益増 大

の要 請 費用 低 減 の 要請,安 全 ・公害 問題 の提 起 な どが あ る。 これ らを起 点 として ア プ ロー チ を して

行 け ば,意 思決 定 の対 象,方 法,プ ロセ スな どが 構成 され て行 く。 そ の中で 意思 決 定 の レベル や 内

容 も決 め られ て行 こ う。

例 えば,製 品 の陳腐 化 一 製 品力 の 強化→ 新製 品開 発一 モ デル チ ェン ジ→製 品の 改良 → 新 しい技 術

の導 入 一 老朽 設 備 の 代 替 とい うプ ロセ スに お いて,そ の各 段 階 で は随時 意思 決 定 が必 要 と され よ う。

⑧ 要員 計 画 サブ シ ステ ム

要 員 計 画 もPlanning¥i`Sの 中 で は他 の サ ブ シス テム と関 連 してい る。

要 員 計 画 にお い て は,マ クロ 的な立 場 か らの要 員 の決 定 と ミクロ的 な立場 か らの要 員 の 決 定が 考

え られ る。

要員 定 員 は両者 の面 か ら行 な う必要 があ り,パ ラメー タ基 準 を調 整す る こ とが不 可 欠 で あ る。

要員 計画 は この よ うに して全 体 的 な立場 か らの 決 定 とそれ 以外 に利 益 計画 ～ 資金 計 画 か らの ア プ

ロ ーチ,設 備 計 画 か らの ア プロー チ
,人 事 計画 か らの ア プ ロー チ,生 産 計画 か らの ア プ ロー チ,販

売計 画 か らの アプロー男 人事 計画 か らの アプロー チ等 か ら総 合 的 に決 定 され なけれ ばな らな い。

この よ うに して,要 員 計画 の モ デ ルの狙 い は 計 画 の実 現 性 と生 産計 画 との関連 に お いて もモ デ ル

の操 作 で き るこ とが 自 由に で き るこ とが 必要 で あ る。
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⑨ 原材 料 計 画 サ ブ シ ステ ム

原材 料 計 画は,普 通Operationalな 面で 取 扱 われ るのが一 般 的 で あ る。 従 って長 期 計 画 よ

り もむ しろ短 期 計 画 の一 部 と して とらえ る場 合が 多 い。 狭 い 意味で は生 産 計画 の 一 部 とみな され て

お り,原 材料 システ ムは 販 売 や生 産 の シス テム よ り下位 の シ ステム と して取 扱 わ れ てい る。

しか し,需 要 の多 様化,需 要へ の即 応 性,製 品 の ラ イフ サ イクルの短 縮,品 質 の 向 上,コ ス トダ

ウ ンな ど,製 品 に対 す る要 求 は か な りきび し くな って きて お り,原 材料 計 画 を軽 視 で きな くな って

き てい る。 則 ち,こ れ らの要 請 に対処 す るため に経 営 シス テムの 合理化 が進 め られ て い るが,特 に

原 料,材 料 を管 理 す る とい う面 か ら品質保 証,納 期 保 証 の体 制 を確立 す る とい う指 命を もって お り,

原 材料 計 画 は複 雑 化 す る一 方 で あ る。

品質 保 証 とい う面 か らは,技 術 水 準 の 向上 とい う点 で 新製 品開 発 との 関連 が 深 い 。 ライ フ サ イ ク

ルの短 縮 か ら部 品等 の材 料 の陳 腐 化は 激 し く,こ の面 か ら も部 品の標準 化,技 術 の標 準化 が 必 要で

あろ う。 また納 期 保 証 とい う面 で は,生 産に 合 った原材 料 の調達 が必 要 で あ り,オ ー ダ ・エ ン トリ

ー ・システ ム の歯車 の一 部 と して即 応 性が 強 く要求 され てい る
。 一方,販 入先 の 計 画 は生 産,資 金

等 の 計画 に大 きな影 響 を与 え る。

この よ うな状 況 か ら察 して,原 材 料 計 画に お け るPlanningMISと し て重 要 な ものに 在庫

政 策 と発 注 政策 の意 思決 定 が あ る。則 ち,原 材料 の採用,コ ス トダ ウ ン,異 常 在 庫,購 入先 の決 定

等 の 問題 で,こ れ らの 問題 発生 プ ロセ ス を分 析 し,問 題 解 決 の た めの 意思 決 定 プ ロセ スを究 明 す る

こ とは意 義深 い こ と と思 わ れ る。

・、

`'
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4.サ ブ シ ス テ ム の 解 析

4.1利 益 計 画 サ ブ シ ス テ ム

41.1利 益 計 画 の必 要性

企 業 活 動 を行 な うた めの意思 決定 に は いろ い ろ な ものが あ るが,そ の 中 で最 も重 要 な決定 は利益 計

画の 意思 決 定 で あ る。則 ち,利 益 計 画 はPlanningMISの 中 核にtKっ て い る。

財務 会計 的 に みた利 益 は 売 上 一原 価 一利益 の 中 で売 上 と原価 との帰結 と して把 えて い るが,利

益 計 画 にお け る利 益 は よ り積極 的 に これ これ の利 益 を出す た めに,こ の売 上 げ を あ げ よ うとい う態度

か ら 売上 一総 費 用+計 画利 益 の式 に直 して経 営 管理 の コ ン トロール を取 扱 って い る。 これ は利益i

計 画 にお け るPlanningMISの 基 本 的態 度 であ る。則 ち,企 業 シス テ ムの 枠組 み をつ く って い

る制 約 条件 と,シ ステ ムの性 格 づけ を行 な って い る特性 とを 吟味 した上 で,利 益 計 画が 妥 当 で あ るか

ど うか とい う見 地 か らあ る意思 決 定 が 行 な われ る。

しか し,利 益計 画 は概 念 で あり,そ の操 作 に よって企業 システム の実体 を直 接 的に動 か す こ とはで きな

い。 従 って 間接 的管 理 フ ァク タであ る。 間接 管 理 フ ァク タ とい うこ とは,間 接 的 に は シス テ ムの制約

条件 や特性 を コ ン トロー ルで き る。 逆 に,シ ス テ ムの制約 条件 や特性 が 変 って くれ ば,そ のつ ど利益

計 画 を変更 す る必要 が で て くる し,意 思 決定 を仕 直 す必 要 も起 って くる。

そ れ には,例 えば

① 環 境 の 変更

② 目標(戦 略)の 変 更'

③ 方針(戦 術)の 変更

④ シス テム特性 の変 革

⑤ 時 間 的経 過 に よる変 化

な どが考 え られ る。

これ らは さ らに,細 分 化 され よ う。 と くに,① と④ とはよ り多 岐 に わた る。

例 えば,技 術 革新 に よ る製 品 の開 発 や生 産技 術 の 変更,生 産規 模 の 自然拡 大 な どが あ る。 これ らの

必 要性 の源 は,

(a)環 境 へ の適 応

(b)企 業 体質 の 自己変 革

(c)企 業 活動 の拡 大 ・縮 少

(d)企 業 活 動 の維持

(e)利 益 の拡 大

(f)社 会 的規 制 の増 大

(g)市 場 の質 の変 化
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(h)製 品 の陳 腐 化

などで あ る。 これ らは各 々情 報 処理 シス テ ムの 中 の要素 に変 換 され るが,利 益 計 画の 意思 決 定 に対応

づ けて考 えな けれ ば ない とい うこ と。

本来 意 思 決 定 とは こ う した問 題 が提起 され るっ ど,裁 断 を 下す べ き もので あ るが,そ れ を常 時行 な

わず,お お まかに長 期 ・短 期 と分 け て行 な う理 由は 以下 の とお りであ る。

第1に 常 時 や る時 間 と人 手 とがな い し,技 術 的 に もむつ か しい とい うこ と。 ・,lLtt

第2に これ らの2極 端の と らえ方 で もそれ ほ ど大 きな狂 い が ない とい うこ と。
《

第3に 常 に多 少 の 誤差 は見込 まな けれ ば な らない な どで あ る。

さて,ど の位 の期 間 に どの よ うな 形 で,ど ん な 内容 に 対 して意思 決 定 をすべ きか とい う点 に な ると,ハ

きわ めて むつ か しい。 それ は経 営 シス テ ムの と りあげ 方 に よ って利 益計 画 の姿 が 変 わ って くるた めで

あ る。 矢張 りそ の対 象 とな る企 業 シス テ ムの置 か れて い る状 況 と特 性 とに よ って決 ま る ことに な ろ う。、

4.1.2利 益 計画 の 対 象

これ ら意思 決 定 の対 象 とな る もの は,他 の次 元 の要 素 の レベル,例 え1ま意 思決 定 の層,時 間,内 容

と深 く関連 す る と前 に のべ た。

そ こで,そ の中 で の 位 置 づ けが この シス テ ムのPlanningMISの 特 性 を決 め る とし た。 その点

利 益 計画 が便 利 なの は,ど とに位 置 づけ よ うが終 局 的 に は貨 幣尺 度 へ 二元 的 に投 影集 約 され るこ,とで

あ る。 その意 味 で コ ン トロー ルを うま く操 作 で き るとい え よ う。

1.環 境 …内 外 景 気動 向,規 制,競 争力,製 品趨 勢,信 用 力

2,需 要 予 測 …技 術 予 測,製 品需 要 予 測,景 気予 測

3.新 製 品 開 発 計 画:・・基 礎研 究,応 用研 究,開 発 研究,生 産 技術

4.設 備 計 画 …新 工 場 建 設計 画,増 設 計 画,設 備 改 造 計 画,生 産 補助 設 備 計 画,保 全 計画

5.販 売 計 画 … マー ケ テ ィング計画,受 注 計 画,出 荷計 画,得 意 先 計 画

6.生 産 計 画 …能 力 計 画,生 産 工程 計画,製 品 在庫 計 画,外 注 計画

7.要 員 計 画 … 採用 計 画,配 置作 業 計 画

8.原 材 料 計 画 …購 買 計 画,原 料 在庫 計 画

9,資 金 計 画 …固 定 資金 計画,運 転 資金 計画

広義 の利益 計画 は諸 計 画の 中 核 とい うよ りむ しろ諸 計 画 を包 含す る もの とみ る ことが で き る。 利益

計画全 体 で包 含 す る と と もに,そ の締 め繰 りは資金 計 画 とな る もの と考 え る。

4.1.3利 益 計 画 の構 造 と コン トロー ル

さき ほ ど触 れ た よ うに,利 益 計画 とは諸 計画 の実 相 か ら貨 幣 に投 影 され た概念 で あ り,表 裏 の 関係

に あ る。 その 一 方 だ け で コ ン トロー ル で き る もの で はな く,両 面 か らの管 理 が必 要 で あ る 。 直接管

理 フ ァク タ と間接 管 理 フ ァク タに よ り,こ こで 考 え る利益 計画 の モ デル は図4-1-1の よ うに考 え

られ る・ この意 味 は間 接 管 理 フ ァク タと直 接 管 理 フ ァク タとの 相互 作 用 の中 に い ろい ろに 変 わ るパ ラ

メ ータ を入力 し・ そ の出 力 に応 じて妥 当 な もの は戦 略 また は戦 術 目標 と し
,妥 当で ない もの は制約 の

発 見 と考 え,そ れ らをパ ラメー タと して変換 処 理 を行 な い再 度 入 力 に使 うこ とを示 す。
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戦 略段 階

「 一 一 ー ー

パ ラ メ 一 夕

間 接 管 理

フ ク タ

L_________

直 接 管 理

フ ァ ク タ

_______」

YES

「 一 一 一 一 一 一}一 一

1パ ラ メ ー タ

'

制 約 発 見

と 処 理,

間 接 管 理,

フ ァ ク タ

L__________

戦 術 目標

直 接 管 理

フ ァ ク タ

制約 発見

と処 理

、

図4-1-1利 益 計画 に おけ る戦 略 目標 決 定 プロセ ス

例 えば 「あ る」 計 画 を遂 行 す る と,要 員計 画 の面 で制 約 が生 ず る。 この制 約 を逆 に 入 力 と して使 え

ば,元 の 「あ る計 画 」 が 変 わ る。 こ のよ うな イ ンター フ ェ イス を通 じて次 第 に満 足 す る レベ ル での 目

標 を発 見 して い こ うとす る。

41.4利 益 計 画で 考 慮 す べ き 点

利 益 計 画の 中 で考 慮 すべ き点 は3っ の面,す なわ ち初期 条 件,制 約 変数 ,政 策 変数 であ る。

これ に どん な もの を考 えた らよい か みてい こ う。

① 初 期 条件,

1.資 本 金

2.固 定 費
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に
」

6

7

只
)

変動費/単 位当り

初期売上高および売上数

初期諸原価

初期占拠率

品種別売上数量および売上高

各種在庫高
L

②

工

2

3

4

5

の
6

7

制約変数

景気指数

需要数

雇用数(最 高限)

資金供給高

設備能力

法制(税 金,災 害防止など)

物価指数

■

③ 政策変数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

この他 に もあ るが,

利 益 計画 の変 容 を知 りPlanningMISを 確 立 し よ うとす る もので あ る。

これ らの 因果 関係 を図4-1-2に 示 す。 ・

収益率

安定率

成長率

付加価値率.

賃金分配率

配当率

売上高

市場占拠率

投資指数(新 規事業開発,研 究,広 告,公 害防止など)

これらの初期条件,制 約変数,政 策変数を動かすことにより,企 業システムの

●

ぐ
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図4-1-2利 益 計 画 と他 の サ ブ シス テ ム との関 連

4.2資 金 計 画 サ ブ シ ス テ ム

4.2.1資 金計 画 の必 要 性

資 金 計 画 は基 本 的 に は利 益 計 画 と同 じ貨 幣 概 念 に もとつ い た もの で あ り,同 じよ うな必要 ・対 象 ・

構造 と意義 な どが 考 え られ る。

利 益 計 画で は環 境 の 変更,目 標(戦 略)の 変 更,方 針(戦 術)の 変更,シ ス テ ム特性 の変 更,時 間

的経 過 に よ る変更 が あ げ られ て い る。 資 金 計 画で も窮 極 的 に は似 た ものに な ろ うが,そ の もつ意 味 は

若 干 ちが う。 例 えば,内 容 が ちが う。 公 定歩 合 の 変 更 とい う環 境 の変 更,自 己資 本 か ら借 入 金 依 存 の
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目標 の変更,A行 か らB行 に メイ ン ・バ ンクを変 え る方 針 の変 更 な どが考 え られ る。 その内 容 は資金

計画 プ ロパ ーの もの で あ る。 しか し,抽 象 的 には利 益 計 画 と同 じ項 目にな ろ う。 例 示 は若 干 利益 計 画

よ り狭 く限 定 され る。

(a)環 境へ の適 応

例 えば,税 制 改 正 に よ り,自 己資 本 が有 利 に なれ ば,増 資 に す す む こ とが考 え られ る。

(b)企 業 体 質 の変 更

例 えば,不 況 に 備 えて 資 金 の余 裕 あ る体質 に変 えよ う。

(c)企 業活 動 の拡 大 ・縮 少 ・維 持

例 えば,設 備 増 強 しよ うとすれ ば,直 ちに資 金 の手 当 を必要 とす る。

(d)利 益 の拡 大 ・安 定

どの 計 画で も利 益 を追 求 す るこ とに は変 わ りな い が,資 金計 画独 自の もの として 低金利 資金 を獲

得 しよ うとす る。

(e)社 会 的規 制 の 増大

例 えば,税 制 にせ よ,社 会 的慣 習(歩 積 ・両立)に せ よ,資 金 計 画 に強 い影 響 を与 え る。

(f)市 場 の質 の変 化

製 品 市 場の 変 化 も何 らか の形 で影響 が あ るが,資 本 調 達 の市 場 の変 化 は資金 計 画 をたて る上 で重

大 な意思 決 定 を必要 とす る。

(g)業 務 計 画の 変 更

他 業務 計画 の新 規 立 案,廃 棄 お よび陳 腐 化,質 的変 革 に よ り,そ れに 対 する認 識 お よび 意思 決 定

は重 要 で あ る。

資金 計 画 の意 思決 定 の 必 要性 の中 で,と くに特 徴 のあ るの は(g)の点 で あろ う。 日本 の よ うに銀 行 資

本 が圧 倒 的 な影 響 を もつ 中 で は とくに致 命的 な効 力 を もっ。 さ らに,資 金 計 画の狭 い範 囲 での直接 的

な必要性 の 源 とい え る もの を次 に例 挙 して お こ う。

(a)資 金 環境 の変更

(b)資 金体 質 の変 更

(c)資 金活 動 の変 革

ω 貨 幣 価 値お よび 金利 の変 動

(e)資 金 逼 迫度 の変 化

(f)企 業 方 針 の変更

(g)他 業 務 計画 の 変 更

な どが あ ろ う。

資金 計 画 の意思 決定 で の 特性 は,き わ めて 流動 的,動 態 的 であ って,タ イ ミン グが大 き く影 響す る。

「利益 あ って銭 足 らず 」の 黒字 倒 産 は この一 つ の姿 で あ る。 従 って,資 金 計 画に お け る意思 決 定で は,

誰 が何 を何時 の時点 で下 す か とい う中 で,何 時 とい う ことは きわ めて大 きい 意味 を もつ 。

資金 計画 で は タ イ ミン グが きわ めて重 要 な意 味 を もつ ので,「 必 要 な都度 」意思 決 定 をす る率 は他
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の サ ブ システ ム に 較 べ て 高い 。

それ もその企 業 の特 性 お よび そ の置 か れ てい る環 境 に よ って ちが う。例 えば,危 険 に挑 戦 す る企 業,

資金 余 裕 のな い企業,信 用 力 の弱 い 企業,好 況不 況 な どに よ って ちが う。 資金 の逼 迫 度 が大 きい ほ ど

意思 決 定 は多 くな る。資 金 計 画 は どの企 業 の タイ プで も共通 した概 念 で 考 え る ことが で き るが,と く

に生産 会社 特有 の資金 計 画の 必要 は,景 気動 向 に よ る売 上の 変化 と新 規事 業 開 始 に よ る設備投 資 な ど

に強 くあ らわ れ る。

4.2.2資 金 計 画 の対 象

資 金計 画 と利 益 計 画 とは裏 腹 の関 係 に あ り,利 益 計 画 での 意思 決定 の対 象 は資 金 計 画 で も対 象に な

る。 意思 決定 は,ト ップか ら下 位 の 管理 者 層 に至 るまで各 レベ ルの決 定 が あ るが,他 人 資本 の多 い 日

本企業 では 何 の計 画 で も資金 面 の裏 付 け が必 要で あ る。 その 中に は突 如 と して トップ層 に 重 大 な決 定

を迫 るもの もあ る。経常 的 な生 産 計 画 の よ うな もの は下 位 の レベル で意思 決 定 す る こ とが 多い が,新

設備 設置 の よ うな場 合 の 資金 計 画 は トップの介 入 を必要 とす る。 往 々に して後 者 は長期 計 画 に属 す る。

内容 的 に み る と,資 金 計 画 で の意 思決 定 は利 益 計 画 の よ うな大 きな総 合 シス テ ムで もな けれ ば,生

産 計 画の よ うに多彩 な もの で もない 。 簡単 なパ タ ー ンの少 ない,比 較 的 小 さな資金 計 画独 自の中 の決

定 で あ る。従 って,資 金 計 画 に でて くる用語 もそれ ほ ど多 くは ない。 どの生 産 会社 で も似 て い る。 学

説 に よ る と,資 金 計 画の 体系 に は次 の3っ の 類型 が あ るとい われ てい る。 す な わ ち,

類型1:営 業 系 と設備 ・金 融 系 の各 資金 計 画 に 分け る法 。

類 型1[:主 た る資 金 計 画 と運 転 資 金 計 画 とに 分 け る法。

類型 皿:固 定 資 金 計 画 と運 転 資金 計画 とに 分 け る法。

こ こで は類 型 皿 をと りあ げ て考 えて み よ う。 そ こ か ら意思 決 定 の 対象 を以 下 に み て行 こ う。

(1)環 境

銀 行金 利,資 金 調達 難 易 度,増 資基 準,借 入限 度

(2)他 サ ブシス テ ムか ら発生 す る資 金需 要.

設 備 計画,新 製 品開 発 計 画,販 売計 画,生 産 計 画,要 員 計 画,原 材 料 計 画,利 益 計 画 な どで,そ

の内 容 の詳 細 は利 益 計 画 と同 じで あ る。 しか し,資 金 特有 の概 念 で みれ ば,例 えば,個 々の生 産 計

画 か ら発 生す る資 金需 要 は 余 り問 題 にな らない。 それ に は 売 上 一総 費 用 一利 益 の利 益 の概 念 で

十 分 であ る。 せい ぜ い・ 売掛 金 とか買掛 金 とか ら生 まれ る資金 需 要か ,ま た は在 庫 費用 か ら発す る

需 要位 であ る。

上 記 の諸 計 画は各 々資 金 計 画 上 は見積 利 益,減 価償 却,貸 倒 引 当金,支 払 手 形 増減,買 掛 金 増減,

売掛 金 増 減 な どの形 で 表現 され る。 これ は資金 計 画特 有 の用 語 とい って もよい 。 しか し,資 金 計 画

.に は こ うした使途 面 以外 に 源泉 面 も問題 とな る。

(3)資 金 調達

借 入 金,増 資,社 債,外 資 な どが あ る。

(4)経 営 指 標お よ び制約 条 件

流動 比率,当 座比 率,現 金比 率,売 上 債権 対 買入 債務 比 率,固 定比 率,負 債 比 率 な どの経 営諸 指
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標。制 約 条件 として,借 入限 度,1行 借 入 限 度額,増 資限 度額 。

4.2.3資 金計 画 の 構造 と 意義

資 金 計画 は往 々に してPlanningMISの 中 で諸 業 務 計 画の 事 後調 整 的,付 随 的,2次 的 な意思

決 定 の領 域 に あ るサ ブシス テム であ る。

資金 が あ るか ら業務 計 画 を立 て る とい う場合 は稀 であ る。 た と えば,設 備 計 画 を達 成 す るの に資金

は ど うす るか とい うよ うな 要求 で あ る。 この よ うな こ とか ら,資 金 計画 とは 資金 面 で の制 約 条件 を確

認 す るため の計 画 ま たは意 思 決 定 と もい え る。 図4-2-1で は2重 枠 の と ころ が資金 計 画 に深 く関

連 す る。

}

販 計 画

生 産 計 画etc

経 常 的 計 画

パラメータ

例 資金配分

控

性

定

長

タ

安

成

一

例

資 金 計 画

使 途

パラメ ータ

例 自己資本

信用 限度

重点銀行

新製品開発計画

設備計画など

非経常的計画

資 金 計 画

調達 分

」

■

図4-2-1資 金 計 画サ ブ シス テム にお け る意思 決 定 プ ロセ ス
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4.2.4資 金 計 画 で考 慮 す べ き点

資金 計 画 立 案 の過 程 で と くに生産 会 社 として考 慮 すべ き点 は次 の とお りで あ る。

(1)売 掛,買 掛 も含 めて の 見積 利 益

と くに,景 気 の 変 動 に よ る変 化

(2)在 庫 費用 お よ び在庫 資 金

と くに,景 気 の動 向に伴 う在 庫 方 針の 変化 。

(3)新 製 品 開 発 計 画お よび設 備 投 資 に よ る資金 需要

と くに,大 規 模 な場合 の開 発 方針 。

な どが 特色 と して あ ろ う。

情 報 と して は具 体 的 に い ろい ろな数 値 で表 わ せ る。 そ の 中 で考 慮 すべ き点 は,初 期 条件,制 約 変 数,

政策 変 数,経 営指 標 な どが あ る。

① 初 期 条件

1.見 積 利 益 の累積 値

2

3

4

5

6

7
.

&

9

0

1

2

3

4

!

2

3

4

5

1

1

1

1

1

②

③

r

2

減価償却引当金

諸引当金

出資金

長期借入金期首在高

現預金期首在高

受取手形期首在高

支払手形期首在高

売掛金期首在高

買掛金期首在高

固定資産期首在高

流動資産期首在高

社債発行高

株式発行高(資 本金)

制約変数

資金供給高

金利

1行 当 り供給高

増資,社 債発行基準

資金の使途限界

政策変数

安定性

成長惟
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3.諸 引 当 金設 定高

4.新 株,社 債 発行 基 準

5.借 入 金利 子

6、 配 当率

④ 経 営諸 指 標

1.流 動比 率

2.当 座比 率

3.現 金比 率

4.売 上 債 権対 買 入 債務 比 率

5.固 定比 率

以上,い くつ か と りあ げ てみ た が,資 金 計 画 は生産 会社 だ か らとい って それ ほ ど きわ だ った特 色 は

な い。

さ きほ どあ げ た見積 利益,在 庫 費用,新 規 開 発 の変動 に よ って,資 金需 要が 変 わ るのが 目立 つ程 度

であ る。

●

4.3販 売計 画 サ ブ シ ステ ム

4.3.1販 売計 画 の必 要性

販 売 計 画 は生産 計 画 と と もに,双 壁 に立 つ重 要 なサ ブ シス テム であ る。 しか も,こ れ は2つ の点 で

重 要 な意 味 を もってい る。 予測 か ら実 質 的 な裏 付 けの あ る経 営計 画 を行 な うさい の結 合点 に 当 り,ま

た企 業 外 部 と企 業 内 部 の情 報 の結 合 点 に も当 る。 さ らに,ま たPlanningMISの 遂行 上 で,経 営

者 が重 要 な意思 決定 をす る場 で もあ る。

最近 は生産 指 向型 の販 売 体 制 か ら販 売指 向型,さ らに,市 場指 向型 に重 点 が移 行 して きてい る。 こ

の中 堅機械 工業 の イメ ー ジは前 に も触 れ た よ うに,受 注 生産 プ ラス若 干 の見 込生 産 の企 業 を考 えて き

た。 見込 の ウ ェイ トが 高 まる につ れ て,市 場 指 向 型,っ ま り,予 測 と深 く結 びつ い た販 売 計画 サ ブ シ

ス テ ムの特 徴が 現 われ て くる。 従 って,販 売 計 画 シス テ ムに予 測 の入 った広 範 囲 の販 売 サ ブシ ス テム

を考 えな けれ ば な らない。

も う1つ,販 売 計 画サ ブ シス テ ムは新 製 品 開発 計 画 の サ ブ シス テ ム と も深 く関 連 す る。 これ に対 す

る考 え方 に は2通 りあ って,そ の1つ は,通 常 の販 売 ・生 産 計 画 の シス テ ムか ら新 製 品開 発 計 画 シ ス

テ ムを別 の もの として扱 うシ ステ ムで あ る。 他 の1つ は販 売 お よび生 産 計 画の シス テ ムの中 に,新 製

品開 発計 画 システ ム を包 含す る考 え方 であ る。 このい つ れ の シ ステ ムであ るか はその 企業 の新 製品 開

発計 画 に対 す る取組 み方 に よ って ちが う。 それ は さ らに,そ の企 業 にお かれ て い る企 業 の環 境,方 針

な どによ って もちが う。 製品 の ライ フ ・サ イ クルが短 く,常 に新 製品 開発 計画 をす す めな けれ ば,企

業 そ の ものが 淘汰 され て し ま うと ころ では,計 画 は もち ろん,試 作 ラインの よ うな設 備 面 まで,新 製品

開 発 のた めの ものが 用 意 され てい る。

しか し,通 常 販 売 計 画 とい えば,一 応新 製 品 開 発計 画 を切 離 して別 の体 系 に して い るので,こ こで

」

吉
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も,そ の よ うに扱 い たい 。

販 売 計 画 のサ ブ シス テ ム は売 買 で対照 的 な購 売 計 画 シス テムが 比 較 的定 型 化 され てい るの に較べ て,

取 扱 い方 に相 当差 が あ る。 そ れ は前述 した,予 測 や新 製品 開 発計 画 の扱 い 方,ま た は他 の サ ブ シス テ

ム との 関係,さ らに,顧 客 との ネ ゴ シエ ー シ ョ ンに よ りか な りの差 が生 ず る もの であ る。

通常 の販 売 計 画 シス テ ムで の意 思決 定 とい えば,販 売数 量 ・価 格 ・売 掛 な どの決 定 が主 で あ り,そ

れ で十 分 な はず で あ る。 せい ぜ い販 売促 進 な ど が販売 分野 の拡張 と して戦 略 的 に大 きな決 定 にな ろ う。

これ だけ であ れ ば,そ れ ほ ど大 きなPlanningMISに はな りえ ない の で,こ の 販 売 計 画 サ ブ シス

テ ム では通 常 の シス テム に予 測 や新 製 品開 発計 画な どの分 野 もそ の範 囲 に含 め て考 え る。 そ の場 合,

必要 な主 な意思 決定 に次 の ものが あ る。

(1)市 場 方針 の決 定

(2)新 製 品 の開 発 ・増 版

(3)製 品 の増 減販

(4)新 販 売技 術 の導 入

⑤ 販売 員 の増 減 ・配 置

これ らの多 くは全 て関連 を もってい るが,購 買 な ど とちが って,OR的 な科 学 技 法 を駆 使 しに くい。

これ らを通 しての 意思 決 定 は量 以 外 は 明確 な定 型的,限 定 的 な形 を とる ことは少 な く,む しろ方 針 の

よ うな行 動指 針 とな る もの が多 い。

これ らの意思 決 定 を促 が す源 は他 の サ ブ シス テ ム と同 じよ うに い ろい ろ考 え られ るが,そ の 他 シス

テム と若 干異 な る特徴 は,次 元 の ちが う各 方 面 か らの 入力 が多 い こ とで あ る。 そ の理 由 は,前 述 した

とお り,販 売 計画 サ ブシス テ ムが企 業 内 外 の結 合 点 で あ るこ とに よ る。

そ の よ り根 源 的な ものを探 究す れ ば,

(a)製 品 の陳腐 化

(b)市 場 の変質

(C)技 術 の開 発

(d)社 会経 済 の 変革

(e)技 術予 測

(f)経 済 予 測

が あ り,こ れ ら 源 に な る ものの各 々が どの程 度 影 響 を もつ か とい う点 に な る と,前 述 の とお りその 企

業 のお か れ て い る環 境 とか方 針 とか に よ って ちが うはずで あ る。 と くに,受 注 生産 形 態 か 、見 込生 産

形 態 か に よ って採 上 げ る要 素に相 当 の差 がで て こよ う。 後者 であれ ば,経 済動 向,需 要 動 向 等 の予 測

の もつ力 は大 きい。

4.3.2販 売計 画 の対 象

ご く一 般 的 にPlanningMISの 対 象 に な る ものを あ げて み る と,

(D環 境 …製 品 市場状 況,製 品 価 格(相 場)状 況,好 不況 の傾 向

(2}予 測 …新 製品 開 発,需 要予 測,販 売 価格予 測,市 場 占拠 率 予 測,生 産予 測
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(3)受 注 ・販 売 計 画 …販 売 価 格,販 売数 量,販 売条 件,出 荷,売 掛 金 計 画お よび 管 理,得 意先

支 店 計 画

(4).在 庫 計画 …最 適 在 庫 量,在 庫 計画 、

(5)販 売 促進 計 画 …販 売 員 計画,販 売地 域 計 画,ア フ タ ・サ ー ビス計 画(補 修 部品 も含 む),

広告 宣 伝 計 画

⑥ 販 売 標準 計 画 …標準 販 売 価 格,標 準 販 売 条件,信 用限 度,標 準 ア フタ ・サー ビス

な どが あ る,こ の他 に も利 益 計 画 を始 め,他 のサ ブ ・シス テ ム との関 連が 存在 す る。 この うち,

PlanningMISと して大 きな ウェ イ トをか け るべ き もの と して,

第1に,予 測 的 要素 の 強 い もの

第2に,新 規 に 計 画す る販売 戦 略 を必 要 とす る もの

第3に,多 額 の資 金 を必 要 とす る もの

な どが あ る。.

具体 的 な 内容 は主 体 ・時 間 ・環境 な どに よ って ちが って こ よ う。

4.3.3販 売計 画の 構 造 と コ ン トロー ル

ー般 的に販 売 計画 の 位置 づ けを行 な ってみ よ う。

○

画

図4-3-1販 売計 画 と他 の サ ブ シス テ ム との関係
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販 売 計 画は企 業 に と って,実 質性 の あ る中 核 的 な 計画 で あ り,各 サ ブ シス テム と の結 合 の中 心 であ

るこ と を図4-3-1は 示 して い る。 利 益 計画→ 販 売 計 画 →生産 計画 とい う関 連 は,ど の企 業 におい

て もメ イン ・プ ロセ スを形 成 して い る。 これ を さ らに,深 く意思 決 定 の 必要 性 と絡 み 合せ て 考 えたの

が,図4-3-2で あ る。 この よ うな各 要因 が っ く り出 す諸 関係 はPlanningMISの 対 象 とな る
ク

もの で あ ろ う。

見 込生 産 と受 注 生産 の相 違 に つ い て は,「 中 堅 機械 工 業 の生 産管 理 システム ・モデ)vJに 詳 しく触 れ ている

ので,こ こで は別 の見方 でPlanningMISを なが め て み よ う。販 売 計 画 の場 合,原 材 料 計 画 な ど

に較 べ て,手 法 的 な面 はそれ ほ ど確 立 され た もの は ない。 ただ し,製 品 在 庫 の決 定 に原 材 料 で よ く使

うEOQ(経 済 的 発 注量)や 輸送 計画 や販 売 地域 な どの決 定 のた め,OR,数 理 計 画 法 な どの手 法 が

使 われ てい る。

こ こで,販 売 計 画 の サ ブ シス テム を コン トロー ルす るい くっ か の ポイ ン トに つ いて解 析 して み よ ラ。

(1)市 場 方針 の決 定

これ は,い わゆ る販 売 計 画 の戦 略 の 部分 に当 る。 これ は,販 売 地域,販 売品 目,市 場 占拠,販 売

担 当 な どの決 定 の基 本 とな る もの であ る。

この決 定 は その他 の,広 報活 動 な どの要 素 を含 めて,関 連決 定 を行 な うこ とに なろ う。

(2)新 製 品販 売

基本 戦 略 の一 つ で,十 分 な 市場 調 査,徹 底 した広 報活 動 な どに よ って 慎重 な ス ケ ジ ュー リン グの

もとに行 な われ る必 要 が あ る。 通 常 はか な り隠密 の内 に事 を運 び,完 壁 な体 制 を築 い て か ら一 斉に

販 売行 動 を展 開 す る形 を と る。 従 って,時 期 の決 定 が きわ めて大 きい ウ ェ イ トを もつ。 ま た,内 容

の決定 はい くつ か の決 定 を集 合 した もの の決 定 とな る。 部 分的 な決 定 はそ れ がい くつ か の もの に分

かれ て行 く過程 で個 々の細 か い時 期 や内 容 に つ いて 行 な われ る。

そ の1つ1つ に新 規 の決 定が 多 く,そ れだ け後 々まで影 響 の及 ぶ大 きな決 定 とな ろ う。

(3)製 品 在庫 の決 定

製品 在庫 の決 定 は資 金 的 に も負 担 の多 い重 大 な決 定で あ る。 この ため,在 庫 一 掃 の よ うな形 で常

に在 庫 の適 性 化 を図 る必 要 が あ る。 これ を決 め るの は市 況,市 場 の流通 在 庫,生 産 計画,販 売 方 針

な どに影響 を うけ る。 景 気 の波 に の って在庫 を うま く操 れ る企 業 は経 営力 のあ る企 業 とい えよ う。

この決 定 に よ って企 業活 動 は ダ イ ナ ミッ クに動 か せ る。 イ ンダス ト リアル ・ダ イ ナ ミックス の手 法

が活 か せ る分 野 で もあ る。

(4)'販 売 量 と販 売単 価 の 決定

この両者 の決 定 は オペ レィ ショ ナ ルな面 で は通常 的 に発生 す る もの で あ る。生 産 計画 や原 価 計 画

な どと関連 が あ り,自 由 に決 定 で き る とい う もので は ない。

通 常 の販 売 計 画で は大 きな決 定 で あ るが,ど ち らか とい え ば戦術 的 な決 定 に属 す る。

(5)販 売 方 法の決 定

これ は販 売技 術 とい って もよい。 販 売 対 象 を特 定 の 階層 に 向 け てす す めた ため,大 成 功 した事 例

は枚 挙 にい と まが な い。 これ も販 売方 法 の決 定で あ る。 定性 的 な もの が多 く,数 量 化 は で き ない が
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能 率 の よ うな 形 で は表現 す る こと はで きよ う。 例 え ば,あ る計 画で は販 売 能 率 が5%上 が る とい う

表 現 で あ る。

以上,い くつ か の重 要 な決 定 を みて きた。販 売 計 画 は企 業 の存続 発 展 に決 定的 な影 響 を与 え る。 企

業 に よ って は生 産 優先 の型 もあ る し,営 業 優先 の型 もあ るが,販 売 計画 が 一度決 定 され ると,そ れに

もとづ きす べて の 計 画 を調 整 す る必 要 が起 こ って くる。 例 えば,一 度 販 売 計 画が決 ま る と,資 金 計画

におい て もそれ に基 づ いて活 動 が 開始 され る。

そ うい う意 味で販 売 計 画 は相 当重 要 な サ ブ シス テム とい え る。

4.3.4販 売 計 画 で考 慮 すべ き 要 因

販 売計 画 は各 サ ブシ ス テム の結合 点 に位 す るシ ス テム として重 要 な役 割 を果 た す。

従 って,原 材 料 計 画 な どに較 べ て主 体 的 に決 定 すべ き数 値 が多 い。 例 えば,需 要 計 画の よ うな 他 の

サ ブ シス テ ムの 出力 と して で て きた予 測 値 を ど う販 売 計 画の 意思 決 定 に繰 込 むか とい う場合,単 な る

附 随 的 に受 入れ るだ け で はな く,受 入 その もの を ど う扱 うか とい う意思 決 定 す る必 要が あ る。 これ ら

を初期 条件,制 約 条件,政 策 変数 な どの 要 因 か ら考 えて みれ ば次 の とお りで あ る。

(1,)初 期 条件(他 サ ブ シス テム か ら与 え られ た もの も含 む。)

市 場 占拠 率,前 期販 売数 量,前 期 未 製 品在 庫 数 量 ・金額,信 用状 況,標 準 価 格 ・原 価 。

(2)制 約 変数

製 品在 庫 限 度,信 用限 度,資 金 限度,出 荷 限度,販 売限 度,受 注限 度 。

(3)政 策変 数

市 場 占拠 率,改 善 目標値,販 売 目標値,在 庫 目標 値,価 格 目標値,利 益 目標,販 売予 測 値(決 定

値)。

4.4需 要 計 画 サ ブ シ ス テ ム

4.4.1需 要計 画 に おけ る需 要 予 測の必 要性

需 要 計画 サ ブ シス テ ム をOperationalな 水準 で は な くて,Planningの 段 階 で設 計 しよ う

とす る場 合,す なわ ち1)lan'ningMISの ロ ジカル ・フロ ーを考察 す るに際 して は,需 要予 測 に関

す る情 報 は全体 の大 きな部 分 を 占 めてい る。 そ こ で,こ の サ ブ システ ムで は需 要予 測 を中 心 に シス テ

ムの 解 析 を行 な う。 まず 経 営 計 画 と需 要 予 測 との 関係,需 要予 測の体 系,需 要予 測 の手 法,お よび需

要予 測 シス テ ム設 計 上 の 問題 点 等 に つ いて 述べ る。

経 営 計 画 を,当 研 究 にお い て は需 要 計画 の 外,新 製 品 開発 計 画,設 備 計 画,利 益 計 画,販 売 計 画

生産 計 画,要 員 計画,原 材 料 計 画,資 金 計 画の9つ のサ ブシ ステ ムの総 合 した もの と して 把 握 して い

る。 しか し,経 営 計 画 は特 に この 内 の生産 計 画,販 売 計画 お よ び利 益 計 画の3っ のサ ブ シス テム を基

本 的 な柱 と して お り,そ の いず れ の サ ブ シス テム に対 して も需 要 計 画が大 前 提 とな って い るこ とに注

意す べ きであ る。 一般 に需 要 計 画 サ ブ シ ス テム の 目的 は,商 品 が売手 市 場 か ら買手 市 場へ 移 行 してい

くプ ロセ スで の需 要 構造 パ ラ メー タを明 確 化 し,ま た新 た な需 要 創 造 を も主 体 的,合 理 的 に行 なお う

とす る もの で あ る。 経 営計 画 にお け る需 要 計 画 サ ブシ ス テムの相 対 的位 置 は図4一 ユー1に 示 す通 り

,
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で あ る。

図4-4-1需 要 計 画サ ブシス テ ムの位 置
〉
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図4-4-2需 要 計 画 と他 の サ ブ システ ム との関連
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4.4.2需 要 予測 の 体系

需 要 計 画サ ブ シス テム は,大 局 的 にみ て 短期 予 測(1年 以 下)と 長 期 予 測(3年 以 上)に 分類 で き

る。 これ らの短 期需 要予 測,長 期 需 要予 測 を行 な うに際 して は
,ま ず製 品 の グル ー プ化 が事前 処理 と

して な され る。 す な わ ち,製 品 の 動 向 は一般 的 に同様 の用途 の もの は一 括 して同 一製 品 グルー プと し

て需 要予 測 され る。各 製 品 に も各種 の サ イズ や デザ イ ンや品 質 が あ り,同 一 製品 であ って も異 った用

途 や需 要者 を もつ 場 合 に は サ イズ や デザ イ ンに よ り各 々が別 の 分類 を され 予 測 され る こと もあ る。 ま

た製 品 が異 な って い て も用 途 が類 似 して い るた め一 括 して取 扱 か われ るこ と もあ る。 この よ うな体系

化 の作業 は,た とえ それ が お お まか な分類 で あ って も予 測 シス テム か ら需 要 の動 向 を探 り,そ の需 要

に対 処す る計画 を たて るため に は必 要 な手続 きであ る。 さ らに体 系 化 の 別 の 見か た と して,一 つ の製

品 が各 種 の用 途 に用 い られ,し か もそれが 他 の製 品 と代 替 的関 係 にあ る場 合 は,用 途 別 に各代 替 品 と

一 括 して需 要予 測 をす る場 合 もあ る
。

一方
,製 品 グル ー プ化 に よ る需 要 は,全 国需 要 と自社需 要 と に分 け て予 測 され なけ れ ばな らない。

い うまで もな く自社 の需 要 は,国 内 の全 国需 要 の 一部 で あ る。 それ は市 場 占有 率 によ って決 ま るが,

市場 占有 率 は立地 上 の優 位 や 品質 の比 較,価 格 の比 較,セ ール ス ・プ ロモー シ ョ ンな どの要 因 が大 き

く働 い て い る。 また,需 要 を細 か く分 析 す るに は地 域 別の需 要 に 分類 す る必 要 が あ る。 広 くは海 外需

要 と国内需 要 とに 分 け る こ と も必 要 で あ る し,国 内需 要 は地方 別 さ らに は都 道 府 県 別,市 区町村 別,

あ るい は地域 メ ッ シュ別 に 分 け て集 計 す るこ と もあ る。 これ らの需 要 の地 域 別 の予 測 は,工 場立 地,

支 店 ・営業 所 の立 地 だ けで は な く,占 有 率 の決 定 と関係 が深 い。 ま た販 売 割 当 を して内 部 の販売 の コ

ン トロー ルに も利 用 す る こ とが で き る。 これ までは,需 要予 測 に よ る需 要計 画 と販 売予 測に よ る販 売

計 画 との関係 が密 接 で な か った た め不合 理 な市 場 指標 に よ る販 売割 当制 度 が と られ て い たとい う欠 陥

が あ った。

これ らの需 要予 測 の体 系 を 自動車 工業 を例 に と って示 す と、図4-4-3の とお りにな る。

`

、

〇
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図4-4-3自 動 車 工業 にお け る需 要計 画 の プ ロセ ス

4.4.3需 要 予 測 の 手法

需 要予 測 の 方 法 は大 別 して,過 去 の時 間 的変 化 に応 じた需 要 の変 化 を分 析 す る時 系 列 分析(Time

seriesanalysis)と,特 定時 点 に おけ る断 面 構造 を分析 し よ う とす る横 断 面 分 析(Cross-

sectiOnanalysis)と が あ る。実 際 面 に お け る需 要予 測 で は,時 系 列 分析 が主 と して用 い ら

れ,横 断面 分 析 は補 完 的 な役 割 りを果 して い る。

予 測作 業 は(1)デー タ収集,(2)デ ー タ加 工,(3)モ デ ルに よ る推 定 ・検 定,(4)モ デ ル によ る予 測,(5)

フ ァ ク ト ・ ワ イ ンデ ィ ングの5っ の局 面に 分 け るこ とがで きるが,い ず れ の 段 階に おい て も現在

では コ ン ピュ ー タが大 きな役 割 を果 してい る。 時 系 列 デ ータ は,(1)傾 向変 動(ト レ ン ド),(2)循 環 変

動(サ イ クル),㈲ 季節 変動,(4)不 規 則 変 動 の各 エ レメ ン トに 分け る こ とが で き る。需 要予 測 にお け

る投 入 デー タに は,季 節 変 動 の修 正 と価格 の デ フ レー シ ョ ンを行 な った ものが 用 い られ る。季 節 変 動

修 正 の ため に は,粗 デ ー タの うち季節 性 が 分散 分析 の結 果 有意 に出 た ものに つ い て移 動 平均 法 や連 環

比 率法 が 用い られ て き たが,コ ンピ ュー タの利 用 を前提 とす る需要 予 測 シ ス テ ム に おい て は,EP

A法,MITI法,セ ンサ ス局 法 が 用 い られ るべ きであ ろ う。 また価格 の デ フレー ショ ンに 際 して は,
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需 要 分 析に 用 い られ る経 済変 数(実 物面 デ ータ と金 融 面 デ ー タに分 類 され る)は,そ の 変数 に1対1

対 応 す るデ フ レ一 夕で 価 格修 正 が な され るべ きであ ろ う。 固有 の デ フ レー タが 存在 しな い場 合 に は,

GNPな らびに そ の要 素 の イ ン プ リシ ッ ト ・デ フ レー タで 代替 す る。

次 に,モ デル(シ ス テ ム を数 学 的 に規 定 した もの)の 推 定 ・検 定 であ るが,ま ず モ デ ル全 体 の安 定

性 な らび に予 測力 を検 討す る ために シ ミュ レー シ ョ ンを行 な う。 モ デル の推 定 に 当 って は,モ デル の

因果 律 を スペ シ フ ァイす る必 要 が あ る。 こ こで は定性 的 ・定量 的 な独立 変 数 と従 属 変数 間 の因 果 関係

に関 す る理論 や経験 上 の 知 識 が活 用 され る。

こ こで,単 にモ デ ル(模 型)と い う言 葉 が 用 い られ て い るが,モ デル は,こ の場 合単 一方 程式 モ デ

ル と連立 方程 式 モ デ ル とがあ る。 需 要 分 析 に おい ては ,全 国 あ るい は地 域 別 の単品 あ るい は単 一商 品

群 の予 測 に この単 一 方程 式接 近 法 が用 い られ て お り,予 測 手 法 の基 礎 とな る もの で あ る。Plann-

ingMISは,単 に こ うな るで あろ うとい う情 報 に とど ま るだ け で な く,こ うしたい とい う主 体 的

情 報 を も創 造 す る もので あ るな らば,単 一方 程式 接 近 法 に よ る ミク ロ情 報 を常 に尊 重 で きるよ うな シ

ステ ム的情 報組 織 を確 立 して お か なけ れ ば な らない。 しか し,上 記の 単一 方程 式 接 近 法 に もデ メ リッ

トはあ る。最 要変 動 の背 景 に は,経 済構 造 の変動 が あ り,有 形 ・無形 の経 済 変数 ・非 経 済 変数 があ る。

それ らの内 生要 因 ・外生 要 因 を無 矛盾 的(COnSistent)に 観 察 す る必 要 が あ ろ う。 そ う した多 く

の 変数 と'有機 的に 連 動 した 形 で各 変数 の将来 像 を計量 的 に把 握 す るこ とが必 要 に な る。 これ を実現 す

る手 法 として連 立 方程 式 モ デ ル接 近 法 が あ る。 これ に はス エ ーデ ン学 派 の ウォル トを中 心 とす る一方

向因 果連 鎖 モ デ ル と,コ ー ル ズ ・コ ミッ ショ ンの クー プ マ ンス を中 心 とす る相 互 因 果 連鎖 モ デル の考

え方 が あ るが,コ ン ピュー タに よ る予 測 ア ル ゴ リズ ムの進 歩 に よ って,最 近 で は後 者 が多 く用 い られ

て い る。

これ らの連立 方程 式 に よ る予 測 の 場 合,従 来 の め の こ算 に よ る経験 指 向 型 の予 測 との比 較で 予測精

度が 問題 と され てい るが,約3%～5%の シ ミュ レー ショ ン ・テス トの予 測 誤差 範 囲 に 入 るな らば,

モ デル の方 が経験 的 な判 断 よ り上 廻 る とみて よい。 中 堅企 業 に お け る予 測 シス テ ム にお い て は,モ デ

ル の理 論 仮 設 の立 派 さ もさ る ことな が ら,や は りこの予測 精 度 の高 い モ デ ルの 構築 が 第 一 に必 要 とさ

れ よ う。

予 測作 業 に おい て は,外 生 変数 を予 測期 間 内 で い か に簡 単 に見 出す か とい う問 題 が あ る。 これ に は

時 間 との回帰 直 線 を求 めて単 純 外 挿 をす る方 法 と,経 営 目標 と対 応 して戦 略 デ ー タ ・政 策 デ ー タを外

生 変数 に投 入す る こ とに よ り政 策 外 挿 を行 な う方 法が あ るが,こ れ らを用 い る こ とにcl.って,Pla-

nningMISを 有 効 に 活用 す る こ とが で き る。

従 来 は,こ う.した計 量 モデ ルに よ る アプ ロ ーチ で は,き めの細 か さに欠 け る処 があ る とみ られて き

っ た 。 しか し,各 関 数 の 規 定(行 動 方程 式,制 度 方程 式,技 術 方程 式,統 計式,定 義 式)を 行 な

う場 合 に従 来 は,線 型 結 合 だ け を意 図 してい たが,対 数 線 型,非 線型 結 合,ダ ミ、一変数 の適 用 に よ っ

て,統 計 モデ ルの信 頼性 も充 足 され て きた。 また,地 域 メ ッシ ュ ・デ ー タ の集 計に マ ク ロ ・デ ータを'

用い るこ とに よ りマ クロ需 要 予 測 と ミク ロ需 要予 測 も斉合 的 に接 合で き るよ うに な った。 一 方 ,多 変

量解 析 の手 法 を用い るこ とに よ り,ミ ク ロ情 報の シス テ ム ・マ ップが描 け るよ うに な りグ ラフ ィ ック
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化 を可能 に した。

4.5新 製 品 開 発 計 画 サ ブ シ ス テ ム

企 業 の成 長 発展 にお い て新製 品 開発 が持 つ役 割 は重 要不 可欠 な もの で,不 断 に その努 力 が 払 われ な

け れ ば な らない。 この 事実 は企 業 規模 の大 小,ま た は成長 段 階 の差違 に かか わ らず 言 及 で きる こ とで

あ る。 その意 味 で新 製 品 開発 計 画 にお け る意思 決 定 は経 営 計画 とくに生産 計 画 の基 幹機 能 を果 す もの

で あ り,ま た 市場 調査 等 の外 的情 報を企 業 行 動 に反 映 させ るシス テム と して他 のサ ブ シス テ ム に及 ぼ

す 影 響 は大 きい とい わ なけれ ばな らない。

新 製品 の需 要 を予 測 して,研 究開 発 を行 ない,生 産 を実 行 し,販 売 に よ って 利益 を得 るまでに 要 す

る時 間 は,も ちろ ん製品 の種 類 や性 質 に よ って差 はあ るが,か な り長 期 的 な もの で あ り,不 確 実性 を

含 む大 きな危 険 が その背 後 に 負 って い る。新 製 品 開 発 で は将 来 の企業 存続 っ ま り企 業 間競 争 を克 服 し,

短 期 的 市 場競 合 に 耐 えて利 潤 目標 の達 成 を可能 な らしめ るこ と を第1の 目的 として い るこ とか ら・長

期 的 目標 と短 期 的 目標 とい った際 立 った2つ の 目標 を設 定す る ことが望 ま しい わけ で あ る。 これ らの

2つ の 目標 は サ ブ シス テムが 単 独で達 成す る こ とは困 難 で あ る。 つ ま り不確 実 情 報 を主 体 と した入 力

を効 果 的 意思 決 定 に導 くた めに 十 分 な情 報 を他 の サ ブ シス テ ムの力 を借 りず に作 りあ げ るこ とは不 可

能 に 近 い こ とであ る。

企業 にお け る経 営 計 画の あ り方 は これ ら2っ の 目標,す なわ ち長期 経 営計 画 シス テ ム と短 期 経 営計

画 シス テ ム を考 えて,こ の2つ を互 に 相互 補 完 的 に機 能 させ るこ とであ る。短 期 シ ス テ ムは長 期 シス

テ ムの下 位 シス テ ム と して ロー リン グ式 に長 期 シス テ ム のタ イ ム ・スケ ー ルの うえで追 従 して 行 くの

で あ る。 新 製 品開 発 計 画に お け る長 期 サ ブ シス テ ムに は長 期製 品開 発 シス テ ムがあ り,短 期 サ ブ シス

テ ムに は主 製 品開 発 お よ び改良 開 発 な どの製 品 計 画 サ ブ シス テ ムがあ る。

以 後 これ らの サ ブ シス テ ムにつ い て考察 して み よ う。

4.5.1長 期製 品開 発計 画 サ ブ シス テ ム

長 期 製品 開 発 計 画 は長 期 的視 野に立 って企 業 の将 来 ビジ ョ ンを確 立す る こと を 目的 と して行 な わ れ

る。 その構 造 は図4-5'-1に 示 す通 りで あ る。

長 期 新製 品 開 発 計 画サ ブ シス テ ムに お け る意 思 決 定 で の考慮 すべ き中 心 的要 素 は,製 品 の ライ フ ・

サ イ クルの問 題 で あ る。現 行製 品 の サ イ クルが そ の初 期 の段 階 にあ る場 合,ま た は開 発 途上 の製 品 が

十 分 にサ イ クル 的 に次 期製 品 と して 使 われ る見 込 にあ る場 合 に は,更 に先 の製 品開 発の 時 間的 緊 急度

はそれ 程高 くない 。 この ケ ースで わか るよ うに 製 品 の ラ イフ ・サ イ クル は意思 決定 り時 間 的決 断 の 大

きな要 因 とな って い る。

一 般 に製 品 の ライ フ ・サ イクル は図4-5-2の 如 き特 性 を持 って示 され てい る。 この よ うに サ イ

クル は導入 期,成 長 期,成 熟期,飽 和期,減 退期 の5段 階に 分 け られ る。 売上 高曲 線 と利 益率 曲 線 と

の 間に 山の ずれ が見 られ るが,こ れ は市場 競争 の激 化伴 って生 じ る価格 低下 や コス ト ・アッ プに起 因

す る もので あ る。 この よ うな利益 率 下 向化 時点 で の企業 の取 るべ き道 は2つ あ る。 そ の1つ は次 期 新

製品 に よ り利 益 率 を向 上 す るこ とであ り,他 の1っ は製 品 の マ イナ ー ・チ ェ ンジに よ って 利 益率 曲 線

一73一



科学技術の

社 会 環 境分 野

現 行 製 品 の 長 期 需 要 予 測

ライ フ'サ イクル
技 術 予 測

「一 一 ーー 一 一 ー 一 」 一ー ー ー 一一 ー 一 一 ー

一 一 ー 一」 将 来 の 市 場 要 求

新 技 術 将 来 の 製 品

L-一 ー ー 一 一 一 一 ー ー ー一 製 品 の 研 究 ・開 発 一 一 」

図4-5-1長 期 新 製Sn .開発 計 画

＼

売 上 高 曲 線

利 益 率 曲 線

導 入 成 長
.成 熟 飽 和

図 、+2』 ラ,。.サ イクル の離
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樋 び持 ち上 げ る方 法 で あ る.言 うまで もな 帳 期製 品 醗 計 画 の狙 い は前 者 に あ る・ しか し前 者 の

方 法 におい て は市 獺 査,研 究 開 発 設 備授 爵 に多 大 樋 用 を必要 とし・ その成 功 率 は極 め て低 く

大 きな リス クを 負 って い る。

また,後 者 の 方法 を実 行す るのが 製品 計 画 シ ス テムで あ るが,こ の 方法 はあ くまで利 益 率 の応救 的

改善 で あ り長 期 的視 点 か ら見 る と持続 性 が 欠 如 して い るとい え る。

そ こで これ ら2種 類 の方 法 に よ る2っ の シス テ ムの並 行 的実 行 が な され るわ け であ るが,そ の比 重

は企 業規 模 ない し業 種 に よ って 変 って くるであ ろ う。 そ し't新 製 品開 発 に おけ るこれ ら2つ の シス テ

ムのバ ラ ンス の意 思 決 定 は他 の 上 位 ない し下 位 の サ ブ シス テム との 関連 に おい て トップが下 す で あ ろ

う。

これ らの2つ の シス テ ムの 関連 は意思 決 定の 流 れ を通 じて 下記 の 図4-5-3の よ うに表 わす こ と

がで き る。

発

項

開

事

品

定

製

決

期

面

長

計

現 行 製 品 計 画

問 題 点

製 品計 画

の策 定

図4-5-3長 期新 製 品 開 発計 画 にお け る意思 決定 の構 造
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45.2製 品 計画 サ ブ シ ステ ム

このサ ブシス テ ム は前 述 の ご と き現 製品 の改 良等 に よ って 持 た らされ る新 製 品 お よび長 期 計 画 の も

とに開 発 され る新 製品 を扱 う もの で あ る。

この サ ブ シス テ ムに は主機 能 が3つ あ る。 それ らをそ の機能 遂 行 の順 序 に 従 って記述 すれ ば
,(1)製

品研 究・(2)製品 開 発,(3)製 品 設 計 な どがあ る。 これ らは全 く個 別 に 機能 を果 して い るの で はな く互 に

オ ーバ ー ラ ップ した働 きを し て お り,そ の度 合 は各 計 画 によ って違 う。

その意思 決 定過 程 は図4-5-4の よ うな フ ィー ドバ ッ

ク機構 を もって構 成 され る。

製 品 の ア ウ トライ ン と製品 ア イデ ィア間 の フ ィー ドバ ッ

ク機能 に よ って,開 発 す べ き製 品 の具 体 的内 容 は明 確 化 さ

れ る。 製 品研 究 の 段 階で は製 品 開 発 お よ び製 品設 計に必 要

な技術 内 容 の確立 が行 な われ るが,こ れ は一般 に基 礎研 究 ,

応 用研 究 の名 で呼 ばれ てい る もので あ る。 基礎 研 究 は大 企

業 にお い て は設備 や資 金的 に も実 行可 能 であ るが,中 堅企

業 では それ だけ の余 裕 を持 合せ てい ない。 そ の代替 的 手 段

と して企 業 に よ っては技 術情 報 管理 を行 な って い る ところ

もあ る。 この 管理 を行 な うこ とは需 要予 測 を行 な うと同様

に重 要 な情 報活 動 で あ り,応 用研 究 の大 きな助 け とな る も

ので あ る。

製品 開 発 にお い て は生産 技 術 の 現 実 の枠 の 中 で製 品 化計

1市 場 要 求

Ii
「=製 品 の ア ウ トライ ン

し ・

li
製 品 ア イ デ ィ ア

|

,1
・

ヒ製 品 研 究

■
一 製 品 開 発

・ 北

L-一 製 品 設 計

図4-5-4製 品 計画サ ブ システ
ム の研 究開 発 プ ロセ

ス

画が 行な われ る。 この 計 画 は製 品 の量 産 体 制 の確 立 に先 行 して 行 な われ,生 産 計画 へ の具体 的資料 を

提供 す る もので あ る。 した が って この種 の製 品 開 発 は生産 技 術 との間 で フ ィ ー ドバ ッ ク機 構 を形成 し

て相 互 に最 適 化 が得 られ る方 向 に進 め られ な けれ ば な らない 。 製品 設 計 は製品 の最終 的 技術 仕 様 の作

成 であ り,製 造部 門へ の技 術 指 令 と して ア ウ トプ ッ トす る指示 書 を作 成 す る段 階で あ る。

この製 品 計 画サ ブ シス テ ムの入 力 は前述 の ど と く製 品開 発指 令 と して 与 え られ るが その対 象製 品 は

将 来 の主 製 品 とな るべ きい わ ゆ る新 製 品 と,現 行製 品 の マ イナ ー ・チ ェ ンジ に よ る改良 製 品 とに大 き

く分 け られ る。'

これ らの2つ の対 象 は新 製 品開 発 の シス テム内 で 同時並 行 的 に処 理 され るべ きで あ る
。 しか しそ の

市場 性等 の問題 か ら開 発 時 間,開 発費 用 の 内容 は自ず と違 って く る もの で あ り,そ れ らの進 行 を管理

す る機能 が 重 要 な働 きを持 って い る。 改良 開 発 に対 して はか な り早 く反 復動 作 が可 能 な システ ムで な

けれ ば な らず・ それ らの 開 発 は長 期 計 画 のバ ックグ ラ ウ ン ドの もとに実 施 され る もの で なけ れば な ら
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4.5.3意 思 決定 の ため の諸 要 素

新 製 品 開 発 計 画の 意思 決 定過 程 に介 在 し熟 慮 さ るべ き諸 要 因 は他 の サ ブ シス テム と の関連 に おい て

図4-5-5の 流 れ の中 に肥 え る こ とが で きる。 もちろ ん これ らの諸 要 素考 慮 の順 序 関係 は一 意的 で

はな く システ ム内 を流れ る プ ロジ ェ ク トの性 格 に よ って順 序 づ け られ る もの であ りそれ らの重 みづ け

も意思 決 定時 の環 境 や決 定 者 の考 え方 によ り変 って くる。

なお,新 製 品開 発 モ デ ルに つい て は,ケ ー ス ・ス タデ ィ としてDYNAMOに よ るコ ン ピュータ・シ ミ

ュ レー シ ョンを取 上 げ,そ の結 果 を第5章1節 に 報告 して い る。

開 発 資 金'

資 金 計 画

材 料 可 能 性

図4-5-5新 製品 開 発 計 画 と他 の サ ブ シス テム との関 連
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4.6生 産 計 画 サ ブ シ ス テ ム

4.6.↑ 生 産計 画 の必 要 性

生産 会社 で のPlanningMISの 中 枢 は前 に も述 べ た よ うに,販 売 計 画 と生産 計 画 とで あ る。

この両 者 の 意思決 定 の メ カニ ズム と 目的 の達 成 とは,そ の他 のほ とん どのサ ブ シス テム に直 接 また

は間 接的 に関 連 す る。 生産 計画 は物 を生 産 す る過程 で の計 画 で あ り,直 接 管 理 フ ァ クタを対 象 とす る。

従 って,生 産 の対 象物 の変革 は シス テ ムの あ らゆ る面 に影 響 を及 ぼす 。 そ れに応 じ て生産 計 画 を再 度

変 更す る必要 もで て く るし,意 思 決 定 を仕 直 す 必 要 も起 こ って くる。 もちろん生 産 に お け る意思 決 定

は生 産 計 画 に よ って その 対象 とな る もの の静 が決 め られ る もので あ る。 そ こで何 故 生産 計 画で 意思 決

定 が必 要 か とい うこと を考 えて み よ う。 それ はお よそ次 の よ うな決 断 の た めの意 思決 定で あ ろ う。

(1)新 製 品 の開 発 お よび着 手

(2)製 品 の変 更 お よび 改 良

(3)生 産 規 模 の拡 大 お よび縮 少

(4)生 産 方法 の変 更 お よ び改 良 .

(5>'原 材料 の変更 お よび改良

(6)製 品在 庫 の基 準 設 定お よび改 訂

(7)生 産 要員 の配 属 お よび異 動

(8)出 荷 な らび に運 搬 方法 の決 定 お よび変 更

これ らは他 の 計画 と同 じ よ うに単 独 で行 な われ るこ とは少 な く,複 合 的 に併 せ て意思 決 定 され る こ

とが多 い。 しか も,生 産 計 画 は前述 した よ うに生 産 会社 で は中枢 的 計 画で あ り,他 の サ ブ シス テ ムの

計 画に強 い影 響 を与 えてい る。 例 えば,(3)の 生 産 規模 の拡大 お よび縮 少 は設 備投 資 に関 係 があ り,ま'

た,(6)の 製 品在 庫 の基 準 設 定 と改 訂 は資 金 計 画 と大 きな関 連性 を もらてい る。従 って,生 産 計画 で の

意思決 定 は生産 計 画の面 につ いて 考慮 す るだ け で は十分 で な く,他 の サ ブ シス テム の計 画 と も併 せ て

意思 決定 す る必 要 が あ る。

この よ うな意 思決 定の 必要 を要請 す る要因 と して,お よ そ次 の よ うな項 目が あ げ られ る。

(a)顧 客 市 場 の質 また は量 的変 化

(b)製 品 の陳腐 化 お よび多 様 化

(c)販 売 競争 か ら生ず る要請

(ld)収 益 増 大 の要請

(e)費 用 低減 の要請

(f)安 全 ・公害 お よび社 会的 問 題 の提 起

(g)購 買 市 場 の質 また は量 的 変 化

(h)景 気 動 向 の変 化

(D労 働 力 の変 革

(j)社 会 資本 の充実 また は変 化
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(k)各 種技 術 水準 の向 上

この各 々は前 記 の意 思決 定 の 内 容 とい ろい ろ な組 合 せで 対応 す る ことが 考 え られ る。

4.6.2生 産計画 の 対 象

これ らの意思 決 定 の対 象 とな る もの は,生 産 計 画に含 まれ る各 項 目お よび そ の細 目で あ るが,そ の^

実際 は企 業 シス テ ムの環 境 や特 性 に よ って ちが う。 以下 に その 要因 を列 挙 す る。

ω 環 境 …他社 設 備能 力,労 働 賃 金 水 準,公 的生 産 制限

② 生産 予 測 …機 械稼 動 率予 測 、要 員 稼 働率予 測,生 産 能 力の予 測,原 単 位 お よ び原 価,歩 留 り,復

元量予 測,生 産 方 針

(3)生 産 計 画(細 目)… 大 日程 計画,中 日程 計 画,小 日程 計 画 な ど期 間別 サ ブ シス テ ム,工 数 計 画,

負 荷計 画,作 業 計 画,在 庫 計 画,外 注 計 画,出 荷 計 画,輸 送 計 画,原 価 計画 の内 容 別 サ ブ シス テム

(4)生 産 関 連の 諸 計画

販 売 計 画 原 材 料 計画,要 員 計 画,新 製品 開 発 計画,設 備 計画,資 金 計 画,利 益 計 画

⑤ 他 のサ ポー テ ィ ング ・シ ス テム

電 力,用 水,倉 庫能 力,構 内運 搬能 力,保 修能 力 な ど生産 シス テム を有 効 に活 かす シス テ ム。

46.3生 産計 画 の構 造 と コ ン トロー ル

前 述 した よ うに,生 産 計 画 は生 産 会社 のPlanningMISの 中枢 的部 分 であ る。 この 一 つ を動 か

す ことに よ って,必 ず他 の部 分 へ も波及 す る。 しか も,貨 幣 価 値に投 影 一 元 化 され た利 益 計 画 な どと

ちが って,直 接 管 理 で き る フ ァクタ を多 く もって い る。 生産 計画 を たて る1っ のパ ター ンと して,何

某 かの 利益 を うけ る ために,何 某 か の 売 上高 を達 成 す る必要 が あ る。 それ だ け の売 上 高 をあ げ るに は,

これ だけ の生産 計画 が 必要 で あ る,と 考 え を進 め て行 くや り方 もあ る。 その 発想 か ら出 発 して実際 に

生産 計 画を組 ん で み た ら,要 員,原 材料 な どが ネ ックに な り,そ れ を どの よ うに解 決 す るか とい う問

題 に つい て は他 の シ ステ ム との連 繋 を はか りなが らよ り健全 な シス テ ムへ と方向 づ け ることで あ る。

上 記 の よ うな思 考錯 誤 を何 回 か繰 返 えす うちに 妥 当 な結 論 を うる ことに な る。 この よ うな発 想 と手 順

か ら,企 業 にお け る意思 決 定 プ ロセ スが解 明 され モ デル が構 築で きる。図4-6-1は 企 業 に おけ

る意 思決 定 の構 造 を示 す 一 つ の 例 で あ る。 この 図 は現 有製品 売 上高 と新 製 品売 上 高 と労 務 ア ップ分

の吸 収 と の3っ の アプ ロー チの 中 か ら売 上高 が 決 め られ る一例 を示 して い る。 そ の過 程 で もっ と も基

本 とな って い るの は,現 有 製 品 の販 売 ・生産 につ い て の考 え方で あ る。 計画決 定 の順 序 と しては始 め

に,こ れ らの主 要事 項 を固 めて,会 社 の方針 ・環 境 を再考 慮 す る とい うことに な ろ う。

図4-6-2は 製 品 と他 の 要 素 との関 係 お よ び制約 を示す例 であ る。

この図 か ら もわか るよ うに製 品 の製 造 計 画 を変 え るこ とは,要 員 や資金 の計 画 を は じめその他 計画

に大 きな影 響 を与 え るこ とに な る。

、
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図4-6-1企 業 にお け る意思 決 定 の 構造

・

↓

δ

図4-6-2製 品 とそれ に 影響 を与 え る要 素
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4.6.4生 産 計画 にお いて 考 慮す べ き 点

生産 計 画 の 中 で 考慮 すべ き諸 点 にっ い て 以下 に述 べ よ う。 まず第1に 生産 会社 に お け る企 業 システ

ムの環 境 お よび特 性 は何 か とい うこ とで あ る。 これ らの状 況 に よ ってPlanningMISの 姿 は各 々

ちが っ た もの とな ろ う。

第2に,生 産 計 画 は他 の諸 計 画 と深 い関 連 を もってい るとい うこ とで あ る。 その 中 に は通 常 の生 産

計 画 に必 要 な もの は もちろん 間接 的 に 影響 す る要 因 も考 慮 に 入れ なけれ ばな らな い。 それ 以外 の もの

で と くには っき りと明示 で き る要 因 と して,初 期条 件,制 約 変数,政 策 変数 の3つ があ る。 その 内容

は上に の べ た生産 会社 の企 業 シス テム のお かれ て い る環 境 お よ び特性 に よ って決 め られ る。 そ こで こ

れ らの 要因 の うち生 産 会社 一般 に共通 して み られ る もの をい くつ か を拾 いあ げ て み よ う。

① 初 期条 件

1.期 首製 品 ・仕掛 品 ・部品 ・原 材 料在 庫 量

2.主 要 部 品 構 成

3.生 産 順 位

4.標 準 原単 位

5.標 準 コス ト

6.生 産 お よび在 庫 期 間

7.設 備 額(減 価 償却 高)

8.標 準作 業 量

9.標 準 負荷

10.製 造消 化残

② 制 約変 数

1.生 産 能 力(標 準 ・限 度)

2.作 業 時 間(限 度)

3.負 荷 限 度

4.輸 送 限 度

5.在 庫 限 度

③ 政 策変 数

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

標準在庫量

生産品目順位

成長品目

操業度

生産最低ロット

内外作区分

歩留りなどの経営努力指数

生産能力増強(設 備計画と関連)

一81一



9.工 数 低減 率 な ど経 営努力 指数

こ う した要 因 を モデ ルの 中 で変 え る ことに よ り企 業 シス テ ムの 生産 計 画の 変 化 を知 るこ とが で き・

PlanningMISで の生産 計 画の妥 当 性 を追 求 す るこ とが で き る。

さてt・ここで われ わ れが想 定 す る企 業 の イ メ ー ジは第3章3節 「環 境 と制約 条件 」 で もふ れ た よ う

に次 の よ うな状 況 下 に あ ると ころ を想 定 して い る。

1.資 本金5～50千 万 円位

2.従 業員 数500～1000人 程 度

3.組 立 ・加 工 な ど一応 の サ ブ シス テ ムの揃 った組 立機 械 工業 であ る こと

4.繰 返(継 続)生 産 方式 で あ 冶 こ と

5.部 品 中心 主義 の製 品 系列 で あ る こ と

6.指 示型 生 産 管理 か ら脱 皮 した管 理 方 式 で あ る こと

7.情 報処 理 セ ンタ ーの 利用 で き る こ と

な どで あ る。

しか も,自 らが 合 理 化に努 力 を し,自 らの技 術 力 で解 決 で き る企 業で あ る。 これ か ら限定 され る企

業 は,図4-6-3の うち組 立 業 で しか も最終 財 また は中間 財 を生産 形 態 とす る領 域 の もの であ る。

業態
生産形態 組 立 業 装 置 業

最 終 財 (例)自 動 車 ・電機
製 薬 ・ 紡 績

中 間 財 部品(自 動車) 化 繊,製 紙

生 産 財 プ レ ス ・ 金 型 鉄 鋼 ・ 化 学

図4-6-3企 業 の形態

従 って,こ の生産 会 社 の特 性 は,例 え ば生 産 設備 でい え ば,組 立 工程,加 工 工程,中 間組 立 工程 な ど

を もち,一 部 受 注生 産 で大 半 は見 込生 産 の 生産 方式 を有 す る企 業 であ るこ とが想 定 され る。 こ うし た

生産 形態 で と くに 考慮 すべ きこ とは,他 の生 産 会社 と異 な る製品 を独 自 の力 で開 発 し,販 売 して い る

企 業 で あ るこ とで あ る。

なお,企 業 にお け る意思 決 定 プ ロ セス の1例 を図4-6-4に 示 す。
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図4-6-4企 業 に お け る意 思 決 定 プ ロセス
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4.7設 備 計 画 サ ブ シ ス テ ム

この設備 計 画 サ ブ シス テ ムは・ 生 産 設備 に 関 す る設 備 投資 の 問 題で あ る と限定 して と りあげ る
。

そ して,

(1)設 備 投 資 の必 要 はな にか

(2)設 備 投 資 の対 象 は どれ か

(3)設 備投 資 の方 法 と して な にが選 ばれ たか,ま たは選 ばれ るべ き か

を まず解 明 し,

(4)そ の 設備 計 画 の推進 に あ た って考 慮せ ね ば な らぬ 要 因 は なに か

㈲ そ の設 備 計 画 の実 現 の ため に は どん な手続 きが 必 要 で あ るか

を組 み たて るこ とに よ って,経 営 目標に たいす る達 成 度 を推 定 し,そ の実 行可 否 の判 定 を行 な うもの

で あ る。

4.7.1設 備 投資 計 画 の必 要性

生産 に関 す る設 備投 資 計画 は,企 業内 外 の情 勢 変 化 に よって次 の意思 決 定 の必 要 が 生 じた ときに た

て られ る。

(1)新 製 品(新 しい商 品)の 開 発

(2)モ デ ル チ ェ ン ジ

⑧ 製 品 の 改良

(4)生 産 規 模 の拡大

㈲ 老 朽設 備(ハ ー ドウ ェア)の 取 替

(6)新 しい生産 技 術(ソ フ トウェ ア)の 導 入

これ らの 必要 は単独 に生 じ る もの で は な く,し た が って これ らの 意思 決 定 も単 独 に は行 な われ ず,

い くつ か の 必要 が組 み合 わ され て 提 出 され
,判 断 され る もの で あ る。 それ は,こ れ らの必要 を生 む企

業 内外 の情 勢 変 化 が決 して単 純 一 様 で はな い か らで あ る。 こ こに示 した6っ の行 動 目標 は ご く大 まか

な分 類 で あ る。 これ らは,次 に続 く方 法 ・手続 きの選 択 の プロ セス を困乱 させ る ことの ない よ う
,す

じみ ちを つけ る意味 で 分 け たの で あ る。

こ こで これ らの必 要 を要請 した企業 内外 の情 勢 変 化 を考 えて み よ う。

(a)顧 客 市場 の質 の 変 化 →(1)

(b)製 品(の 評 価)の 陳腐 化 →(2)

(c)販 売 競争 か ら生 じ る要請 →(3)

(d)収 益増大 の要請 →(4}

(e)費 用 低減 の要請 → ⑤

(f)安 全 ・公害 問題 の提起 →(6)

これ らの要 請 事 項 は大 略D～(6)に 対 応 づ け られ るが
,実 際 に は も う少 し複雑 な関 連 が考 え られ る。

これ を図4-7-1に 示 す。
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この図 で は,・上記 の6つ の行 動 目標 の他,増 販 の要請,製 品 力 の強 化,生 産力 の強 化,開 発投 資 の

節約,設 備投 資 の節 約 とい うサ ブ ・プ ロセ スが追 加 され て い る。

4.7、2設 備 計 画の 対 象

これ らの意思 決 定 の対 象 とな る もの は,次 の項 目で あ る。 この 項 目分 類 は,資 産 項 目分 類 に した が

って い る。

(1>土 地 …工 場 の建 設 用地,拡 張 用地,材 料 や製 品 の置 場 所,動 力供 給 の施 設 や 福 利 厚生 の施

設 の ため の用 地 な ど。

(2)建 物 … 工場,倉 庫,事 務 所,動 力供 給 施 設 や福 利厚 生 施 設 な どの建屋 。

⑧ 機 械 … 工作 機械,プ レス,熔 接 機 械 な ど。

(4)装 置 …塗 装 や洗糠 の装 置,コ ンベ ア,シ ス テ ム,材 料 や 製品 の貯 蔵 や収納 ・搬 出 の 設備 な

ど。

㈲ 車 両,運 搬 具 … トラ ッ ク,ク レ ン,構 内運 搬車 両(ホ ー ク リフ トな ど)な ど。

(6)型 …… プ レス型,鍛 造型,鋳 造 型 。

(7)治 具,工 具,検 査 具。

(8)吊 具,容 器,備 品 の 類 。

⑨ シス テム …制 御 シ ス テ ム,情 報 シス テ ム,管 理 シス テム な ど。

この シス テ ムに 関 して は,現 在 のわ が国 で は資 産 と して評 価 す る習慣 が で きて い ない ので,財 務 面

で は人件 費 な どに 換算 して短 期 の費 用 と して相 殺す る必 要が あ るが,最 近 の 設備 計 画 で は省 力投 資 の

規 模 が非 常 に大 き くな って来 て い るた めに,こ の システ ムの費 用(投 資)が 一度 に落 し きれ ぬ ほ どの

額 に な ってい るので,新 しい評 価 シス テ ムを生 みだす 必 要 があ る と思 われ る。 そ の場合 に問 題 とな る

の は,シ ス テ ム とい う もの が 目で確 認 で きない とい うこ とであ る。NC工 作 機 械 や トランス フ ァ ・マ

シンの よ うに は っ き りした物 が あ る ものは未 だ よい ので あ る。 目に は っ き り輪 廓 が映 るハ ー ドウェ ア

を と もな うもの は財 産 と して計 上 で き る。 した が って工 作機 械 や試 験 機 な どの全 自動 化 シス テム は,

工作機 械 や試 験 機械 の価格 に織 り込 ん で財務 的評 価 を す ることが で き る。 しか し管 理 シス テム とな る

とそ うはゆ か ない。 事 務 手続 きや伝 票制 度 な どは それ程 大 きな開 発 費 用 はか か らない が,コ ンピ ュー

タ ・プ ログ ラムの 価値 評 価 は ま こ とに難 か しい。 この ことが,コ ン ピ ュー タ ・プロ グ ラムの 流通 市場

が形 成 され ない ひ とっ の要 因 に な って い るので はない か と思 わ れ る。

4.7.3設 備 合理 化 の方 法

生産 設備 の仕様 は,そ れ ぞれ の企 業 の市場 や体質,製 品 の特性 な どに よ って大 き く変 わ るか ら,本

来 その計 画 もそれ ぞれ の企 業 を離 れ て は考 え られ ない。 こ こで は,ご く一般 的 な方法 を考慮 す るに と

どめ る ことにす る。 「般 化 して 考 え ると生 産 設 備 に対 す る仕 様 に は次 の8つ の方 法 が あ る。

(1)新 工 場 の 建設

② 新 工場 の 拡張

㈲ ライ ン(ま た は シ ョ ップ)の 拡張

(4)ラ イ ン(ま た は シ ョ ップ)の 改 造 と,工 程 の再 編 成
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δ

㈲ 機 械 装 置 の改良 と取替,お よび工 程 の再編 成

(6)車 両 や運 搬 設 備,備 品 類 の代替 と増 設

(7)型,治 具,工 具類 の改造 や取替,購 入

(8)フ ロー ・シス テム(ま たは運 搬 シス テ ム)お よ び コ ン トロール ・シ ス テム の再編 成 と自動

化

これ らの う ち(1)・N(7}までの方 法 は,ノ ご一 ドウ ェ ァに関 す る もの であ る。 そ して(1)～(7)へ至 るほ ど レ

ベ ル(規 模)が 低 く,上 に 行 くほ ど費 用(投 資)が かか る。 夫 々上位の レベ ル では,大 な り小 な り下

位 の レベ ルの 問題 や方 法 を含 んで い る。(8)は ソ フ トウiア の問 題 なの で(7}まで とは 次元 が違 い,一 律

に比 べ られ ない。 それ て前節 で問 題 に した内 容 を と もな って い る。

レベ ル の高 い方 法 が選 択 され た場 合 に は,夫 々に 含 まれ る下 位 レベ～レの方 法 にっ い て 十分 に考 え合

わせ る必 要 が あ る。

この 要請,必 要 か ら方 法が 導 き出 され る プロセ ス を,図4-7-2に 示 す。

この 図 で示 した い こ とは,ど ん な場 合 で も システ ム の合 理 化,自 動 化 に取組 まね ばな らず,ま た そ

れ に帰 着 して ゆ くとい うこ とで あ る。,

`

■
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4.7.4設 備 計画 の 展 開

あ る計 画が真 に優 れ た もの であ った か ど うか とい うこ とは,そ れ が実施 に移 され,そ の結 果 をみ て

は じめて明 白に な る。 しか し計 画 を実 施 す べ きか 否 か,GOかSTOPか とい うこ とは,そ れ 以前 に

決裁 せ ね ば な らぬ 貴 重 な意 思 決 定 問 題 で あ る。 あ る計 画に たい す る真 の評 価 は,そ れが 実施 され な け

れ ば え られ ない とい うと きに,意 思決 定の重 大 さ を示 す もの と して決 ま るの で あ る。 この評 価に至'『

スパ ン(タ イ ム ラグ)が 大 きい程}意 思 決 定 の重 さが大 きい とい え る。 そ して設 備 計 画の 決 裁が と く

に重 要 な経 営 問題 として 採 り上 げ られ るこ とが多 い の は,こ の タ イム ラグが非 常 に 大 きい 為 で あ る。

ORで よ く云 われ るこ とは,代 案 をた て るこ と,そ れ らの代 案 を比 較検 討 して最適 解 を探 し出す こ

とで あ る。 し か し意 思決 定 とは その よ うに単純 な比 較選 択 の問 題 で割 り切 れ るか ど うか大 変疑 問 に思

え る。 意思 決 定 が もし比 較選 択 の問 題 と云 え る とす れ ば,そ れ は,YESかNOか を選 ぶ と きで あ る。

あ るい は これ に もうひ とつ追 加 して,GO,ON,REJECTの いず れ か を 明確 に示 す こ とであ る

とい って もよい 。 これ が真 の決 定 で は ない だろ うか 。

計 画 とは実 施 をす るため に た て られ る もので あ る。実 施 とは行 動 を す るこ とで あ る。 若 しあ る行動

が予 定 され た と して,そ れ に た い す る代案 がい くっ もあ るとい うの は何 を意 味す るのだ ろ うか。 それ

はい くつ もの行 動 の しか たが あ る こ とを意 味 して い る。 極 端 な場 合 「右 にで も左 にで も行 か れ ます 」

とい うこ とで あ る。 つ ま りこれ か ら富 士 山へ 登 ろ うとい うのに,「 吉 田 口か ら も御 殿 場 口か ら も,ど

こ か らで も行 かれ ます 」 とい う こ とであ る。

しか し,こ ん な卑法 な云 い 方 が あ るだろ うか 。 これ は 「私 は どれ で も良 い のです,貴 方 の い ＼な り

に な ります よ 」 とい ってい るの で あ る。 つ ま り,も っとは っき りい うな らば,「 私 は何 で もい き ます

か ら,つ ま り私 は万能 です か ら,貴 方 のお好 きな方 法 で何 で もし ます 。貴 方 は この内 の どれ か ひ とつ

を好 い と思 うで し ょ うか らその通 りに致 し ます。 」 とい ってい るの であ る。 こん な失礼 な云 い 方 があ

るだろ うか。 これ は,経 営者(意 思 決 定 者)を 無能 呼 ば わ りす る こ とに等 しい の で は ない だ ろ うか。

この混乱 は,計 画 と意思 決 定 と を混 同 した とこ ろに あ る。

計画 を たて る こ とと,決 定 を下 す こ とは厳密 に区 別 され な けれ ば な らない 。 計 画者(プ ラ ンニ ング

ス タッ フ)は,最 も良 い計 画 を たて る義 務 を負 って居 り,決 定 者(デ シ ジ ョ ン ・メー カ)は 正 しい判

断 の下 にYESかNOか を明 示 す る責 任 を負 ってい るの であ る。ORは よ り良 い 計 画 を練 り上 げ る為

のToo1で あ って,意 思 決 定 の為 のToo1で はな い と考 え る。 この モ デル では,Planningの'

Processを 扱 うこ とに して居 り,意 思 決 定 その もの を扱 うこ とを意 図 .してい な いの は そ の為 であ

る。

設備 計 画に おい ては,

(1}準 備 に時 間 が か か る こ と

(2)資 金が 長 期 に わ た って 眠 る こ と

(3)常 に未 知 の 課題 で あ り,繰 返 性 が な い こ と

(4)多 数 の利 害 が か らむ こ と

とい う特 質が あ る。 し たが って その 計 画 は十 分 に吟 味 され た もので な けれ ば な らな い。 計 画 を実 施 す
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べ きか否 かの 決 断 は意思 決 定 者 の もの であ るが,そ の計 画が 予期 し た通 りに動 くか ど うかは,計 画者

の責 任で あ る。 したが って,計 画 を ま とめ あげ るプ ロセ ス にお いて ,ORな りシ ミュ レーシ ョンな り

有 効 な手 法 は大い に活 用 して,そ の計 画 を よ り良 い もの としな けれ ば な らない。

4.7.5考 慮 す べ き要 因

設 備 計 画の場 合 に考 慮 すべ き要 因 と して,極 く一般 的 な もの のみ を挙 げ るな らば,

(1)要 求 され る生産 能 力 とその見 通 し

(2)現 在 の生 産能 力

⑧ 現在 の省 力 化技 術 水準 と,将 来 の労 働 需給 の見通 し

(4)実 施 時 期 とそ の時 点 で の生 産能 力

⑤ 投 資可能 額

㈲ 危 険負 担 の限 度 額

で あ る。

生 産能 力 は,単 一 な数 値 で示 され るだ け で は不 十 分で あ る。 どの程 度 の需 要 見通 しで あ るのか,そ

れ は将 来 も成 長 す る もの なの か,横 ばい な のか,あ るい は あ る時 期 ・期 間 を限 って の もの なの か,と

い う内訳 が不 明確 で あ る と,実 施 後 に トラブル をお こす。 余裕 を見 す ぎ る と過剰 投 資 とな り,そ れ を

恐 れ ると極 め て弾 力性 に乏 し く コス トも高 い設備 に な り下 る。

有効 な投 資 をす るの は,現 状 の認 識 が正 確 で な けれ ば な らな い。現 在 の能 力 は工 程 の どの部分 に規

制 され てい るのか,ま た,現 在 手 持 の どの製 品 が余 力 が あ り,ど れ が ネ ックに な って い るの か とい う

こと を十 分認 識 しな けれ ば な らな い。単 に加 工能 力 の み で な く,労 働 関係(人 員 配 置や個 々の技能 力)

や製 品 ミクス迄 考慮 しな けれ ば な らな い。

省 力化投 資 に は まと ま った資 金 を要 し,し か も新 しい機 械設 備 を群 で更 新 しな けれ ば な らない。 個

々の対 策 で は大 きな期 待 は で きない の が常 で あ る。 したが って労 働事情 の 見通 しを正 確 に 行 うこ とと,

目的 を は っ き りさせ た計 画立 案 をす る こ とが 必要 であ る。

大 きな投 資 に は時 間 が か か る。 また生 産能 力 だ けが飛 躍 して も,販 売 力 や マーケ ッ トの 成長 が伴 わ

なけれ ば 高価 な遊休 設 備 と化 して し ま う。 したが って漸進 的,段 階 的 な実施 が 通常 の場 合 考 え られ る。

その よ うな場 合,タ イム ・チ ャー トが しっか りしてい ない と,実 施 が うま くゆか ない ばか りか,実 施

後 に も トラブル の原 因 とな る。投 資 可能 額 は,一 番初 めに指 示 され るこ とが望 ま しい。 この 目標額 が

曖 昧 であ ると,計 画 策定 時 に差 戻 し,練 り直 しの回数 が増 え るば か りか,担 当 者 間 で不 要 な トラブル

をお こす。 そ こで若 しで き るな ら,計 画 の 下限 値 が示 され るの が よい 。大 きな投 資 に は常 に リス クを

伴 な って い る。 この 策 定 が甘 い場 合 に は,将 来 の利益 計画 を大 き く狂 わ せ るか らで あ る。

4.7.6計 画 の判 定 と評 価

設 備投 資 計 画 の判 定 は,そ の計 画策 定 に 当 って,ど の程 度 の指 示 が 為 され たか に よ って異 な った様

相 を示 す。 しか しこ こで は一 般 化 した評 価 項 目に つ いて触 れ るに止 め る ことに す る。

(1)生 産 能 力 の みが指 示 され た時

計 画 は・実 施 可能 時 期,必 要 な労 働 力(生 産 要員),必 要 な設備 の規 模 と仕 様 ,必 要 な資金 を出
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力 す る。 判 定 は資金 と労 働 力 に よ り行 なわ れ る。

② 生 産能 力 と実 施 時期 とが 指示 され た時

計画 は,設 備 設 計,購 入,工 事,検 収 に 必要 な要 員 数,必 要 な労 働 力(生 産 要 員),必 要 な設備

の規 模 と仕様,必 要 な資 金 を 出力 す る。判 定 は資 金 と労 働力 に よ り行 な われ る。

(3)生 産能 力 と投 資 可能 額 が指 示 され た時

計 画 は,実 施 可能 時 期,必 要 な労 働 力(生 産 要 員),必 要 な設備 の規 模 と仕 様,を 出 力 す る。 判

定 は時期 と労 働力 に よ り行 な われ る。

(4)実 施時 期 と投 資 可能 額 が指 示 され た時

計 画 は,生 産 能 力 と製品 ミク ス,必 要 な労 働 力(生 産 要 員),必 要 な設 備 の規 模 と仕 様 を出力 す

る。判 定 は生 産能 力 と労 働力 に よ り行 なわれ る。

㈲ 生産 能 力 と実 施時 期 と投 資 可能 額 とが指 示 され た時

計 画 は,自 由 度 が少 い た め困 難 とな る。

YESな ら,設 備 の規 模 と仕 様,NOで あれ ば,REJECTさ れ る。 判 定 はYES,NOの み

で あ る。

4.7.7意 思 決 定 プ ロセ ス

こ こでい う意思 決 定 とは,設 備 計 画 を作 成 して ゆ く過 程 で の試 行 錯誤 を意 味 してい る。 立 案 され た

設 備 計 画が 妥 当 な もの か ど うか,果 して 経 営の 要求 に答 え られ る もの か ど うか は,立 案 の プロ セス に

おい て吟 味 され るべ き問題 であ る。 立 案 され た設備 計 画 は夢 物語 で あ って は な らず,実 施 を前提 と し

た もの でな け れ ば な らない。真 に信 頼 に足 る立 案者 であ るな らば,そ の計 画 は信 頼 に値 す る もの で あ

るはず であ る。 真 に 信頼 に値 す る立 案者 た らん とすれ ば,そ の計 画 は修 正 を受 け た り,拒 否 され た り

す る もの で あ って は な らな い。 それ故 に 計画 者 は常 に現 場 を把 握 してい る と同時 に,そ れ 以 上 に,意

思 決定 者 の 意図 を承 知 して いな け れ ば な らない。 そ して その立 案 が必 らず決 裁 され承 認 され るよ うに

しな けれ ば な らない。 若 しど うして も承 認 され る見 込 み が な い時 に は,そ の立案 は む しろは っ き り否

定 され 拒 否 され る よ うに作 成 され るべ きであ る。 あ らか じめREJECTさ れ る ことを見越 して その

様 に作 られ た計 画書 は,そ れ な りに 意味 を もってい る。 それ は消極 的 では あ るが,こ の計 画 の実 行 に

は非 常 に大 きな リス クが伴 な う為 に回避 す べ き ことで あ る こと を示 すか らであ る。

しか しこの 表 明 に は 勇 気が い る。 往 々に して それ は個 人 の信 用 を失 うこ とに もな り兼 ね な い。 その

為 に も,意 思 決 定 者 との意 思 の疎 通 は肝 要 であ る。 この様 な無 理 な計 画 は,指 示 され る以前 に,事 前

に回 避 した方 が結 果 と して は良 い であ ろ う。

この モ デル で は その よ うな人 間関 係 は取扱 わ ない方 が賢 明 で あ る。 この モ デルが で きる こ とは,種

々のケ ー ス トラ イ アル を シ ミュ レー トす る こ とによ って・ 仮 空 の結 末 を引 き出 し,そ れ らを比 較 して

あ るOperatiOnを 示 唆 す るこ とで あ る。
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4.8要 員 計 画 サ ブ シ ス テ ム

4.8.1要 員 計 画 の総 合 的な 考 え 方

要 員 計 画 は,PlanningMISに お い て単 独 で十 分 な機 能 を発 揮 す る ことはで きない ・ す な わ ち

他 の サ ブ シス テム と常 に関 連 して 意思 決 定 を行 な うため の もの で な けれ ば な らない 。省 力 化 が進 行 し

なが らも労 働 力 が絶 対 的 に不 足 の一 途 を た ど ってい る現 在,「 職 能 別 ・職 階層 別に み て,将 来 の 必要

要 員 が どの よ うな型 態 を示 し,ど の程 度 の規 模 に な るか」 を予 測 す るこ とは非常 に大 きな問 題 で あ り,

この 面で は需 要 計 画 や販 売 計 画 との関 連が 大 きい。 当 然 の こ となが ら,要 員 計 画で は単 に必 要 な要員

の頭 数 を そ ろ え るとい う考 え方 で は な く,各 組 織 の機 能 を十分 に果 す た め に どのよ うな能 力 を有 す る

者 を何時 採用 し,教 育 し,配 置 し なけ れ ばな らな いか とい うか な り広い 範 囲の対 策 を考 え る もの で な

け れば な らな い。

この よ うに,要 員 計画 設 定 に際 して は1っ1っ の サ ブ シス テ ムの要 員問 題 を別 々に と りあ げ るの で

はな く関 連 した問 題 として総 合 的 に と らえ な けれ ば な らな い。

す な わ ち,人 事 政 策 や設備 ・資金 ・販 売 ・生 産 ・開 発 とい った サ ブ シス テ ムを連 繋 させ て,総 合 的

な計 画判 断 を行 な え るよ うな体 制 を確 立 して お く必 要 が あ る。

図4-8-1は,PlanningMISの 他 の サ ブ シス テ ム との関 連 をマ ク ロ的 な立 場 か ら考察 し,

要 員決 定 の プ ロセ ス を展 開 して い る。

① マ ク ロ的 な要 員 の決 定

基 本 的 な問題 と して,将 来 の企業 環 境 が組 織 を ど う変 えて 行 くか とい うこ とが あ る。 と くに大 き

な 要 素 として社 会,政 治,経 済,技 術 上 の 変 化 が あ るが,こ れ らの環 境 変数 をモ デル にい か に組 み

込 むか とい うことは意 思 決 定 に重 大 な影 響 を 与 え る。 また,企 業 のPolicyは 計 画立 案 に際 して

の大 きな制 約 条件 とな る。 設備 計画 ・資 金 計 画 ・人事 計 画 の面 か らみた 場合 は,設 備予 算,労 働 装

備 率,労 務 費 用,賃 金 体 系 等 に もとつい て,総 要員数 が設 定 され る。

要員 計 画 のPIanningMISで は,利 益 計 画 に再 づ き資 金 計 画が た て られ,そ こ で政 策 変数 と

して の労 働 分配率 が組 織別 に 決定 され る。 一 方,現 場 に お け る各 部門 か らの要求 で は,職 場 別 に ど

れ ほ どの要 員 を必要 とす るか とい うこ とで それ らの 資料 を総 合 し,こ れ に資 金 計 画 よ りた て られ た

目標達 成 可能 な労 働 分配 率 をか け て按 分 し要 員 を調整 す る。 む ろん,こ れ は要 員 計画 をた て る場合

の1つ の考 え方 で あ る。 計 画の たて 方 も資金 計 画中心 の考 え方 と現 場 中 心 の考 え方が あ るが,最 近

では現 場 の機能 や能 力 を 日常 の資料 か らPlanningMISの 中 で と らえ るこ とが 可能 なので,あ

ま り現 場 か らの特 別 な資料 を要 員 計 画 の ため に必 要 と しな くな って きて い る。

② ミク ロ的 な要 員 の決 定

販 売 計 画か らは 売 上 目標 が,生 産 計 画 か らは 生 産 量(高)や 生産 設 備 が,新 製 品 開発 計 画 か ら

は開 発予 算 がそ れぞ れ の計 画 に もとつ い て設 定 され る。 これ らの予 算 の うちの要 員 管 理 費用 と人事

計 画 に もとつ い た人 員配 分 の計 画 を もとに要 員 は決定 され る。 た とえば,生 産 部門 にお い て は,生

産 量 が決 定 すれ ば,生 産設 備 や 生産 方式 が 定 ま り,こ れ に 要す る工数 か ら作 業 要 員 が算 出 で き る。
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図4-8-1マ ク ロ的 にみ た要 員計画 の プ ロセ ス
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一般 に組 織 にお け る要員 構 成 の要 素 と して
,職 種,職 能,部 門,性 別,年 令,学 歴 な どが あ る。

質 的 な要員 構 成 に つい て考 え て み る と,た とえ必要 要 員 の人 数 が そろ った と して も,そ の組 織 に 目

標 を達 成 す るだ け の能 力 が な けれ ばそ の計 画 は要 をな さな い。 この よ うな問 題 に対 処す るた め職能 別

に能 力基準,作 業基 準 を決 め 質 と量 の 両面 か ら要 員 の管 理 を行 な うことが の ぞ ましい。

要員 計 画で1番 重 要 な こ とは組 織 に対 す る分 配 率の 決 定 で あ るが,こ れ は企 業 の各 部 門 別の 分配 率

をPolicyと 経 験 に よ る実 績 との 関係 か ら決 め られ る。 従 っ て要 員 計画 決 定 の重要 な点 は,マ ク ロ

か ら ミク ロまで の プロ セス の状 況 を十 分把握 した 上で,目 標達 成 の た め に1番 効 果 的 な分 配率 を決 定

す る ことであ る とい え る。

もちろ ん,最 適 な分 配 率 を見 出す ま でに は定 め られ た制 約 条件 の もと でパ ラメ ー タの入 力 デ ー タを

変 化 させ て長期,短 期 の 計 画 の中 で思 考 錯誤 が 十 分繰 返 され な けれ ば な らない。 す なわ ち,要 員 の適

正 な分配 を決 定 す るに は予 測 値 と実 績 値 とが,一 致 また は,妥 協 で き る点 を見 出 す まで検 討 され なけ

れ ば な らない 。 当然 の こ とな が ら,現 場 の実状 と要 求 を無 視す るよ うな こ とはで きない の で あ るが,

PlanningMISに お い て はOpeation・a1な 日常 処 理 デ ー タか ら常 に現 場 の状 況 が把 握 で きる

状 態に な って い るの で,生 産 体 制 の変 化 や生 産量 の変 化に 対 して も十 分に 対処 で き る要員 計 画の体 制

は シス テムの 内 に 築 かれ て い るはず で あ る。 この よ うな シス テ ムの モ デル 化 に はPlanning

Levelの パ ワー と,OperationalなLeve1と の パ ワ ー とを,お 互 に有機 的 に結 び つ けて,

それ らの調 整 を 制約 パ ラメー タの選 定 に よ って適 正 人 員へ と収 飯 させ てい くメ カニ ズム を確 立 す るこ

とが重要 な問 題 で あ る。

4.8.2利 益 計 画お よ び資 金 計 画 か らの考 え方

人的資 源の 豊 か さを利 益計 画に持 込 ん で,有 能 な従 業 員 の多 い こ とが 経 営力 や経 営価値 の 高 さを誇

る尺 度に はな らな いで あろ う。一 般 に は計 画 付加 値 高 ×労 働 分配率 か ら労 務費総 額 を算 出 す るが,

そ こか ら福 利厚 生,退 職金 引 当 等 の費 用 を控 除 し た もの が 賃金 総 額 で あ るご この 賃金総 額 と,要 員

算定 規準 を もとに し た1人 当 りの賃 金 とか ら一 般 に は要 員数 が 決 定 され る。

賃 金 を ア ップ し,付 加 価値 生 産性 をあ げ るた め に は,売 上お よび 生産 目標 を達成 し,コ ス トダ ウン

につ とめ なけ れ ば な らない が,こ の 意識 を明確 に持 た なけ れ ば,従 業 員 の生活 向 上 と生 産性 向上 と

の間 に大 きな隔 りが で き る危 険 性 が あ る。 現 に この問 題 は人 件 費 の 上昇 と合 理 化 とい う2点 に おい て

利益 を圧 迫 しつ っ あ り企 業 の大 き な悩 み とな って い る。
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図4-8-2要 員 計 画 の プ ロセ ス(利 益 計画 お よび 資金 計 画)

4.8、3設 備 計 画 か らの考 え 方

従 業員1人 当 りが,ど れ 程 の労 働装 備力 を もつべ きか を推 定 し,こ の装 備率 を高 め る こ とに よ って

生 産 性 を高 め よ うとい う態 度 で あ る。1人 当 りの 人件 費 と この労 働 装 備率 との相 関 に よ り,補 正 しな

が ら総 要員 数 を決 定 す る。一 方,設 備 の規 模,立 地 条件,建 設 形態 に よ り,過 去 の 実績,技 術 水準 等

の比 較 検討 か ら関係 要 員 を算 出す る こ と もあ る。
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図4-8-3要 員 計 画 の プ ロセ ス(設 備 計画)

4.8.4人 事 計 画 か らの 考 え方

物 質 的に も精 神 的 に も,多 種 ・多 様 な生 活 を してい る従 業 員 に仕 事へ の充 実感 を与 え,そ の うえ で

企 業 に おけ る生産 性 向上 を達成 して ゆ くた め に,経 営者 は相 反 す る多 くの事 象 を 同時 に可能 にす る手

を 自 らが見 出 し,実 践 しな けれ ば な らな い。

この よ うな意思 決 定 をで き るだ け可 能性 の高 い もの にす るた めに は,そ の企 業 内 で の職 務 が質 的 に

バ ラ ンスの とれ た構 成 であ るこ とが 望 ま しい。 同時 に職 種 別 の 人員 構成 も明確 化 した 定員 制 を と り,

各 組識 別に 採用 計 画 や人 員 構成 計 画,福 利 厚 生 計 画,能 力向 上計 画を もっ こ とが 望 ま しい。

この よ うな要 員 の 計 画 の考 え方 を基 に,我 国特有 の 日本 的雇 用慣 習(終 身雇 用 制,年 功 序 列主 義)

に合 った計 画 が たて られ なけ れ ば な らな い。

●
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図4-8-4要 員 計画 の プロ セス(人 事 計画)

4.8..5生 産計 画か らの考 え 方

生産 計 画か ら特 に要 員 計 画 に関 連 して い る与件 群 は,生 産 量,生 産 設備,生 産 額 な どで あ る。 生産

計画 は,生 産会 社 に おけ るPlanningMISの 主 体 であ り要員 計 画 も常 に生産 計 画 と他 のサ ブシ ス・

テ ム以 上 に密着 して い なけれ ばな らな い。

① 生 産量 との 関連

これ は従 来 か ら考 え られ てい た 要 員決 定 の尺 度 であ る。
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Q

この算定方法は次のとお りである。

延人員数一総生産量/従 業員1人 当りの生産量

この方法は・単位生産量当りの基準人員か ら割 り出す方法であることか ら,総 人員算定と言 うより

も生産部門要員数を算定するのに使われる。なお,生 産量設定は,製 品の需要や生産能力,生 産単

位,資 材の供給,保 全対策……等の決定から行なわれる。

② 生産設備との関連

需要がふえ,技 術が進歩するにつれ,新 しい生産設備を用意しなければならない。

生産機器 ・工具の発注や新工場の設立は需要や技術進歩を見越してかなり前から計画を実施 して

いなければならない。

生産部門の要員計画もこのような設備の計画段階で,設 備稼動能力,外 注処理能力を考慮して当

然決定される。このように生産設備から派生する要因は,要 員決定に対して,か な りの影響力を持

っている。

③ 生産額との関連

生産量を増大させ,品 質保証を図 ることは生産性を追求して行 くうえで重要なことであり,生

産の安定性を保 ち,企 業の内部体制を固める意味で もその意義は深い。

この生産性をはかる尺度は,付 加価値生産性である。その状況を一般的には1人 当りの付加価値

生産高でみることができる。

`

1人 当 り年間付加 _売 上高一(原 材料費+外 注加工費+購 入部品費+そ の他支払諸経費)価 値 高

延 人 員 教

生算要員の算定は,あ らかじめ付加価値高が過去の統計か ら与えられており,生 産額を予測する

ことにより上記式から計算が行なわれる。

以上,生 産計画サブシステムのうちの①～③の算定方法により,直 接要員が調整 されて決定される

ことになる。直接要員は,業 態とか業種によってどこまでを直接要員と考え,又 はどこまでを間接要

員と考えるかかな り決めに くい問題であ る。

しかしなが ら,こ の直接及び間接部門の要員比率,す なわち直間比率の決定は,要 員算定の配分を

決めるうえで重要な意味をもっている。そこで,こ の直間比率は組織部門の変更,関 係会社の社員出

向,系 列化,新 事業への進出,経 営の多角化といった組織 と計画面のかなり巾の広い領域で無駄なく

決定れなければならない。もちろん,そ れには過去の統計や企業のPolicyを 十分に取入れてゆ く

必要がある。

すでに算出された直接要員と直間比率か ら間接要員が導き出され,さ らに要員の勤務形態,研 修要

員等を考慮して生産部門の総要員は設定される。

■
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新製品
の開発

経 営の
多角 化

社会構造
の 変 化

経営構造
の 変 更

設 備
稼動能力

会社要'請 ・
(公 害)

部 門 の
独立 ・分離

新事業へ
の 進 出

図4-8-5要 員 計 画 の プ ロセ ス(生 産 計 画)

4.8.6販 売 計 画か らの 考 え 方'

販 売 計 画か らの販 売 要 員数 決定 に関 して は,2っ の算 定 法が 考 え られ る。

① 年 度毎 の販 売 目標 額 と,1人 当 りの販 売 目標 額 とか ら要 員 を算 定 す る方法 。

② 販売 予 算 か ら割 当 て られ た販 売 要 員予算 と販 売部 門 にお け る1人 当 りの人件 費 か ら販 売 要員 を算

定 す る方 法。
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この方法と企業環境や販売方針の諸要因をもって調整がなされ,販 売要員が決定される。

販 売 計 画 企 業 の

Poticy

内外 の

景気動向

製 品

在 庫

経済予測

、

'

販 売 目 標 額

1人 当 り販 売 目標額 販 売 関 係 予 算

販売 予 算の 分配

地域開発

自然環境

の変化

販 売 要 員 予 算 額

1人 当 り 人 件 費

地区民力

生活様式

の変化

消費水準

の向上

輸送 力

社会環境

の変化

輸 出力

調

絹}在

需 要

シェアの

拡 大

技 術
予 測

競 争力

成 長

安 定

新規需要

の開拓

新事業へ

の進出

市 場

占有率

流 通 ・

市場動向

マーケ

テ ィング

関連企業

の動向

整

クレーム

処 理

同業者の

増資計画

関連産業

の動向

需要予測

販 売 要 員 数

商 品 の

ライフサイク

系 列化

4

●

2

図4-8-6要 員計 画 の プ ロセ ス(販 売 計 画)

4.8.7新 製 品開発 計 画 か らの 考 え 方

新 製 品計 画で は,社 内 に製品 開 発 の 組織(研 究所)や プ ロ ジェ ク ト ・チ ー ム を確 立 し,基 礎 研 究,

応 用研 究,実 用化 研 究 な どに わ た りダ イ ナ ミックな,一 貫 した運 用体 制 をつ くる こ とが望 ま しい。研

究開 発の チ ー ム ・メ ンバ ー は,そ の研 究 の内 容 に もよ るが,組 織 に所 属す る研 究開 発者 だけ で な く,

試 作 関係 要 員,運 転 関係 要 員,販 売 促進 要 員 な ど各 部 門 か ら,ま た外 部 の ま った く異 った分 野 か らの
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総 合 的 な編 成が 望 ま しい。

しか し なが ら,一 般 に新 製品 開 発 の 計画 は,予 算 的 な制 約条 件 がか な りきび しい た め,要 員 もこの

範 囲で 決 め られ る こ とが多 い。

仏

⑨

●

こ二努 参観

新製品の

開 宴

■

'図4-8 -7要 員計 画 の プ ロセ ス(新 製品 開発 計 画)

4.8.8要 員計 画 サ ブ シス テム の狙 い

以 上,要 員 計 画 の決 定 プ ロセス を,個 々の サ ブ シス テム の機能 と結 び合せ て考察 して きたが,要 員

計 画に お い て と くに重 要 な要 員決 定 の問題 は与件 群 とい くっ か の算 出結 果が,互 に関 係 し合 い,調 整
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が行 な われ な が らに っ め られ て ゆ くとい うことで あ る6

また,ト ッ プが考 え る企 業1)01iCyと 現 場 レベ ル の要求 との調整 を ど う図 るか とい う問 題 で は,

企業 のPOいcyを 貫 きなが ら も現 場 の意 気 を く じ くこ との な い方 策 を打 立 て なけ れ ばな らない とい

うことで あ る。

当 モデ ル は フ ィー ド ・バ ッ クシ ステ ムを形 成 して お り,各 サ ブ シス テ ムが有 機 的 に連結 し てい る。

そ こで直 接 的及 び 間接 的な意 思 決 定 の ため の効果 を得 るに は生 産 計 画の 機能 を中心 に モ デル を操 作 し

制約 条件 や シ ス テム に影 響す る要 因 を動 か して意 思 決 定 の い くつ かの代 案 を作 成 してみ るこ とが 必 要

で あ る。

結 論 と して,こ れ らの パ ラメ ー タ設 定 の全 て が,外 部環 境,業 種,規 模,伝 統,決 定 者 の思 考 な ど

の要 因 に よ り決 定づ け られ るこ とか ら,こ れ らの環 境 や制 約 条件 を もとに意思 決定 プロセ ス を十 分 に

検 討 した うえで計 画 を たて なけ れ ばな らない 。

4.9原 材 料 計 画 サ ブ シ ス テム

4.9.1原 材 料 計 画 の必 要性

生産 の維 持 発展 の た めに,原 材料 に つ い て常時 その 改 良 に努 め る と と もに,長 期 安 定確 保 を 目指 す

の は きわ め て重 要 で あ る。 原 材料 計 画はPlanningMISの 中 で も実質 的に利 益 計 画 に大 きな影 響

を与 え る要 素 で あ る。従 って,そ の対 策 な ど も理 論 的,技 術 的 に 相 当 明確 に定 め られ な けれ ば な らな

いo

攻 撃的 な面 か らみ て企 業 が 発展 の た めに,力 を注 ぐ とすれ ば,そ れ は生 産技 術 や 製品 の 開 発 をお い

て他 に は ない。 原 材 料計 画は そ の意 味 で新製 品開 発 計 画 な ど と並 行 して考 慮 しなけ れ ば な らな い。 機

械 工業 に お け る製 品 は何 千何 万 の部品,原 料,資 材 か ら構 成 され てい る。企 業 では,よ りよ い機能,

よ り安 い コス ト,よ りよい 品質 を もっ た原 材 料 の 探 究 が常 時行 な われ てい る。 企業 に よ って は長 期 間

変 らない原 材 料 構 成 の と ころもあ るが,一 般 の機械 工業 では比 較 的製 品 の陳 腐化 や新 陳 代 謝 が きび しい 。

この よ うな状 況 の中 で,中 堅 機 械工 業 の原 材料 計 画 サ ブ シス テ ムをPIanningMISと して み る

と,2つ の局 面 が あ る。

第1に,比 較 的安 定 した製 品 にお け る原 材 料 計 画の サ ブ シス テ ムで は,在 庫政 策,発 注 政 策 な どが

・比 較 的大 きい地 位 を 占め るこ と。

第2に,ラ イ フ ・サ イクル の短 い,開 発 の 盛 ん な製 品 に対 す る原 材料 計 画の サ ブ シス テ ムで は,新

原 材 料 の開 発研 究,そ の価 格 も含め た予 測,部 品 構 成 の よ うな技 術 標準 の確 立 な どが大 事 な役 目を果

たす こ と。

対 象 の企 業 が いつ れ の傾 向 が 強い か に よ って,PIanningMISの 形 態 は変 って くる。 こ の形 に

よって,意 思 決 定の ポイ ン トも違 って くる。 一 般 的に み て,原 材 料 計 画で は企 業 内 外 の情 勢 の変 化 で,

次 の よ うな意 思決 定 の必 要 が 生 じて く る。

(1)原 材 料 の 変更'

(2)原 材 料 の 改良

一102一

▲

'

&

■



楓

㊥

,

■

新 原 材 料 の

開 発 ・出 現 ＼

＼
＼
＼

原 材料 市場

の 変 化

新 製 品 の

開 発

新 製 造 法

の 開 発

原材 料 内容

の 変 化

!

ノ

メ

＼採
原 材料 消 費

の 変 化

～

＼

＼

＼ ＼
＼＼

新 原材料 の

開 発

原 材 料投 資

の 変更

原材 料 在庫

の 変 更

、1増 販
'増 産 、'

、l

llの 要 請

1/

1∫ 一－tti

lLン1'

/才 つ

//1/

//i/
/1/

/

費 用 増 大

|

原材 料 の

変 更

11 原 材 料

ll

日 消 費 量 の

川 増 減

日

ll

、、

いい

/＼

収 益 増 大
原料 対 策 の

変 更

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼y

＼ 、

＼ 、

＼ 、

＼1

＼1

＼1

＼ 、1

＼ 、1

＼⊥
ll1

、11

111

11'

瓢1〃
の改善

/Z/
////
ノ//二/

/,

図4-9-1 意思決 定 を要請 す る要 因
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(3)原 材料 使 用 量 の増 減

{4)原 材料 在 庫 の変 更

㈲ 原材 料 使 用 技術 の 改善

これ らの問 題 を解決 す る手 法 は情 報 処 理技 術 と してほ とん ど定型 的 な形 で完 成 して い る。ORのE

OQ(経 済 的 発注 量)の 考 えな ど もこの1っ で あ る。 これ らの意思 決 定 を促 がす要 因 は他 の サ ブ シス

テ ム と同 じ よ うにい ろ いろ な ものが 考 え られ るが,そ れ はお よ そ次 の よ うな もの であ る。

(a)原 材 料 市場 の変 化

(b)新 製 品 の開 発

(c)製 品 の 改良

ω 新 製 造 法 の開 発

(e)新 原 材料 の出現 ・開 発

(f)社 会 的要 請

機械 工業 の よ うな ア セ ンブ ルの産 業 で は,重 要構 成 部品,さ らに,そ の も との原 料,材 料,資 材 お

よび外 注 な どの調 達 法 次第 で,製 品 それ 自体 の 存亡 も決 め られ て しま う。 従 って,意 思 決 定の 必要 も

製品 の 特質 や販 売 の形 態が 違 うい ろい ろな企業 の タ イ プに よ って明 らか に違 って くる。原 材料 計 画は

通 常 はPIanningMISの 中 で も,ど ち らとい えば,Operationalに 近 い 面で 取扱 われて い

る。Planningの 面 か ら意思 決 定 を行 な う場 に は次 の よ うな ものが あ る。

(1)原 材 料 の 採 用が 長 期 に わ た って重 大 な影 響 を及 ぼ す と き

(2)原 材 料 の コス トや 資金 が きわ め て大 き くか か ると き

(3)原 材料 の在 庫 な どの異 常 処 理 をす る とき

(4)原 材 料 の重 要 な購 買先 の決 定 をす る とき

これ 以 外 は大 体Operationalに 意思 決 定 され ると みて よい 。

4.9.2原 材料 計 画 の対 象

原材 料 の 意思 決 定 の対 象 とな るの は,企 業 の タ イ プ,意 思決 定 の 内容 や時期,さ らに,決 定 者 に よ

って異 な る。 ご く一般 的 に みて対 象 に な る と考 え られ る もの はお よそ次 の よ うな事 項 で あ る。 す な わ

ち,

(1)環 境 … 原材 料 市 場状 況,価 格

(2)原 材 料予 測 …原 材料 供 給予 測,原 材 料 価格 予 測,原 材料 開 発予 測

㈲ 購 買 計 画 …購 買 価 格,購 買量,購 買条件,検 収 計 画,買 掛 金 管 理

(4}在 庫 計 画 …発 注 時 点,最 適 在 庫 量,ABC分 析

、㈲ 消 費 計 画 …部 品 展 開,内 外作 区 分,原 材料 使 用 量,原 価

⑥ 原材 料 標準 計画 … 部品 構 成,原 単 位,標 準 原 価

この中 で,と くにPlanningMISと して重 要 な ものに は

第1に,原 単 位,標 準 原 価 な ど原 材料 の標準 計 画の 決定

第2に,使 用 お よび在 庫 計 画の決 定

一104一

泓

⑱

●

{



第3に,購 買 価格 の決 定,お よ び それ に遡 る環境 その他 の認 識。

があ る。 この うち,OR的 手 法 が使 え るの は在庫 計 画 を中心 と した もの で あ る。現 段 階 で は手 法的 に

ほぼ完 成 し た段 階に きて い る。 実務 的に は各企 業 それ ぞ れ もって い る理 論 で は解 決 で きない 問題 が あ

り,ど の程 度OR的 理論 が活 か せ るか難 しい と ころで あ る。

4.9.3原 材料 計 画 の構 造 と コン トロー ル

原材 料 計 画の サ ブ シス テ ム は企 業 の タ イ プやポ イン トの お き方 に よ って,い ろい ろ の位 置 づ け が考

え られ るが,通 常 のパ タ ー ン として は大 体決 ま ってい る。 その 一般 的 な 関係 を図示 す れ ば図4-9-

2の よ うに な る。

プ

●

■

図4-9-2原 材料 計 画 と他 の サ ブ シス テ ム との 関係

これ を意 思 決定 の 必 要性 と絡 め て考 え た図 が図4-9-3で あ る。 こ こで,簡 単 に手 法的 な もの を

考 え てみ ると,

(1)部 品 展 開 または原 単 位 の 決 定

通常 のOperationa1な 面 か らで は な く,PlanningMISの 段 階で は部品 展 開 や原単 位

は ご く大 雑把 な計 画 で間 に合 うはず であ る。 せ いぜ い十 種位 の主 要 部品 ・原材 料 に つい て の把握 で

大 体 十 分で あ る。 しか し,最 近 の よ うに コン ピ ュー タが普 及 して くる とPlanningMISの 資料

も相 当詳細 な もの まで容易 に作 るこ とが で き る。 生産 計 画 か らかな り細 か い 部品 展開 までで きる し,
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図4-9-3原 材 料 計画 の 構造
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その結 果,が 可 能 にな る。 また,技 術 的標 準 の確 立 の面 か ら もコ ン ピ ュー タの使 用 は きわ め て重

要 な意 味 を もっ てい る。

(2)在 庫 お よび 発 注の決 定

これ も通 常OperationaIな 段 階の もの であ る。 これ にっ いて は最 近OR的 手 法 を活 用 して

か な り技術 力 を上げ て きて い る。 普 通,在 庫 ・発注 にっ いて は,次 の3つ の 局 面 が問 題 とな ろ う。

第1に,ABC分 析 で あ る。 これ も原 材 料 の 分類 を ど う決 め るかに 大 き く影 響 を うけ る。 すな わ

ち,部 品 を どの 段 階 で と らえ るか に よ って,部 品系 列Aに な るこ と も部品 系列Bに な るこ と もあ ろ

う。 これ は と くに,半 組立 の部品 にっ い てい え る ことで あ る。 しか し,ABC分 析 は か な り有 効 な

手 法で,こ れ に役立 て るた め必 ず,部 品 系 列,製 品 系列 は体 系 化 し,明 らか に し てお くこ とが 必要

が あ る。 この 資料 は発注政 策 を決 め る うえで重 要 で あ るか らであ る。

累
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分

一 一}
少 種 類 中 種 類 多 種 類 種類区分

(金 額大)(金 額中)(金 額少)

第2に,最 適在 庫 量,安 全在 庫 量,発 注 時 点 な どで あ る。

これ は既 存 の 考 え方 と して は有 名 な の で,図 で示 す に と どめ る。
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用
点

在庫保管費用曲線

経

蕾 … 重

き
量

これ らの 一連 の 考 え方 が計 画 と管 理 とをつ な ぐ もの と して,原 材 料 サ ブシ ステ ムをつ く りあげ て い

る。

しか し,PlanningMISの 立 場 か らみ て,本 当 に原 材料 計画 を決 定 す るの は,VA(価 格 分 析)

な どに よ って起 こす原 材 料 革 命 または使 用技 術 であ ろ う。

それ以 外 は む しろ 保 守維 持 と称 す べ き消極 的 な 決 定 で あ る。

4.9.4原 材 料 計 画で 考 慮 すべ き要 因

原材 料 計 画 は通 常 他 のサ ブ シス テ ム,例 え ば,利 益 計画 とか,生 産 計 画 とか,場 合 に よって は新 製

品 開発 計 画 に付随 して たて られ る計画で あ る。従 って,他 の サ ブシス テムか ら与 え られ る要 素 が多 く

あ る。

これ を初 期 条件,制 約 変数,政 策変数 な どに 分 け て考 えて み よ う。 それ らの内訳 に は お よそ 次 の よ

うな ものがあ る。

(1)初 期 条件(他 サ ブシス テ ムか ら与 え られ る もの を含 む)

構成 部 品 表(ま た は原 単 位表),リ ー ド ・タ イム,最 低在 庫量,原 材 料 単 価,安 全在庫 量,AB

C分 析表,生 産 計画 生産 量

(2)制 約変 数

在庫 限 度,資 金量 限度,納 入 限度,出 庫 限 度,購 買限 度,代 替原 材料 限 度

(3)政 策 変数.

コス トダ ウン 目標 値,生 産 変 更,内 外 区 分変 更,代 替 原材 料,在 庫 管理 変更,購 入先 変 更
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5.DYNAMOに よ る コ ン ピ ュ ー タ ・シ ミ ュ レ ー シ.ン

令

5.1新 製 品開 発 モデ ル

ー 研究開発部門の適正予算の決定一

5.1.1概 要

企業 にお け る新製 品 の研 究 開 発は,研 究 開発 の成 果 が業 績 に 反映 し,企 業 の発 展 に大 き く貢献 す る

もの で な けれ ば な らな い。 そ こで企 業 の状 態 に 最 も適切 な研 究 開発 予算 を計 上 して研 究 開 発 を行 ない,

この成 果 の企 業へ の反 映 を見 るため の研 究 開 発 モ デル を考 えDYNAMOを 使 用 し て シ ミュ レー シ ョ

ン を行 な う ことに した。 ・

この モ デル では,あ る機 械 主 業 を想定 し,研 究 開発 部 門 に関 す る予算,要 員,設 備,情 報 を 図5-

1-1の よ うに関 係づ け た。

研 究開 発 予算 要員,設 備

●

会 社 の シエ ァ 研 究 開発 成 果

図5-1-1モ デ ル の概要

この モ デ ルで は会 社 が業 界 の 中 で 占め る製 品 シュ アに よ り会社 の状態 を評価 して い る。 す な わ ち会

社 は この シュ ア を確 保 し,ま た 拡大 す る ことを最 大 の 目標 として い る。

この モ デル の 制約 条 件 は,

① シ ュ アに影 響 す る要 因 は研 究 開発 の 成 果 以外 は 一 定 と した。

② シ ュ アが前 期 と比較 して大 きくな った と き,研 究開 発 を前 期 よ り押 さえ るよ うに した。

③ シ ュ アが前 期 と比較 して 小 さ くな った と き,研 究 開発 を前期 よ り促進 させ るよ うに した。

な どで あ る。

研 究 開発 の成 果が シ ュ アに 反映 す る速 度は,製 品 の種 類に よ り異 な るので,短 期間 で研 究成 果 が シ

ュアに 反映 す る場 合 と,研 究 成 果 が シュ アに 長期 間 か か って 反映 す る場合 の2つ の ケ ース に つ いて 実

験 を行 な った。 そ して 研 究開 発 部 内 の成 果が 会社 の将来 を ど のよ うに変化 させ て い くか。 シ ュ アの動

き と製 品 の売 上 げ の状 態 を と りあ げ て調べ た。 なお 今 回 の実 験 はFACOM230-60DYNAMOを

使用 して行 な った。

この シ ミュ レ ー シ ョンの結 果 か ら次 の よ うな こ とが 言 え る。 ・

(1)研 究開 発 の 成果 が シ ュアに速 く反映 す る製 品に つ い て は,遅 い製 品 と比較 して1年 ご との研 究 成

果 の 成功 ・不成 功 お よび需 要 の変 動 が ジュ ァに大 きな影 響 を与 え る。

(2)研 究開 発 部 門 の要 員 数 お よび設 備 の状 態 は研 究 開 発成 果 が シュ ア に反 映 す る速 度 が異 な って も同

じ動 きで 変 化 して い る。

以上 の結 果 か ら経 営 者 は,研 究開 発 の成 果 が シ ュ アに 反映 す る速 度 が遅 い製 品 よ り速 く反 映 す る製
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品 を取 扱 う場 合 の方 が,よ り慎重 な意思 決 定 が 必要 で あ る とい う ことがい え る。

この研 究 開 発 モ デル は,モ デ ル 自体 を 簡略 化 す るた めか な り割 切 って考 え て い る し,制 約 条 件 も十

分 に 考慮 され て い な い と ころが あ るので今 後い くつ か の実 例 に つ いて 実験 し改 良 して よ り現 実 に 近 い

モ デ ルに して行 きたい と思 って い る.

5.1.2モ デ ル の 詳細

・ 会社 の 新製 品研 究開 発 部 門 に お け る金
,情 報 の 流 れ,要 員,設 備 の状態 に つ い て,そ れ らを図5-

1-2の よ うに関 係 づ け た。 会社 の 内 外 よ り図5-1-2の 各 要素 に影 響 す る要 因 はい つ も一定 で あ

碑
製品の売上げ

L________-4
1

シ ュ ア

↑

1

一

一

,L

研究開発予算

橿㌶ 麟2二空 耳.

新規要員雇用費

新規設備投資額

研究開発成果
「一

丁1
1L－

要 員

「

」

一

一

ー

1

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

」
一

:

1

,
ー

ー

」

}

身

設 備

繭
:金 の 流 れ

一 ー ー ー 一:情 報 の 流 れ

図5-1-2モ デル の構造

る とす る。 ただ し図5-1-2に も出て い る需 要 と不 確 定要 因に つ い て は変動 を もたせ て あ る。 こ こ

で図5-1-2の モ デル を具 体 的 に 説 明す る。

今期 の研 究開 発 予算 を,前 期 の研 究開 発 予算 と比較 して 増 やす か 減 らす か とい う決 定 は,会 社 の状

態 が 前期 と比較 して 伸 び たか,そ うで ない か に よ って 決 ま る。会 社 の 状態 が 伸 展 し たか,そ うで ない

か は,こ の会 社 の業 績 が業 界 に お いて 占 め る割 合(シ ェア)に よ って決 ま る。研 究 開 発予 算 は製 品 の

売上 高 に 対す るあ る割 合で 決 ま る。 この研 究開 発 費 に対 す る割 合 は今 期 の シ ェアと前期 の シェ アとの

の 比較 で決 め られ る。例 えば 今 期 の シ ェアが 前期 の シ ェア よ り少 な か 二た場合 は,会 社 は 前期 と比 較

して 衰退 した こ とに な る。 この た め研 究開 発 の努 力 を 前期 以 上 に行 なわ な けれ ば な らな いの で,製 品

晴

●
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品 の売 上高 に対 す る研 究開 発予 算 の割 合 を,前 期 よ り多 くす る。 一 方 また シェ アが前 期 と比較 して拡

大 した時 は,会 社 の業 績が あ が った とい うピとで研 究 開発 予算 に回 わす 割合 は,前 回 の割 合 と比 較 し

て少 な くす る。 これ は,前 期 の研 究開 発 の 努力 ほ ど今 期 の研 究開 発へ の努 力 は必 要 ない とい う方 針 を

とった ため であ る。 な お研 究開 発 予算 は,既 存 の要 員の 運 営 に必要 な費用 と,既 存 の設 備 を維 持 して

い くために 必要 な 費用 は最低 限 確 保 して おか な けれ ば な らない とい うこ とで 下 限 は抑 え られ てい る。

研 究開発 予 算が 決 定 され る と,こ の予 算 に従 って設 備,要 員が 決 ま る。 研 究開 発 予 算 は既 存 の要 員 の

運 営費 と設 備 の維 持 費,新 規要 員 の雇 用 費 と設 備 の投 資額 の2つ に 分 け られ る。 前者 は既 存 の設 備 と

要 員 の ため の もので あ り,残 りの研 究開 発 予算 が 後者 の ため の もの で あ る。 す なわ ち,残 りの研 究 開

発 予算 は新規 要 員の 雇用 費 と設 備 の 投 資 のた めの もの であ る 。 この予 算 は要 員 と設 備 に バ ラ ン ス よ

く投 入 され るよ うな適 正 な 比率 で 配 分 され る。

今 期 の研 究開 発要 員 とは,前 期 の研 究 開発 要員 に,前 期 か ら今 期 まで の1期 間 の新 規 雇 用者 と退 職

者 との 差 を加 え た もので あ る。 退 職 者 は 自然 退 職者 のみ を考 えた。 ま た今期 の研 究開 発 設 備 は,前 期

の研 究 開発 設 備 に,前 期 か ら今 期 の1期 間 に投 資 され た新 規増 設 設 備 と老 朽 して廃棄 され た設 備 との

差 を加 えた もの であ る。 この研 究開 発 の要 員 と設 備に よ り研 究 開発 が行 な わ れ るわ け で あ る。

研 究開 発 を実 行す るに 際 して は,要 員 と設 備が バ ランス よ く揃 って い なけ れ ば な らな い。 多 く の要

員 と設 備 を用 意 して も十 分 な成 果 は 得 られ ない。 要 員 と設 備の バ ランス の良 し悪 しで 研 究成 果 が どの

く らい 効果 的 な ものか が 決 って くる。 しか しな が ら研 究成 果 とい う もの は,十 分 な要 員 と設 備がバ ラ

ンス よ く揃 って い るだ けで も必ず 期 待 通 りの成 果が 得 られ る とい う確 信 は もて な い。 十 分 な研 究成 果

を得 よ うと最 大 限努 力 して も,我 々人 間 が コン トロールで きない また は,予 期 して い なか った不 確定
シ

要 因 が研 究開 発 中に 入 りこん で く る。 研 究 開発 を行 な う場 合 に は,こ の よ うない ろい ろ な要 因が 影響

し合 って あ る研 究成 果 が 得 られ る。
も

研 究成 果 は 当然製 品 の売 れ ゆ きに 反 映 す る もの であ り,他 社 の 製品 に対 す る競 争 力 を つ け るた めの

もので あ る。 研 究成 果 を 多 く得 る こ とは他 社 との競争 力が っ くこ とで あ る。 そ の結 果 この会 社 の業 界

に お け るシ ェ アは他 社 の シ ェアを食 って 拡大 す る ことに な る。 反 面,研 究成 果 が十 分 に得 られ な い こ

とは,こ の会 社 の シ ュ アは減少 す るこ とに な る。 研 究 成果 が業 績 に反 映 す る速 度 は製 品 に よ って異 な

る。 そ こで この実験 で は研 究 開発 の成 果 が シ ェアに 反映す る速 度 を2つ の観 点 か らと らえ シ ミュ レー

ジ ョンを行 な った。 す な わ ち,

① 研 究成果 が業 績 に 反映 す る製 品 の ライ フ タイ ムが3年 の場 合

この場合 は,1年 目で 研 究 成果 の20%,2年 目で50%,3年 目で30%の 割 合で 研 究成 果

が 業 績に 反映 す る。(ラ イ フタ イムが 短 か く成 果 が業 績に速 く反 映 す るケ ー ス)

② 研 究成 果が 業 績 に反 映 す る製 品 の ライ フ タイ ムが5年 間 の場 合。

この場 合 は,1年 目で研 究成 果 の10%,2年 目20%,3年 目30%,4年 目30%,5年

目10%の 割 合 で,研 究 成 果が 業 績 に 反映す る。(ラ イ フタ イムが 比較 的 長 く成 果 が 遅 く業 績 に

反映 す るケー ス)

この 時 め売上 高 は業 界全 体 と して年 平均15%の 伸 び を して い る と仮 定 す る。 しか しなが らこの売
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上高 は社 会 の需 要 に影 響 を 受 け る。 需 要 が 多い 時 に は期 待 した 以上 に売 上 げ は 伸 び るで あ ろ う し,逆

に需 要 が少 な い時 に は期待 した ほ ど の売上 高 は達 成 で きない で あ ろ う。 こ の需要 につ いて は一 様乱 数

を用 い た。 ま た新規 設 備 お よ び研 究 開発 維 持 の ため に必 要 な費 用 は年10%の 割 合 で 増加 してい く も

の と した。

この会 社 の製 品 の売 上高 は,業 界全 体 の売 上高 と会社 の業 界 にお いて 占 め る シュ アに よ っ て決 まる。

この売 上 高が 決 ま る と前に 述 べ た方法 で研 究開 発予 算 が 決定 され る。 この モ デル に お いて は,各 部門

に 影響 す るい ろい ろ な要 因 た と えば,売 上 高に 影響 す るであ ろ う営 業活 動 の努 力 な どは い つ も一定 で

あ るとみ な してい る。 な お,モ デ ル を非 常 に単 純化 し,簡 略化 した形 で 作成 した の で,実 際 の企 業 の

シス テム に はその まま適 合 しな い か も し れ な い。 しか しなが らこの モ デル は研 究 開発 モ デルの 第1段

階 として,今 後 は さ らに各 種 の要因 を機 能 的に 結 び つけ て よ り現 実 の シス テ ム に近づ けて行 きた い と

思 ってい る。

5.1.3初 期値 及 び定 数

業 界及 びモ デル会 社 に 対 す る初 期 条 件 を以 下 の よ うに決 め た。

業 界全 体 の製 品 の売 上 高 は200億 円 とし,モ デ ル会 社 の業 界 で 占 め てい るシ ュアを その30%と

したの で,こ の会 社 の売 上 高 は60億 円 とな る。 また売 上高 は業界 全 体 で年 平均15%の 割 合 で 伸 び

る もの とした。

研 究開 発予 算 は会 社 の 売 上 高 の1%と し たの で,6,000万 円 で あ る。 これ は初期 値 で あ るか ら売

上 高 か ら開発 予 算 に回 わ す 割合 は年 々変 わ って い く ことに な る。

現在 の研 究 開発 部 門 の 体制 は,研 究 開発 要員 が25人,研 究 開 発設 備総 額が5億 円 と し た。 そ して,

この要 員 と設 備 のバ ラ ンス は初 期 時 の最 高 の生 産能 力 を発 揮 で き る状 態 で あ ると 仮定 した。

この と き研 究開 発要 員1人 当 りの 設 備額 は2 ,000万 で あ る ことか ら,要 員1人 当 りの能 力 も

2,000万 円で あ る と し た。 退 職 者,設 備の 消耗 に っい ては,自 然退 職 自然消 耗 の みつ い て考 えた

ので,退 職率 は1年10%,消 耗 率 も1年10%と し た。

研 究開発 部 門に おけ る要 員 お よび 設 備に かか る必要 経 費 にっ い て は,要 員1人 当 りの人 件 費 は年

100万 円 と し,こ の 費用 は年10%の 割 合 で増加 す るもの とした。 また設 備に つい て は,設 備総 額

の1%を 維 持 の た めの 必要 経 費用 と した。'

5.1.4シ ス テム の 方程 式

今 まで述べ て きたモ デ ル を図5-1-3の フロー ・ダ イア グ ラ ムに従 って シ ステ ム方程 式 を作 った。

以 下 その 内容 を説 明す る。

MAN.K=MAN.」 十(DT)(DMAN.JK-TMAN.JK)(1-L)

MAN:研 究 開発 要 員(人)

DMAN:新 規 雇 用人数(人/年)レ イ ト

TMAN:退 職者 数(人/年)レ イ ト

現 時 点Kの 研 究 開 発 要 員MAN.Kは,前 時 点Jの 研 究 開発 要 員MAN.Jに,JK期 間 の新規 雇

用 人数DMAN・JKを 加 え,退 職者 数TMAN.JKを 差 し引 い た もの に均 しい。
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DMANは 研 究開 発予 算 に よ って決 定 され,新 規 に 採用 して研 究 開発 要 員 とな る レイ トで あ る。

TMANは 退 職者 と して,研 究 開 発要 員 よ り離 れ て い くレ イ トであ る。

DTは 解 答 間隔 で この モ デル で はDT=1(年)で あ る。'

TMAN・K])=(E1)(MAN.K)(2-R)

TMAN:退 職 者数(人/年')レ イ ト

MAN:研 究開 発要 員(人),E1:退 職率

退 職者 数 は 自然退 職 者 の み を考 え,毎 年 退 職率El-0.1の 割 合で研 究 開発 要 員 の中 か ら退 職 す る。

MAC.K=MAC.J十(DT)(DMAC.JK-TMAC.JK)(3-L)

MAC:研 究 開発 設 備総 額(万 円)

DMAC:新 規 設 備投 資額(万 円)レ イ ト

TMAC:既 存 設 備消耗 額(万 円)レ イ ト

現時 点Kの 研 究開 発 設 備総 額MAC.Kは,前 時点Jの 研 究 開発 設 備総 額MAC.」 に,JK期 間

の新規 設 備 投資 額DMAC.JKを 加 え,既 存 設 備消 耗 額TMAC.JKを 差 し引 い た もの に均 しい

と した。

DMACは 研 究 開発 予 算に よ って決定 され,新 規設 備投資 額 と して研 究 開発 設 備総 額 に 加 え られ る

レイ トで あ る。

TMACは 既 存 の研 究 開発 設 備 総額 よ り,消 耗 して消 滅 す る レイ トで あ る。

TMAC.KL=(D1)(MAC.K)(4-R)

TMAC:既 存 設 備消 耗額(万 円)レ イ ト

D1:設 備消 耗 率

MAC:研 究開 発 設 備総 額(万 円)

設 備 の耐 久年 数 を10年 と し,研 究開 発設 備総 額 の 中 の設 備消 耗率 をD1-O.1と す れ ば既 存設 備

消耗 額 は この 割合 で決 ま る。

A4.K=(MAC.K)(MAN.K)(AK)

A5.K=MAC.K十(MAN.K)(AK)

A6.K-(4)(A4.K)

.A7.K=A6.K/((A5.K)(A5.K))

A8・K=(O.5)NOISE

ACH.K=A7.K十A8.K

上 の6個 の 補 助 方 程 式 をACHの 式 に 一 つ に ま と め る と次 の よ う に な る。

・CH・K-{(MAC.K-(MAN.K)(AK))21-(
M。C.K+(MAN.K)(AK))・}+…K

MAN:研 究 開発要 員(人)

MAC:研 究開 発設 備総 額(万 円)

AK:研 究 要 員1人 当 りの能 力 を金 額 に換 算 し た額(万 円/人)
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A8:不 確 定要 因

ACH:単 位 費 用 当 りの 研 究成 果

現 時点Kの 単 位 費用 当 りの研 究 成果 は,現 時 点Kの 研 究 開発 設 備 と要 員 のバ ラ ンス と,現 時点Kの

不 確 定要 因 に よ り決 め られ る。 この バ ランス とは,研 究開 発設 備総額 と全 要 員 の能 力 を金 額 に換 算 し

た額 が等 しい 時 がバ ラ ンスは 一番 良 い 状 態 で あ る と した。 すな わ ち ・(10-1-A)式 で の

…K-{(MAC.K-(MAN.K)(AK))21-(MAC
.K+(MAN.K)(AK))・}嚇 研 編 設 備纐 ・要 員

の能 力 を金 額 に換 算 し た額 が 等 しい 時に1と な る こ とか らバ ランスが一 番良 い時 で あ る とい え る。 研

究開 発 設 備総 額 と要員 の 能 力 を金額 に換 算 し た額 がず れ た 時 は,A7の 値 は1よ り小 さ くな り,そ の

値 が 小 さ い程 研 究成 果 が あ が らな か っ た こ とに な る 。 な お,不 確 定要 因 は 一 〇.25か ら0.25ま で

の一 様乱 数 と した。'

P,PP1.K-(ACH.K)(.A5.K)(11-A)

A5.K・ ・MAC.K十(MAN.K)(AK)

PPP1:一 期 間 の研 究成 果(万 円)

ACH:単 位 費 用 当 りの研 究成 果

MAC:研 究 開発 設 備総 額(万 円)

MAN:研 究 開発 要 員(人)

AK:研 究 要 員1人 当 りの能 力 を金 額 に換 算 し た 額(万 円/人)

現 時 点Kの 研 究 成果PPP1.Kは,今 期 の単 位 費用 当 りの研 究成 果ACH.Kと,今 期 研 究 開発

を行 ってい る要 員 の能 力 を金 額 に 換算 し た額 と設 備 総額 の 和 を掛 け合せ た もの とした。

P*1.K=(ACH.K)(A5.K)(11-1-A)

P*1・K:今 期間 の研 究成 果 を記憶 して お くボ ック スカー ・トレイ ン(BOXCAR

TRAIN)

現 時 点Kの(11-A)で 得 られ た研 究成 果 を,一 番 目のボ ックス カー ・ トレ イ ンP*1・Kに 入

れ る。 す る とこの システ ム の流 れか ら前 時 点JでP*1.Jに 入 ってい た値 が 自動 的 に 二 番 目のボ ッ

クス カ ー ・ トレ イ ンP*2.Kに 移 動 す る。 す な わ ちK時 点 に お い て は,今 期 の研 究成 果 はP*1・

K,前 期 の研 究 成果 はP*2.Kの ボ ックス カー ・ トレイ ンに 入 る。

SP・K=(PPP1。K)(PPP2.K)(12-A)

PPP2.K=1/P*2.K(12-1-A)

(12-A)(12-1-A)(11-A)の 各 式 を ま と め ると

SP.K=P*1.K/P*2.K

とい う式 に な る。

SP:研 究 成果 の 前期 と今 期 の比 率

P*1:今 期 の研 究 成果

P*2:前 期 の研 究成 果
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K時 点 の研 究成 果 が前 期 の研 究成 果 と比較 して,伸 びた か 減少 し たか を比率 で 表 わ す ・Pの ボ ック

スカ ー ・ トレイ ンに 前期 と今期 の研 究成 果 が入D
.てい るので,P*1をP*2で 割 れ ば研 究成 果 の前

期 と今 期 の 比率 が 得 られ る。

RS11.K==(SP.K)(RS*2.K)(13-A)

RS*1.K=RS11.K(14-A)

RS11:K時 点 の研 究成果 に よ り獲 得 され るで あろ うシ ェ ア

SP:研 究 成果 の前 期 と今 期 の比 率

RS:研 究 成果 に よ り獲 得 され るで あ ろ う シェ アを入 れ て お くボ ックス カ ー ・ トレイ ン
～

(RS*1は 今 期 の 値,RS*2は 前 期 の 値)

K時 点 の 研 究 成 果 を 反 映 す る シ ェ ア は,前 期 の シ ュ ア と,前 期 と 今 期 の 研 究 成 果 の比 率 を 掛 け た も

の で あ る。 な お ボ ッ ク ス カ ー ・ ト レイ ンRSに つ い て は,R*1にK時 点 の 研 究 成 果 を 反 映 す る シ ェ

ア が 入 る と,自 動 的 にR*2に 前 期 の 研 究 成 果 を 反 映 す る シ ェ ア が 入 る。

ARS=(1)(ARSI.K)十(C5)(RS*5.K)(15-A)

ARSl.K=(C1)(RS11.K)十(C2)(RS*2.K)十(C3)(RS*3.K)

十(C4)(RS*4.K)(15-1-A)

、RS11.K=RS*1.K〈15-2-A)

(15-A)(15-1-A)(15-2-A)式 は

ARS=(C1)(RS*1.K)十(C2)(RS*2.K)十(C3)(RS*3.K)十(C4)(RS*4.K)

十(C5)(RS*5.K)

と な る。

ARS:会 社 の 業 界 で 占 め る シ ェ ア(修 正 前.)

RS:研 究 成 果 に よ り獲 得 さ れ る で あ ろ う シ ェ ア を入 れ て お く ボ ッ ク ス カ ー'ト レ イ ン

(RS*1:今 期,RS*2:1年 前,RS*3:2年 前,RS*4:3年 前,

RS*5:4年 前)

C1,C2,C3,C4,C5:定 数

K時 点 に お い て 会 社 が 業 界 で 占 め る シ ェ アは 今 期 お よ び 過 去 の 研 究 成 果 で 決 ま る。 こ の 実 験 で は 研

究 成 果 が シ ェ ア(RS)に 反 映 す る速 度 が 速 い 場 合 と比 較 的 遅 い 場 合 の2通 りに つ い て 考 え た 。 す な

わ ち

① 今 期 に シ ェ ア20%,1年 後 に50%,2年 後 に30%の 場 合

② 今 期 に シ ェ ア の10%,1年 後 に200/.2年 後 に30%,3年 後 に30%,4年 後 に10%

の 場 合 。

① の 場 合 はC1=-o.2,C2--O.5,C3=-O.3,C4-O.O,C5--O.0で あ り,② の 場 合 は

C1-0.1,C2-O.2,C3-0.3,C4-0.3,C5-0.1で あ る。

SS1.K=CI.IP(1.0,ARS.K,ARS.K,1.0)'

(15-3-A)
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S*1.K=SS1.K(15-4-A)

SS1:会 社 の 業 界 で 占 め る シ ェ ア(修 正 後)

S:シ ェ ア を 入 れ て お く ボ ッ ク ス カ ー ・ ト レ イ ン

(S*ユ:今 期,S*2:前 期)

(15-A)式 で 求 め ら れ た シ ェ アで は,シ ェア の値 が1・0以 上 に は な らな い の で,(15-3

-A)式 に よ り次 の 操 作 を 行 な っ た 。(ク リ ッ プ関 数 を 使 用)

ARS.K≧1.0の 時SS1.K=1.O

ARS・K<1.0の 時SS1.K・ ・ARS.K

こ のK時 点 のSS1の 値 を ボ ッ クス カ ー ・ トレ イ ンS*1に 入 れ る と,S*2に は 前 期 のSS1の

値 が 自動 的 に 入 る。

SSSK.K-(SSSP.K)(A10.K)

SssP.K-(PQR*2・K)(c1T2)

PQR*1・K-SSSK.K

A10.K-1.0十A9.K

A9.K=(0.2)NOISE

SSK:業 界 全 体 の 売 上 高(万 円)

SSSP:ノ イ ズ を 含 ま な い 業 界 全 体 の売 上 高(万 円)

(16-A)

(16-1-A)

(16-2-A)

(16-3-A)

(16-4-A)

PQR:業 界 全 体 の売 上 高 を入 れ てお くボ ック ス カー ・ トレイ ン(万 円)

(PQR*1:今 期,PQR*2:前 期)

A10:需 要 変動 パ ラメ ー タ

A9:一 様 舌L数

ClT2:業 界 全 体 の 売上 げ の 伸 び率

K時 点 の 業界 全体 の売 上 高 は,前 期 の売 上高 よ り15%伸 び る もの と した。 ま た需 要 はランダム に

発生 す る もの とし た。 こ の業 界 全 体 の売上 高 は この会 社 の売上 高 とは別 に変 化 してい く。

COOO5.K-(CX.JK)(1-DS.K)

DS.K-(X1.K)(B3.K)

B3.K=CLIP(B1,B2,X1.K,0)

X1.K-SS1.K-S*2.K

CX.KI、=COOO5.K

COOO5:会 社 の売 上高 よ り研 究 開発 予算 に回 す比率

X1:今 期 と前 期 の シ ェアの差

SS1:=S*1

DS:シ ェアの修正 変 化 率

B1,B2:定 数

(17-A)

(17-1-A)

(17-2-A)

(17-3-A)

(17-4-R)

K時 点における研究開発予算を決めるために,会 社の売上高から研究開発予算へふ りわける比率
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COOO5・Kは,(17-A),(17-1-A) ,(17-2-A),(17-3-A),(17

-4-R)の 式 に よ り決 ま る
。 シ ェアが拡 大 し たか縮 少 したか はX1の 値 が正 か 負 かに よ り決 ま る。

シ ェアが縮 少 した時 は(X1〈0)こ の縮 少 した シ ェ アを回復 す る た め の研 究 開発 の 努 力 を しtLPttれ

ば な らな い。 このた め・ 前 回 の研 究 開発 に 振 りわ けた 比率 よ りは も っと大 きな 比率 に して研 究開 発 予

算 を確保 しな けれ ば な らない。 逆 に シ ェ アが 拡大 した 時(X1>0)は ,前 回 ほ どの研 究 開 発 は必要

ない で あ ろ うか ら前 回の研 究 開 発 に振 りわ け た比 率 よ り減少 した比 率 で研 究開 発 予算 を決 め るこ とに

な る。 比 率 を変 化 させ る度 合 は シ ェ アが変 化 した度合 によ る。X1〈0の 時 は シェアが 減 少 した ので

この値 の1.2倍 の 割合 で研 究 開発 予算 の 比 率 をふ や す。す なわ ち,より大 き く研 究 開 発 の努 力 を実行 す

るこ とに な る。 逆に シ ェ アが拡 大 した時 はX1の 値 の0 .6倍 の割 合 で研 究 開 発 予 算 の比 率 を減 少 させ

る。 これ は拡大 した シ ェアの率 の6割 分 だ け研 究 開発 予算 の 比率 を減少 させ る こ とに な る
。

SSS.K=(SSSK.K)(SS1.K)'(18-A)

SSS:会 社 の売 上 高(万 円)

SSSK:業 界全 体 の売 上 高(万 円)

SS1:会 社 の シ ェ ア

K時 点 の会 社 の売上 高SSS.Kは,K時 点 の業界 全 体 の売上 高SSSK .Kと 会 社 の シ ェアSS

1.Kが 求 ま って い るの でSSSKとSS1の 積 で 求 め られ る。

COST.K=(ACOST.K,FIX.K)

ACOST.K=(SSS.K)(COOO5.K)

FIX.K=(MAC.K)(PM)十(MAN.K)(INCO.JK)

INCO.K=IN.JL

IN.KL=(IN.JK)(1.1)

COST:研 究 開発 予算(万 円)

ACOST:売 上 高 よ り算 出 され る研 究開 発 予算(万 円)

FIX:既 存 の要 員設 備 に必要 な費 用(万 円)

PM:設 備 維持 費 比率

INCO:要 員1人 当 り必要 な費 用(万 円/人)
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K時 点 の研 究開発 予 算COST.Kは,売 上高 よ り算 出 さ れ た研 究 開発 予算ACOSTに よ り決 ま

る。 この額 は既 存 の要 員設 備 に必 要 な費用FIXは 最低 必 要で あ るので(19-A)式 によ りACO

ST≧FIXの 時GOST-=ACOST,ACOST<FIXの 時 はCOST-FIXと した。 な お,

要 員1人 当 り必 要 な 費用 は年10%で 伸 び る ので(19-3-A)(19-4-R)式 で各 年 の要 員

1人 当 り必 要 な費用 を計算 して い る。

VAR=VVR・K/HEN.JK(20-A)

VVR.K=COST.K-FIX.K(20-1-A)

HEN・KL=HEN・JK十 〇.1(20-2-R)

VVR:研 究 開発 部門 拡 張 費(万 円)(修 正 前)
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V4R:研 究 開発 部 門拡 張 費(万 円)(修 正 前)

HEN:修 正 項

研 究 開発 予 算 が決 ま る と,こ の 額 よ り既 存 の要 員 設 備に 必 要 な費 用 を引 い た 額 を研 究開 発部 門 を拡

張 す る費用 に す る。 もしCOST<FIXの 時 はVVR-0に な るので研 究 開発 部 門 の拡 張 は行 なわ

ない。

この 時,新 規要 員 雇用 費,設 備 の値 段 は年10%の 割合 で 伸 び るの でVVRの 値 を修正 した研 究 開

発 部 門拡 張 費 はVARで 表 わ す。

DMAN.KL-NMAN.K

NMAN.K=A2.K/A3.K

A2.K=CLIP(.Al.K,0,A11.K,0)

A3.K=AK十DINCO

A11.K=(A1.K)(VAR.K)

、A・K=MAC.K十VAR.K-AZERO.K

AZERO.K=(MAN.K)(AK)

NMAC.K=VAR.K十(-NMAN.K)(DINCO)

DMAC.KL-・CLIP(NMAC.K,0,NMAC.K,0)

DMAN

AK

DINCO

VAR

DMAC

:新規要員雇用人数(人/年)レ イト

:研究要員1人 を金額に換算した額(万 円/人)

:要員雇用費(万 円/人)

:研究開発部門拡張費(万 円)

:新規設備投資額(万 円)レ イ ト

(20-R)

(20-1-A)

(20-2-A)

(20-3-A)

(20-4-A)

(20-5-A)

(20-6-A)

(21-1-A)

(21-R)

研 究開 発 部 門 拡張 費 が決 ま る と,こ の金 額 を新 規 要 員 と新 規設 備投 資 のた め の費用 に最 適 に分 配 し

な けれ ば な らな い。 この実 験 に お け る最 適分 配 は,要 員 と設 備 を金 額 に換 算 した額 が等 しい時 と した。

そ こで,要 員 と設 備 を どれ だけ にす るか決 め るた め次 の 式 を 考 え た。

V.AR・-DMAC十DMAN.DINCO(1)

M.AC十DMAC=(MAN十DMAN)(AK)(2)

(1),(2)式 をDMAN.DMACに つい て解 くと

MAC十VAR-MAN.AKDM
AN=(3)

AK十DINCO

DMAC〒VAR-DM.AN.DINCO(4)

(3),(4)式 が 得 られ る。 この式 をDYNAMOで 表 わ した式 に 直 し たのが(20-R)～(21-R)

であ る。 この式 で新 規要 員 雇 用人 数 と新 規 設 備投 資 額 が決 定す る。

5.1.5シ ミ ュレー シ ョンの 結果 とそ の解 析

'5
.1.2節 で研 究開 発 モ デル を 想定 し,5.1.4節 でそ の シス テ ム方程 式 を 作 り5.1.3節 の初 期 値,定

数等 の制 約 条件 の下 でFACOM230-60のDYNAMOを 使用 して プロ グ ラム を作成 した。 こ
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の モ デル で は,研 究開 発 の成 果 が シ ェアに 反映 す る速 度 をか え て2通 りの場 合 に つ いて シ.?ユ レー シ

ョ ンを行 な ったo

実 験1研 究 開 発成 果が 今 年 は そ の20%,1年 後 は50%,2年 後 は30%の 割 合 で 比較 的 速 く

シ ュ アに反 映 す る場 合

実験2研 究 開 発成 果 が 今年 はそ の10%,1年 後 は20%,2年 後 は30%,3年 後 は30%,

4年 後 は10%の 割 合 で比 較 的遅 く シェア に反 映 す る場 合

この実 験 の結 果 をみ て,今 後10年 間 の 会社 の製 品 の売 上高,業 界 に お いて会 社 の 占 め る シェ ア,

研 究開 発 部門 の要 員数 設 備総 額 が どの よ うに変 化 し,実 験1と 実験2で は どの よ うな差 異 が あ るか を

解 析 した。

シ ミュ レー シ ョ ン の結果 は表5-1-1,表5-1-2お よび 図5-1-4～ 図5-1-11に 示

す通 りであ る。 さ らに 実験1と 実 験2を 比 較 す るたゆ に,図5-1-12～ 図5-1-15を 加 えた。

以上 の 図表 か ら次 のよ うな結 果 が得 られ た。

1)会 社が 業界 に おい て 占 め る シ ェアに関 して は,実 験1,実 験2と も3年 目,4年 日頃 に は縮 少 し

てい る。 実験1に お け る シェ アは3年 目に26.8%,実 験2に お い て は4年 目に28.4%と 最 低 の

シ ェ アを示 して い る。 ま た,10年 間 の シュ アの動 きで は,実 験1の 場 合 は実 験2と 比べ て よ り大

人員

40

30

20

012345678910年

図5-1-12研 究 開 発設 備総 額 の推 移
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図15-1-14会 社 の業界 で 占 め るシ ェ アの推 移 図15一 工一15研 究 開発 要 員 の推 移

●

きな動 きを してい る。 と くは5年 後 以降 の シ ェア の動 きは 大 きい。 当 初,実 験1お よび実 験2で

30.8%,30.4%だ った シ ェ アが10年 後 に は45.8%,41.3%に な っ た。

(2)会 社 の売 上高 に つい て 実験1の 結 果 を み ると,2年 後 お よび3年 後 に お い て そ の伸 びが 停 滞 して

い るが,4年 後以 降 は ほぼ 同 じ割 合 で 伸 び てい る。 一 方,実 験2で は,10年 間 ほぱ 同 じ割 合 で伸

び てい る。実 験1と 実 験2に つい て 比 較 し てみ る と,2年 後,3年 後,4年 後 は実 験2の 場 合 の 売

上 高 の 方が 大 きい が,そ れ 以外 はい つ で も実 験1の 売上高 の方が 大 き く,そ の差 は いつ もほぼ 同 じ

巾 であ る。

(3)研 究 開発 部 門 の要 員数,設 備 に関 して は実 験1と 実 験2は ほ ぼ同 じ動 きを してい る。 しか し,6

年 目以 降 は,実 験1の 場 合 の方 が,要 員数,設 備質金 と も多少 大 きい。10年 後 では,実 験1の 方

が要 員数 で2人,設 備総 額 で4.000万 ほ ど多 い。

(4)実 験1,実 験2い ず れ の場 合 も,会 社 の シェ ア研 究開発 部門 の要 員数,設 備総 額 等 の動 きは,

10年 間 の うち5年 目を さか いに し て前 半 と後 半 で異 った動 きを して い る。 す な わ ち,前 半 の伸 は

小 さ く,後 半 に か けて 急激 に 伸 び て い る。

以 上 の結 果 を解 析 す る とお よそ次 の よ うな こ とが 言 え る。

最 初 の5年 間,会 社 の シ ェ アが縮 少 す る原 因 として は外 部 の要因,す なわ ち研 究 成 果 に影 響 す る不

確 定 要因 と製品 の需要 が プ ラス の方 向 を示 して い ない こ と,ま た初 期 値 の設 定時 に おい て過 去5年 間
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の研 究開発 の 成 果 を一 定 の値 に し た こ とな どの理 由に ょ る もの と思 われ る。 こ のモ デル で は,シ ェア

が 縮少 した時 それ を回 復 させ よ うとす る努力 は3年 間 あ るい は5年 間 遅 れ て表 わ れ る ので 直 ちに シェ

アを回 復 させ る ことは で きな い。 また,研 究 成果 が シ ェア に表 わ れ て く るとそ れ は急 激 に影 響 す る。・

この現象 は実 験1の 方 が実験2よ り も激 しい。 よ って,実 験1の 場 合 の方 が 実 験2と 比べ て シェア を

回復 す る速 さは早 い とい え る。1年eと の研 究開 発 の成 果 の 出来 ,不 出来 はシ ェ アに大 き く影響 して

い る。 この結 果,実 験1の 場 合 は実験2と 比 較 して経 営 者 は よ り慎重 な投 資 の決 定 が必 要 で あ る とい

える。

会社 の売上 高 が伸 びて い るの で一見 会 社 の 業績 が 伸 びて い る よ うに見 え るが しか し,そ の よ うな と

きで もシェア が 縮少 して い る時 もあ る。 この現 象 は業 界全 体 の 伸 び よ り会 社 の伸 び が下 まわ っ た とき

にお こ る。 この よ うな時 に会 社 は伸 び てい るな ど と軽 卒 な判 断 は下せ ない。 この シ ミュ レー シ ョンモ

デルが 「業 績 をあ げ る こ とは,シ ェア をあ げ るとで あ る」 とい う目標 を もって作 られ てい る限 りに お

いて は,と くに この よ うな こ とが い え る。

今 回 の シ ミュ レー シ ョ ンに お い て は,研 究開 発 の努 力 がシ ェ ア に表 わ れ るのは数 期 遅 れ て の こ とで

あ る。 しか し,実 際 には競 争 企 業 との関係 もあ り,単 純 に 自社 の シ ェア の伸 をみ て築 盛 で きない。 今

後 は この よ うな こ と も考 慮 し て間接 的 に しか モデ ル の中 に組 込 まれ て い な いた め,単 純 に 自社 の シェ

アの伸 をみ て楽 感 で きな い。 今 後 は この よ うな こ と も考 慮 して 行 きたい と思 ってい る。 ま た,シ ェア

に影 響 す る要 因が 研 究 開発 の成 果 だ けで あ っ たが,実 際 に は これ に営 業 活動 や工 場 の生 産 活 動 な どが

複雑 に 結 びつ いて いて シェ アに大 きな 影 響 を与 えてい る と思 わ れ るの で,こ れ らの要 因 を も組 み入 れ

た モデ ル として研 究 開 発 を考 えて 行 き たい。 各 種 の定 数,初 期 値 にっ い て もまだ検 討 の余 地 は大 きい。

占

「
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設 備投 資 モデ ル(実 験1)のDYNAMOに よ るプ ログ ラム
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表5-1-1実 験1に お け る シ ミュ レ ー シ ョ ン の結 果
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表5-1-2実 験2に お け る シ ミ ュ レー シ ョ ン の 結 果
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5.2設 備 投 資 モ デ ル

5.2.1企 業 と設 備投 資

今 日,企 業 に おけ る設 備 投 資 に関 す る意思 決定の 問題 は非常 に難 し くな って きてい る。 な ん となれ

ば,設 備投 資 の実施 に は,多 額 の資 金 が必 要 であ り,か つ将 来 の需 要 の 見 通 し,技 術革新 の進 展 に 対

す る見 通 し,社 会 情 勢の 変化 な どが 的 確 に判断 され なけれ ば な らな いか らであ る。 一般 に,投 資 を行

な ってか ら,そ の設備 が 十 分稼 動 す るまで に はか な りの期 間 を要 す る。 企 業 に おけ るあ らゆ る投 資活

動の中 で も設 備 に関す る投 資 は 非常 に重要 で,こ の成 功,不 成 功 は企 業 の 存続 にか かわ る問題 であ る。

従来 か ら,こ の設備 投 資 を効 果的 に行 な う方 法 として,各 種 の 手法 が開 発 され て きた。 その代 表 的

な手 法 として次 の よ うな もの が あ る。

{1)設 備 の 生産 性 を維持 した上 で,設 備 費用 を最少 に す る設 備更 新 の 問題 を取扱 う もの として

(3)(2}ω(最新 機械
のOperatingInferiorityとCapitalCost とMAPI法

の和 の平 均 値 の最 小 が,古 い 機械 をそ のま ま引続 いて 使用 す る場 合の それ等 の 和の 平均値 の

最 小 以下 であ った とき取替 を 行な い,も しその逆 で あ った と きに は取 替 を行 なわ ない と判 定

す る)が あ る。

(2)排 反 的諸 案 か ら最 も有 利 な案 を選択 す るにあ た って は,現 価 法,終 価 法,年 価 法 などの 時

{5)(4)
した方法 な どが あ る。を 用 いた 比 較法 や,利 回 り法 を応 用間換 算 の 公式

以上 の よ うなORの 手 法 を用 い た モ デ ルは 非常 に細 かな 要素 を取 り入 れ,式 が複 雑 に な って い る。

そ して これ らの モ デ ル はス タ テ ィクな形 の 問題 を取 扱 って い る もの が 多 い。 一 方,こ の モデ ルは設 備

投 資の 意思 決定 問 題 を マ ク ロ的 に と らえ,ダ イ ナ ミックな シ ミュ レー シ ョン を行 な う こ とに よって10

年 間 に わた る企 業 の設 備投 資効 果 を設 資損 失 の大 小 とい う面か ら考 えて み る こ とに した。

以下,我 々が作 成 した設 備投 資 モ デ ル の内容 と,そ の モデ ルに よ って 実験 した シ ミュ レー シ ョンの

結 果 につ い て述 べ る。

5.2.2実 験の 概 要

対 象企 業 は現 在成 長 段階 にあ る中 堅 電 気機 器 メ ーカ を仮 定 した。 そ こで,こ の会 社の 設備投 資 額 決

定 シ ステム に どの よ うな要 因が 作用 し,ど の よ うに システ ム と連 繋 して い るか を分 析 して,設 備 投 資

決 定 ルーチ ンの モデ ルを構 築 した。 この モ デル につ いて は5.2.3節 で詳 し く述べ るが,そ の概要 は次

の通 りであ る。

設 備 は設 備投 資 を行 な って か ら稼 動 す るまでに3年 間 かか るの で,各 年の 設 備投 資 は3年 先の会 社

注{1)日 科技連ORセ ミナーテキス トMAPI方 式

② 機械の稼動損 失

{3)資 本費用

(叫 ⑤ 経済性工学 千住鎮蛇 伏見多美雄 共著 日本能率 協会 ・
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の 目標販 売 高 と,そ の ときの 会 社 の設 備状 態 よ り決定 され る
。 この モデ ル ぼ,経 営 者 が,現 在 行な っ

た設備 投 資が3年 後 に有 効 に役 立 って使 われ るか ど うか とい う問 題 を長期 に わ た
って予 測 す るため に

利 用 され るで あ ろ う。 す な わ ち,我 々の考 えた モデ ル をDYNAMOを 用 い て シ ミュ レー シ ョンす る

こ とに ょ って,需 要 に対 して設 備 が遊 ん で しま ったか,そ れ と も設備 が不足 して いた か,前 者 を遊 休

損 失,後 者 を機会損 失 と して と らえ,10年 間 に わた る総損 失 が どの く らい にな るか調べ るこ とがで

き る。 この モ デルの シス テ ム方程 式 は5.2.4節 で詳 し く述べ る。 シ ミュ レー シ ョンは,遊 休 損失 と機

会損 失 の和 が最小 とな るよ うな 設備 投 資額 決 定 の判定 基 準 に従 って行 な う こ とに した。 そ して,そ の

場 合 の設 備の状 態,売 上 高,遊 休 損失 お よ び機会 損失 が どの よ うな状 況で 推 移 す るか を調べ る こ とに

した。

また上 述 の損 失 が 最小 とな る設 備投 資額 決 定の 判 定基 準値 を変化 させ た場 合 につ い て も同様 に シ ミ

ュ レー シ ョン を行 な い,そ の結 果 と理 論 値 との差 異 を生 じた理 由 を究 明 した。

な お,シ ミュ レーシ ョンの結 果 と解 析 に つ い ては5.2.6節 で述 べ る。

5.2.3モ デ ル 企業 の現 状 と 環 境

モデ ル企 業 は,成 長 中 の 中堅 電 気機 器 メ ーカ で,製 品 の売 上 高 は約30億 円 であ り,今 後毎 年20

%の 割 合 で 伸びて ゆ く と予想 され る。 会 社 と して は,営 業活 動 等 の他 の部 門 を動員 して 目標 販売 高 を

達 成 させ よ うとい う積 極 的 な努 力 が あ る。 しか し,実 際 の需 要 は,会 社 以外 の不 確 定 要素 に よ って,

目標 販売高 を上回 った り,下 回 った りす る こ とが あ る。 設 備 の投 資 額 につ い て は,10億 円 まで の投

資 は5,000万 円単 位 で 投 資 を行 な って行 き,10億 円 以上 に及 ぶ場 合 は必要 投 資額 その 額 を投 資で

きる。 設備投 資 を行 なbて それ が 実 際 に稼 動 し売 上に 影 響す るまで に は3年 間 かか る。

維持 費 は設備 総 額 の10%が 必 要で あ る。
く

物価上 昇 も勘 案 して設 備 にか か る維 持 費 は年10%の 割 合 で上 昇 してゆ き,ま た,設 備の 消耗,陳

腐化 に よ り3年 お きに設 備総 額 の20%は 償却 して しま う もの とす る。

設備 と生産 高 の 関係 に っ いて は設備 額1億 円 当 り6億 円の 生産 をあ げ る こ とが で きる。 この 関係 は

設備 投資 が1億 円 な され た時,3年 後に6億 円 の生 産 高 を達成 す る こ とが可 能 で,そ れが次 の 計画 に

大 きな影 響 を与 え るこ と を示 して い る。

こ の会 社 にお け る設 備投 資 とは設 備 維持 費 と新規 設 備投 資 との 両方 を総称 し てい る。

5.2.4モ デル の詳 細

モ デル企 業 に おけ る設 備投 資 の 情 報 金,物 の 流れ の 関係 は図5-2-1に 示 す通 りで あ る。

図5-2-1に 表 わ され て い る各 要 素 に対 す る会社 内 の他 の部 門 か らの影 響 は 一定 とし,モ デルの

中 に は組 込ん で いな い。

この会 社に お け る設備 投 資 の 目的 は,そ の 年の 目標 販 売高 を達 成 で きるだ け の生 産能 力 を確 保 す る

こ とであ る。 あ る年 の生 産 高 は その 年 の 設備 の生 産能 力 に よ り決 定 され るの で毎 年 その年 に必 要 な生

産能 力 を もった設 備 を備 えて おか なけれ ばな らない。 そ れ に必要 な設 備投 資 は3年 前 に決 定 し準 備 し
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不確定要素

■

おか な けれ ば な らな い。 設備 は,投 資 を行 な ってか ら実 際 に稼 動 を は じめ るまで に3年 はか か るので,

設 備投 資 は3年 先 の設 備 で3年 先の 売 上高 を達 成 で き るよ うに投 資 して お く必要 が あ る。 この た め,

会 社 は従 来 か ら3年 先の 目標 販売 高 を決 めて その 額を達 成 す る よ う 努 力 し て い る が3年 後 に

外 部 の 不 確 定 要 素,'例 え ば 社 会 の 急激 な変 化 な どに よ りその 目標販 売 高 を達成 で きな か った り,

あ るい は製 品 の 需要 に会 社 の生 産能 力 が追 い つ か ない た め に販売 高 を達成 で きな い よ うな場 合 も起 り

う る。 前者 の 場合 は,工 場 の設 備 や従 業 員 は遊 ん で しま う。 生産 は縮 小 して も設備 の維 持 費,従 業 員

の給 料等 は ほ とん ど削減 で きない。 また 会社 全体 の 士 気 も大 いに 下 って しま う。 このよ うな状 態 にお

いて発 生 す る損 失 を 遊 休 損 失 とい う。 一方,も っ と設備 の 規模 が大 き く生 産能 力 が 大で あ った ら多

くの顧 客 の需 要 を満 た し,よ り多 くの利 益 が得 られ たは ずで あ る。 品 切れ を起せ ば,顧 客 は代 替 品 と

して他 社 の製 品 を買 って要 求 を満 た した り,製 品 の購 入 を見 合せ た りす る。 す な わ ち,顧 客 を他 社 に

と られ た り,失 った りして しま う。 この よ うな損 失 を機 会損 失 とい う。 設 備投 資 を行 な う時,こ の よ

うな遊 休 や機 会 に 対す る損 失 は少 なけ れ ば少 ない ほ ど企 業 に と って は好 ま しい状態 で あ るとい え る。

'な お
,こ の モ デ ルで は機会 損 失 の評 価 をその重 要 性 か ら遊 休 損失 の評 価 の3倍 に した。設 備投 資 額 は

上 述 の点 を考慮 して決 め られ るが,一 応10億 円 まで は5,000万 円単 位 で投 資 を行 な う ことに した。

具 体 的 に は設備 投 資 を次 の よ うに決 定 して い る。

あ る年 の設 備投 資 額 を決定 す る場合 を考 えて み よ う。 その年 の 設備 の状 態 が どの よ うで あ るか は把

握 され て い るの は もちろ ん,1年 後2年 後の設 備の状 態 もわか る。 なん となれ ば1年 後2年 後に

設 備 と して新 し く増 設 され る もの は,2年 前,1年 前 にす で に投 資が されて い るためで あ る。 ま た,

1年 後2年 後 に設 備 が陳 腐化 あ るい は消耗 す る額 も同様 に して わ か る。 これ らの デ ー タ を基 に3年

後 に新 た に必 要 な投 資額 が 決定 され る。 ま た,3年 後 の 目標 販売 高 は あ らか じめ決 ま って い るの で,
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3年 後 の 必要 な設 備の状 況 は明6か に な る。 そ こで2年 後 の設 備 額 か ら3年 後の 設備 の 陳腐 化
,消 耗

す る額 を引 き,そ の額 に今 年 の 設備投 資 額,す な わ ち3年 後に 既存 の 設備 に新 たに加 わ る設 備 額 を加

え た値(3年 後の 実 績 設備 額)を,3年 後 に 必要 な予 定設 備 額 か ら引 い た値(設 備 不足;FUSO)

が正であ楓 その年は設備投資を行なわなければならないことになる。

上 記の 差FUSOをT円 とす る とき,そ の年 の 設備 投 資 額 は次 の よ うな方 法 で決 め た
。

ToT円Tl
－

l
l
S

ToはT円 の5,000万 円 以下 を切 捨 て た値

Tl=To+5,000万

設 備投 資:TOSI

設備 投 資額 決 定基 準 値:S

T≧Sの 時TOSI-Tl

T>Sの 時TOSI=To

図5-2-2設 備 投 資額 決 定基 準

T≧Sの 時TOSI-・T1と す ると,も し目標 販売 高 が そ の ま ま売 上 高 とな れ ば(TrT)円 は遊

休損 失 とな る。Sの 値 をT1に 近 づ けた時 は遊 休損 失 が 減 り,機 会 損失 が ふ え る。 逆 にSの 値 をTo

に近 づ け る と,機 会 損失 が減 り,遊 休損 失 が ふ え るこ とに な る。 今 回 の モデ ルに おい て は,遊 休 損失

と機 会損 失 の評 価 の 比率 が すで に述 べ た ようにO .7:2.1(1:3)と した のでSの 値 は(注1)の

よ うな 式の 展 開 に よ り,遊 休 損 失 と機会 損 失 の和 が い ちばん 小 さ くな る時 はS=O .125と な る。 な

お,投 資 額 が10億 以上 の場 合 はTOSI-Tと して 計算 を した。 実 際の売 上高 は,目 標 販 売 高 を中

心 に あ る巾 で ば らつ いて い る。 設備 の維 持 費 として は,設 備総 額 の10%が 毎年 必要 で あ る。 この維

(注1)機 会損 失 と遊 休損 失 の 評価 修正 係 数 は それ ぞれ2 .1,0.7と 決 め たの で,総 損 失 を最 少

とす る判 定 基準値 は次 の様 に して 求 ま る。'

A十 〇SA+0 .5

L-－
S:判 定 基準

xO.5-x

2.1xO.7(0.5-x)

十A十A十 〇.5

Q-∫9・ ・i・d・+∫:5・ ・(… 一 ・ ・

器 一2.1S-・.・(・ ・一 ・)一 ・

2.8S-0.35

S=0.125
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持 費 は諸 物価 の 値上 りを考 慮 しt毎 年10%の 割 合 で上 昇す る もの とし た。 この 設 備 の維 持 費 と設 備

投 資 額の和 を設 備総 投 資額 と した。

以上 の よ うな投 資 モデ ル を,今 後10年 間 に わ た って シ ミュ レー シ ョン した。 そ して,設 備 の状態,

機 会 損失,遊 休 損失 な どの変 化 を調べ た。 また,S=0.125の 近傍 の値 に つ い て もシ ミュ レー シ1

ンを行 ない,理 論値 とシ ミュ レー シ ョンの結 果 との差異 を調べ た。

5.2.5シ ス テム 方程 式

SETUO.K=SETUO.J十(DT)(INVE.JK-DIE.JK)

DIE.KL=(SETUO.K)(RATI*1.K)

INVE.KI」=TO*3.K

"

SETUO:設 備 総 額

INVE:新 規 に 稼 動 す る設 備 額

DIE:消 耗 陳 腐 化 す る設 備 額

(1-L)

(2-R)

(3-R)

今 年の設 備 総 額SETUO.Kは 前年 の 設備 総 額SETUO.Jに 前年 よ り今 年 に かけ て新 規 に投 入 さ

れ る設 備INVE.JKを 加 え,消 耗 陳腐 化す る設 備DIE.JKを 引 い た もの であ る。DIEは 前 年の

設備 総 額 に消 耗陳 腐化 率 を掛 け た もの で あ り,こ の消 耗陳 腐化率 は3年 に1回0.2と な りそれ以 外 は

0と な るよ うに ボ ックス カー ・サ イ クルに 入 って い る。 また新 規 に投 入 され る設 備 は3年 前 に設 備投

資 された もの であ る。

SETU1.K=SETUO.K十 ＴOSI2.K-TINP1.K

TINP1.K=(SETUO.K)(RATI*1.K)

TOSI2.K=TO*3.K

SETU1:1年 後 の 設 備 総 額

SOSI2:〃 新 規 に 投 入 され る設 備 額

TINP1:〃 消 耗 陳 腐 化 す る設 備 額

Sli】TU2.K-SETU1.K十TOSI1.K-TINP.K

TINP2.K=(SETU1.K)(RATI*3.K)

TOSI1.K-TO*2.K

SETU2:2年 後 の 設 備 額

TOSI2:〃 新 規 に 投 入 され る 設 備 額

TINP2:〃 消 耗,陳 腐 化 す る 設 備 額

(4-A)

(5-A)

(6-A)

(7-A)

(8-A)

(9-A)

(4-A)(7-'A)の 式 は と も に(1-L)と 同 じ 内 容 で あ り,時 間 的 に つ れ て い る だ け で あ る。'

こ こ で ボ ック ス カ ー ・ トレ イ ン:TO*,ボ ック ス ワー サ イ ク ル:RATI*に 入 っ て い る 内 容 を 説
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明 し て お く。

TP*1:今 年の設備投資額→3年 後の新規に投入される設備

TO*2:1年 前 の 〃 →2年 後 の 〃

TO*3:2年 前 の 〃 →1年 後 の 〃

TO*4:3年 前 の 〃 → 今年 の 〃

RATI*1

0.2

RATI*2

0

RATI*3

0

時間 が1期 進 む と内容 が 右へ1個 つつ づ れRATI*3の 内 容 はRATI*1に 入 る。

PROD.K-(SETUO.K)(RAPR)(10-A)

PROD:生 産 能力

SETUO:設 備 総額

RAPR:生 産 換 算比 率==6

今 年 の生 産能 力PROD.Kは 今 年 の設 備 総額SETUO.Kを6倍(RAPR)し たの であ る。

MOHA1.K-(MOHA*2.K)(HEN)(11-A)

MOHA*1.K-MOHA1.K(12-A)

MOHA1:3年 先 の 目標販 売 高

MOHA*:目 標 販売 高 が 入 って い るボ ックス カ ー ・ トレ イ ン

HEN:目 標 販売 高 の 伸 び率=1.2

ぬ
3年 後の 目標 販 売 高 は,2年 後の 目標 販売 高 よ り20%ア ップす るよ うに 設定 して い る。MOHA*

の ボ ックス カー ・ トレイ ンに は次 の 内容 が 入 ってい る。

MOHA*1:3年 後 の 目標販 売 高

MOHA*2:2年 後 の 〃

MOHA*3:1年 後 の 〃

MOHA*4:今 年 の 〃

FUSO.K-SAI、1.K-SETU2.K+TINP3.K

SAL1.K-SALE.K/RAPR

SALE.K-MOHA1.K
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TINP3.K=(SETU2.K)(PATI*2.K)

FUSO:設 備 不足

SALI:3年 後 の 必要 設 備

SALE:3年 後 の 目 標販売 高

TINP3:3年 後 の 消 耗 陳腐 額

SETU2:2年 後の 設 備総 額

(16'-A)

3年 後の 目 標販 売高SALE.Kは す でに 決 って い るの で,そ の 時の必 要 設備 はSAL1.Kで 求 ま る。

3年 後 の 設 備 は この販 売 高 に 必要 な設 備 を確 保 す ると した ら今 年 の設備 額 はどの くらい か を調 べ るた

め,必 要 設 備 の不 足 分FUSO.Kを 求 め る こ とに な る。FUSO.K〈0の 場 合 は設 備が余 分 にあ るこ

とを示 して い る。

プ ログ ラム ・ リス トのSEQ40～130ま で は,FUSO.Kを 前 章の 図5-2-2に お け るT1

を求 め るた め の ル ーチ ンで あ る。T1はTTSIに よ り表 わ され て い る。

TOSI.K=CLIP(TTOSI.K,TTOS2、K,TOFU.K,SCALIi】)

TTOSI.K=CLIP(TTSI.K,O,

TTOSI.K=TTOSI.K-0.5

TOFU.K=TTOSI.K、-FUSO.K

ΦOSI:設 備 投 資 額

FUSO,0)

(17-A)

(18-A)

(19-A)

(20-A)

(18-A)のTTOSIは 図5-2-2のT,で あ り,(19-A)のTTOS2がToで あ る。 ま

た(20-A)TOFUはTで あ り,(17-A)のSCALEはSで あ る。 そ こで 今年 の設 備 投 資 額

TOSI.KはTOFU.K≧SCAI、Eの 時 ＴOSI.K-TTOSI.Kで あ り,TOFU.K<SCALEの

時SOSI.K-TTOS2.Kで あ る。SCALEは い ろい ろ と政 策 に よ り変 え られ る。

YOSAN.K=TOSI.K十FIX.K(21-A)

FIX.K=(SETUO.K)(SYO)(NOBI.JK)(22-A)

NOBI.KL'-NOBI.JK+0.1(23-A)

YOSAN:設 備 投 資 総 額

TOSI:設 備 投 資 額

FIX:設 備 維 持 費

SYO:維 持 費比率

NOBI:物 価 の伸 び率

今 年 の設 備総 投 資 額YOSAN.Kは 今 年の設 備投 資額TOSI.Kと 設備 維持 費 のFIX.Kの 和 であ

る。 設 備維 持 費 は今 年 の設 備 総 額SETUO.Kの10%で あ り,設 備 維持 費 は諸 物価値 上 りを考 慮 し
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て毎 年10%の 割 合 で上 昇す る もの とし た。

SRTL=YOSAN.K/RSAL.K ,(24-A)

RSAL:実 際 の売 上高

売上 高 の中 で の設 備総 投 資額 の 割 合SRTL.Kは,実 際 の売 上 高RSALと 設 備総 投 資 で(24-A)

式 の よ うに決 ま る。

UBIAG.K-MOHA*4.K十DELTA.K'(25-A)

DELTA.K=(MOHA*4.K)(ERO。K)(26-A)

ERO.K=(0.1)NOISE(27-A)

URIAG:製 品 の需 要 高

MOHA*4:今 年 の 目標 販売 高

・ 今 年 の製 品 の需要 高URIAG .Kは 目標 販 売 高MOHA*4を 中 心 と して,土5%の 範 囲 で バ ラツ

キが あ る。

RSAI、.K=-CLIP(PROD.K,URIAG.K,URIAG.K,PROD.K)(28-A)

RSAL:実 際 の売 上 高

PROD:生 産能 力

今 年 の実 際 の売 上高RSAL.Kは もし今 年 の 製 品の 需要 高URIAG.Kが 生 産能 力PROD.Kよ り

大 きい場 合 は,製 品 を売 ろ う として も在 庫 が な い ので,実 際 の売上 高RSAL.Kは 生 産能 力PROD.

Kと 同 じ額に な る。 逆 にURIAG.A〈PROD.Kの 場 合 はRSAL.KはURIAG.Kと な る。

LOSS.K=URIAG.K-RSAL.K(29-A)

CHLO.K=CLIP(LOSS.K,0,LOSS.K,0)(30-A)

LOSS.K:生 産 高不 足 額準 備 式

CHLO.K:生 産 高不 足 額

生産 高が 需要 に追 いつ かな い場 合 に起 る生 産 高 不足 額 は,需 要 高URIAG.Kよ り実 際 の 売 上 高

RSAL.Kの 差 が正 の時,そ の差 の 値 とな り,負 の時 は 生産 高不足 額 は0と な る。

LOS1.K-PROD.K-RSAL.K

UILO.K-CLIP(LOS1.K,0,LOSI.K,0)

LOS1.K:設 備 遊 休 額 準 備 式

UILO:設 備 遊 休 額

(31-A)

(32-A)

実 際の売 上 高RSAL.Kが 今年 の生 産 能 力PRODを 満 た さない 時,す な わ ちLOS1が 正 の時 は,

設 備 遊休taUlLOはLOS1と な り,LOS1が 負 の時 はUII、0は0と な る。
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RCLO.K-(CHLO.K)(PAR1)

RULO.K-(UlLO.K)(PAR2)

RCLO:機 会 損 失

PAR1:機 会 損 失評 価修 正 係 数

RULO:遊 休 損 失

PAR2:遊 休 損 失評 価修 正係 数

、

(33-A)

(34-A)

今 年 の 機会 損失RCLO.Kは 生産 高不 足 額CHLO.Kに 機 会 損失 評価 修正 係 数PAR1を 掛 け た も

の で あ る。 ま た今 年 の 遊 休損 失RULO.Kは 設 備 遊休 額UILO.Kに 遊 休損 失 評 価修 正係 数 を掛 け た

もので あ る。

SCI、0.K=SCLO.J十(DT)(RCLR.JK+0)

SULO.K・=SULO.J+(DT)(RULR.JK+0)

SMLO.K-SMLO.J十(DT)(RCLR.JK十RULR.JK)

RCLR.KL=RCLo.K

RULR.KL・-RULO.K

SCLO:機 会 損 失 合 計

SULO:遊 休 損 失 合 計

SMLO:総 損 失 合 計

(35-L)

(36-1、)

(37-L)

(38-R)

(39-R)

機会 損失 合 計SCLO.Kは 毎年 の 機 会損 失 を加 えてい った もの で,遊 休 損失 合 計SULO.Kも 同 様

の 考 え方 で あ る。 また総 損 失合 計SMLO.Kは 毎 年 の機 会損 失 と遊休 損失 を加 えた もの であ る。

以上 の 式 を展 開 して10年 間 の シ ミュ レー シ ョンFACOM230-60ダ イナ モ(V-01.01)

に よ り実 施 し た。

5.2.6シ ミュレー シ ョンの 結 果 と解 析

設備 投 資額 決 定 基準 値(SCALE)がO.125の 時 の,設 備の 状 態,投 資 額,売 上高,機 会損 失,遊

休損 失 な どにつ い て の実 験結 果 を表5-2-1に 表 わ した。 さ らに,そ れ ぞれ の値 の推移 を見 るため

に 図5-2-3～ 図5-2-9を 添付 した。 これ らの結 果か ら次 の よ うな ことが 言 え る。

(1}設 備 総投 資額 は 年 ご とに増 減 はあ るが10年 聞通 して み る と増 加 して い る。 ま た,図5-

2-9に 示 す よ うに,売 上 高 にお け る設備 総投 資額 の 割合 は,年 ご とに大 き くな つた り,

小 さ くな った り変化 して い るが,10年 聞 通 しての 伸 びは ほ とん どな い。 これ は設備 投 資

の 伸 び と売 上 の 伸びが 調和 してお り,投 資が 販売 に 十 分寄 与 して い るこ と を示 して い る。

(2)表5-2-1よ り,当 初の 設 備総 額5億 円,売 上 高30億 円,設 備投 資額2億 円 が,10

年 後に は 設備 総 額30.5億 円,売 上高170億 円,設 備投 資累 計額15.6億 円 になってる。
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SCALE-O.125の 場 合 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン結 果表5-2-1

SETUO INVE RSAL RCLO SCLO TOSI

設 備 総 額 新規稼動設備額 売 上 高 機 会 損 失 機会 損失合計 投 資 額
(億 円) (億 円) (億 円) (億 円) (億 円) (億 円)

PROD DIE MOHA*4 RULO SULO YOSAN

A
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(3)図5-2-3で わ か る よ うに,10年 間 の うち,売 上 高 が 目標 販 売高 を オ ーバ した 時 は2

回 あ る。 売上 高 が 目 標飯 高 に達 しな い時 の差 額 は,オ ーバ した時 の 差額 よ り大 きい。

(4)10年 間 の機 会 損失 と遊 休損 失 の 和 の総 損失 は,約112億 円 であ る。

⑤ 設 備 の状 態 は,目 標販 売 高 とほぼ 同 じ割 合 で増 えて い る。

(6)売 上 高 や設 備総 投 資 額が 増 大す るに 従 って,総 損 失 の年 ご との変 化 は大 き くな って くる。

(7)こ の実験 で は,設 備投 資額 が10億 円 以下 で は,5,000万 円単 位 で 投 資 を決 定 してい る

が 目標 販売 高 の増 加 が5,000万 円 以 上 なの で,設 備投 資 は毎 年行 なわ れ てい る。 この た

め,設 備の 状 態 は,目 標販 売 高 とほぼ 同 じ動 きで増 加 して い る。

次 に総 損 失 が最 小 とな る,設 備投 資額 決定 基 準 値SCALEは0.125と 理論 的 に 求 ま ったが,実 際

に シ ミュ レー シ ョンし た時 に,同 じ結 果 がで るか を調べ てみ た。 結 果 は次の通 りで あ る。

表5-2-2

(10年 間 の合計)

◎

SCAI、E 0.05 0.10 0,125 0,150 0,175 α20 α25

総 損 失

機会損失

遊休損失

114

90

23

112

91

21

112

91

21

112

91

21

110

91

19

109

92

17

118

101

17

(億 円)

(億 円)

(億 円)

表5-2-2を 見 る と,設 備投 資額 決定 基 準 値(SCALE)がO.5の 方 に近 づ くほ ど,機 会 損 失 は

増 え,遊 休 損失 は減 って く る。 逆 にSCALEが0の 方 に近 づ けば,機 会 損失 は減 り,遊 休 損失 は増 え

る。 この現 象 は我 々が考 え た通 りで あ るが,総 損失 が最小 とな る設備 投 資額決 定 基 準値 はSCALE-=

O.20の 時で あ る。 理論 的 に はSCALE--O.125の 時 に総 損失 が 最小 に な るはず で あ る。 この原 因 は,

シ ミュ レー ション回数 が少 な か った た め,乱 数 が か た よ って出 たた め と思 われ る。 す な わ ち,売 上 高

が 目標販売 高 よ り全般 的に 低 か った た め であ ろ う。 しか しSCALE=O.125とSCALE-0.20の 時

の設 備 の状 態,損 失 な どは ほ とん ど違 い は ない。
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表5-2-3 SCALE=O.20の 場 合 の シ ミ ュ レー シ ョ ン結 果
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5.2.7今 後の 展望

今 回我 々が実 験 を した モデ ル は非常 に簡 略 し,制 約 条件 もか な り割 切 って 考 え てい るの で,実 際 の

企 業 に おけ る設 備投 資 の状 態 を十 分 に組 込 む こ とがで きなか った。今 後 この モデ ルを よ り現 実 の シ ス

テム に近 づ け るため に は,次 の よ うな諸 点 をモ デ ルに組 み込 ま な ければ な らな い と思 われ る。

① 設 備投 資 で は,工 場の 新 設,設 備 の取 替 え,現 在 あ る設 備 の補 修 な どが実際 には多 い と思

わ れ るが,そ の 時 の会 社 の状 態 を ミクロ的 に把 えて モ デル を作成 す る。

② 今 回の 実験 で も明 らか な よ うに,需 要 を確実 に掴 む こ とは損 失 を減 らす うえで 非常 に 重要

であ るの で,正 確 な需 要 予測 を行な わ なけ れ ばな らな い。 しか しどん な に正 確 な 予 測で あ

って も,需 要 予 測 の値 と実際 の売 上高 とは必 らず つ れ があ るの で,つ れ て も損 失 を最 小 限

に 押 え る設 備投 資 が で きるよ うに モデ ル を作成 しな け れば な らな い。

③ 設 備 の取 替 え に際 して は,そ の 会 社 全体 の 設備 を考 慮 して必 要 に応 じて流動 的 に 制約 条 件

や変 動係 数 が か え られ るモデ ルに しなけ れ ばな らない。

④ シ ミュ レー シ ョ ンの結 果求 め られ た損失 の 値 を評 価値 としてで はな く実際 の金 額 に換 算 で

き る適正 な係 数 実 績 か ら見 出 し,設 備投 資 に 関す る意思 決定 に実 用 で きる もの に しなけ れ

ばな らな い。

⑤ 現 在 稼動 して い る個 々の設 備 の状 態 とその 周辺 が認 識 で き,そ の と きの人 や 物の 状 態 を は

っ き り把握 す る こ とに よ り,人 間 を単 純労 働 か ら解放 す るよ うな方 向づ け を与 え る こ と も

可 能 で あ ろ う。

以上 の 他 に も,ま だ 多 くの要 因 を考 えなけ れば な らない と思 わ れ る。

最 後にDYNAMOを 使 う態 度 と して,シ ミュ レー シ ョ ンを行 な う際 に はDYNAMOで 使 ってい

る乱 数 に つ い て1度 よ く調べ てみ る必要 があ ろ う。 また,DYNAMOに よ る方 程式 の作 成 に あ た っ

て,モ デルの 中 で,ア ル ゴ リズム の変 更 が可 能で あ って ほ しい とい うこ とで あ る。DYNAMOに は

CLIP関 数 な どに よ り,数 値 の 選択 は簡単 にで き るが,式 を選 ぶ こ とはで きな い。 こ の 要 求 は

DYNAMOを 使 用 す る目的 とはず れ てい るの か もしれな い が,も し可能 とな る と,モ デ ル を もっ と

弾 力 的 に拡張 で き る と思 われ る。
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DYNAMOに よ る設 備 投 資 モ デ ル の シ ミ ュ レー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム ・ リ ス ト
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51A

URIAG5K=MOHA畳4・K+DELTA・K

DEiLTA;K=(MOHA骨4・K)(ERO.K)

FRO.K=(0.3)NOlSE

RFALSA1_E

RSAL・K=⊂LlP(PROD.κ ⑱URIAG.K⑱URIAG,K.PROD;K)

〆

0

1

2

3

3

3

3

3

7A

7A
51A

51A

LOSSNOKEISAN

LOSSaK=UR!AGoK-RSAL.K

LOSInKtPROD、K-RSAL.K

⊂HLOsK=⊂L1P(LOSS・K,0.LOSS6K,O)

UILOcK=CLIP(LOS1・K,0,LOS1.K,0)

_－L________llZA2.___-RgtL.9⊇ ・K工(CHLOL旦 」K_)L≦f三AR1)
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__FA⊂OM230.r60 __DX亙A口Q_.口71.031.8一 (V戸01」01) PROGRAMLIST

祈 』.『

RU .

SETUBITOUSHI MUROIIHIRAKAWA 1971,5

SE(O DYNAMOSOURCESTATEMENT

、,

■

」

35

37

38.-

39

40

、_一__4ユ_

2

3

▲
.
5

4

4
.
4
.
4
.

12ARULO:K=(Ll1LO`K)(PAR2)

止_...一._._._.・.・ 』』、^_. .

6RRULR8KL=RULO`K

_エR____SC.L.0.1.KL苧SCLO・JK+RCLO.K

7RSULO3KL=SULO8JK◆FIULO・K

8R .SMLO#KL=SMLO4JK+R(LO3K+RULO`K

RATEOFYOSAN

2・OA.一._.、、-SRTLβK=YOSAN・K!RSAL6K

祈祷祷蒼養誉祷養終祈祷畳畳祈祷膏祈祷憂苦祈誓畳畳養祈祷蒼祈祷畳骨折誉祈祷祈祷祈祷養祈祷祈祷祈祷祈祷養誉者誉,

A

A

A

A

7

7

7
-
7

A-6.___一_._」 しA_.

7

8

9

0

直上

ム
・
ム
・
4

5

5

A

A

A

A

A

7

7

7

7

7

.ララ5.2、___.._.._7-A、 、

5.3

54

55

56

5ラ

..5-8

59

60

61

62

63

._.『_64.

65

66

67

6R

69

70

71

72

73

74

7う

76

77

7R

79

80

81

82

7A
7A
7A
7A
7A
7A
7A
7A
7A
12A
12A

.,一.._..ユ2A

12A

12A

i2∧

12A

12A

.ユ2A

12A

12A

12A

12A

12A

12A

12A

12A

i2A

12A

i2A

.6A

XliK・FUSO・K-O・5

×2・K■FUSO:K-1・O

X3.K■FUSO;K●1・5

×40・KoFUSO.K-2・O

X-』 」K.■FUS.O_t-K-2-:.、 う 、__

X6.K.FUSOさ'K-3昌O

X7・K■FUSO・K-3;5

×8`K・FUSO・K-4`O

X9`K・FUSO■K-44う

XIO.K=FUSO・K●5・O

Xユ;...K-■EUSO.竺.K－ 一う±.5...._.

X12.K=FUSO・K-6`O

X13.K=FUSO・K-6・5

×14δK=FUSO、K-7.O

X1ちtK=FUSO.K-7.5

×16.K=FUSO・K-8・O

X17,K=EUSO・K-8・5

×18.K=FuSO`K-9・O

X19.K=FUSO・K-9・ う

X20;K=FUSO・K-10`O

YO・K■(FUSO:K)(X1:K)

Y1・K■(X1`K)(X2・K)

..__y.2.,.K■( .～(2.:▲く、).一(X3L・.K)

Y3`K■(X3・K)(X4●K)

Y4・K`(X43K)(X5・K)

Y5・K・(X5.K)(X6さK)

Y6・K■(X6`K)(x7・K)

Y7`K■(X7‡K)(X8.K)

Y8・K●(X8aK)(X9.K)

Y9・K.(X9・K)(XTO.K)

Y10eK=(X10.K)(X1ユ ・K)

Y11.K=(X11.K)(X12tiK)

Y120Kt(X12.K)(X13・K)

Y13:K=(X134K)(X14.K)

Y1.4gK±(X14.K)(X15・ κ)

Y1三).K=(X15.K)(X16・K)

Y16.K=(X.166K)(X17.K)

Y17tK=(X17・K)(X18.K)

Y]3・K=(X181K)(Xi9・K)

Yユ9.K=(X19;K)(X200K)

Y20tK=X20■K

、

,
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___E二ACQM-_2,3]〇 三」6」CL__ DエNA図Q －7ユ
.Oj118三,....(V,-0ユ.`01) PROGRAMLIST

""1'.tt}SETUBITOUSHI MUROI,HIRAKAWA 1971`5

SE① DYNAト40SOURCES↑ATEトIENT

'8
3 49AZ1`K・S副1TCH(0`5●0,Xi●K)

____」B.4.一 」窟」-QAM⊥K.)
85

____.86_一 ・_.

87

88

89

......』90.

91

92

93

94

9.5

_96

97

98

99

100

101

49A Z3・KロSWIT(H(1・5■0,X3.K)

A・9A__._2良 工」(」竺SW-1」[くH〈2-・,Qn,O-i.K4・K).

49A

49A

49A

Z5.K・SWITCH(215ψ0・X5・K)

Z6・KロSWIT⊂H(3・ Ω ⑱O.勺～(6令K)

Z76K・SWITCH(3:5,0,X7●K)』

..一生9A.一___Z.8一 旦」(P.SW1工..CH.(白.自O.gO⊃X81K)

49AZ96K・SWiT⊂H(4・5、0`X9.K)

49AZ10.K=SW,ITCH(5・O⑱O・XIOeK)

49AZ11.K=SWITCH(5・5令0、X118K)

49AZ126K=SWlTCH(610,0、X12■K)

49AZ13`K2SW!TCH(6`5◎0,X13・K)

.『_..._争.9A_...、.,Zユ4・K=SWI.T..CH《7_..O⑱0・X1.4.K).、.

LvgAZ15.K=SwlTCH(7`5,0,X15・K)

49AZ16aK=SWITCH(8・O,0,X16・K)

49AZ17.K=SWITCH(8`5●0,X17.K)

49AZ18●K=SWr「CH(9`0■OもX18eK)

49AZ19.KコSWITCH(9・5¶0弓X19・K)

___.1.O.2-一_一 一、.__一_..._生9A_,_ユ2.Q」 」(三.SW上 工(日 文ユ ーC)⊥0..,.Qt,X2-0.-i.K⊃

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

A

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

苛1

1

1

1

1

1

－

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

A

A

1

1

0

A

A

う

5

5

5

5

5

5

5

5

う

5

5
.5

5

5

5

5

5

5

5

5

1

1

9

8

1

1

1

8

7

W16K・CLtP(0.Oo5,YO・K,0)

W2.K・(LIP(0,1.0⑱Y1・K●0)

W3.K・CLIP(0,1・5,Y2.K⑱0)

W4.K■CLIP(0'2.0,Y3.K,0)

W5・K■CLIP(0'2.5,Y4・K¶0)

W6.K■.⊂L.IP(O,310⑱Y5`K,0)

W7.K・CLIP(O,3・ う.Y6.K●0)'

W8-`K■CLIP(0'4;0'Y7・K◆O)

W9・K・CLlP(0,4`5¶Y86K.0)

WIO.K=CLIP(O⑱5.0⑱Y9●K⑱0)

W1.18K=CLIP(0,565⑱Y10.K,0)

..W12・K=CLIP(O⑱6・0、Y11:K,0)

W13:K±CLIP(O,6・ ラ.Y12eK■0)

W14.K±CLIP(0¶7・O,Y13.K■0)

W1う ・K=CLIP(0も7・ う ⑱Y14:K,0)

w16.K=CL!P(0,8.0,Yl5・K.0)

W17.κ=CLIP(0¶8i5,Y168K⑱0)

W181K=CLIP(0,9・0、Y17●K、0)

W19:K=(二LIP(0,9・5、Y18`K⑱0)

W20.K=(Llp(0¶10.0`Y190K句0)

W21.K=CLrP(FUSO.K,UsY20.K,0)

SZ8.K=ZltK+Z2・K+Z3・K+Z4`K+Z5・K+16・K+Z7.K・ ト28δK

SZ9`K=∠9.K+Z10・K+ZllaK+Z12.K+Z13・K+Z14・K+Z15`K+Z16・K

SZ4;K=Z17:K+Z18.K→ ・Z19.K+Z20.K,

SUZ・K=SZ80K+SZ9.K+SZ4・K

SW8:K=W1・K+W2;K+W3.K+W4・K+W5`K+W6.K+W7・K+W8.K

SW9.K=W9.K+W10・K+W⊥1.K+Wl26K+W13.K+W14・K+Wl5・K+W16.K

SW4.K=Wl7.K+W16.K+W19●K◆W20iK◆w21.K+O

SUW`K=SW8tK+SW9・K+SW4・K

TTTI・K=SUZ.K+SUw・K

¶

、

`

■

■

」
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祈SE↑UBITOUSHl

._._..RUr↓..._..Noi,.....、 一一.._._.

MUROI,HIRAKAWA 1971・5

SEO DYNAMOSOUR(=ESTATEト イENT

祈祷鯖 祷 輔 養..耕 ・祈… 祷祈祷養芥養母"祈 ・・枝 ・升祈祷 骨折静養養祈祷骨折畳畳祈祷祈祷婦 祈祷畳 養祈祷"祈 祷祈祷

一、__.一.BOメ{AR－ 工R、θ～IN.._...・ 一一.…

'

133

134

13弓

136

、137

138

139

140

141

142

37BTO=BOXLIN(4,1)

358RA↑1・BOXCY⊂(3,1)

37白MOHA■BOXL|N(4・1)

CONST.ANT

(RAT1祷=0/0!0`2

C'HOHA祷=51a84!43・2/36/30

(RAPR■6.

(二HEN=1・2・

⊂SYC=O・1.

CPARlu2.1

(PAR2・O.7

.

'

,

3

4

4

4

1

4⊥

1456N

1466N

.『.147.......bN

1486N

1496N

15∩6N

1516N

152

153

154

155

156

15ラ

_1-5-8

159

160

161

CS(二ALE=0.125

(二TO誉=1.5/2.5!1!O

INIT、IALVALUE

SETUO=5

SCLO■0

.S.ULO,.O-........、..__,..一..__一 、.一.一ー 一・・一ー一・..・

SMLO・O

DlE=O

INVF.0

螺:㌫.__鞘.。..。.∴.。 。テ__・ … 一 一 一 儲一 …

ii嚥ii総i§ii羅ii三 灘i;iiiiiii蕊;=;19,,,,。.,、
PL∩TMOHA"=ト1◎RSAL=R

PLOTURIAG=U句PROD=P

PLOTSFTUO=S

巳LOT._.R(.」 Ω酔

PLr)TRULO・ 一』'

PLOTS⊂LO■K'SULO=A,SNLO=L.

PLOTSRTL・ 祷

●

F●

一151一
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RUNNOI

MOHA升4=M●RSAL=R
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